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◎す 


通話をさかのぼつて録音できる 


【♦さかのぼり録音 


P -44) 


ボタンひとつで迷惑電話お断り 

【♦迷惑電話お断り . P .46 つ 


、み宁*グ^ ベルを鳴らさず留守歸-受信 


【参おやずみモード 


P .61) 


使用シーンにより受信スタイルを選べる 


【♦え S ベる受信スタイル.-- . P .21 


小さなお子様のいたずら防止 


【♦チャイルド□ック 


P -74) 


因 

回 


ナンパ’一•ディスプレイ（が P .62) 

キャッチホン（ザ aP .6 曰） 

キャッチホン•ディスプレイ（う 0 P .69) 

モデムダイヤルイン （ WP .71) 

>本機をご使用の前に必ず本書をお読みください。 

>本書はいつでちご覧いただけるよラに大切に巧管してください。 
>保証書は裏表紙にありまず。 


準 摘 かんたんに巧ラ べんりに使ラ さりに使いやず < ずる こんなとをは 














































はじめに 

このたびは、普通紙ファクス「スピークス SP - DA 240 / DA 240 W 」 をお買い上げいただきまして、まこと 
にありがとラございまず。お使いになる前に、この取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

本書では SP - D 冉240にテ機を増設した場含を中/むに 
説明しています。 SP - DA 240 W で異なる項目につい 
ては、「《 SP - DA 240 W では...」と記載してい 
ます。 


型を 

お器巧ぶ 

増設でまる子機の台数 

SP - DA 240 

親機（本機）と子機1台 

最大2台 

SP - DA 240 W 

mm (本機）と子お 2 台 

最大1台 


本書の見かた 


本書の構が 

ぺージ 

記述巧客 

準備 

P .13 〜2已 

本機を使ラための準備（組み立てや接続)、覚えておさたい操作の基本などを説明し 
ています。本機をお使いになる前に一通り目を通しておいてくださし、。 

かんたんに使ラ 

P ぶ目〜3已 

電話、ファクス、コピー、留守番電話をでをるだけ簡単に使ラ方法を説明しています。 
本磯をすぐにお使いになりたいとさに、お読みくださし、。 

べんりに使ラ 

P .3 日〜72 

電話、ファクス、留守番電話の便利な機能を説明しています。さまざまな機能を使っ 
てより便利にお使いになりたいときに、お読みくださし、。 

さ5に使いやすくする 

P .73 〜78 

画面表示の調整やべル音の調整など、お好みに応じて本機をさ5に使いやすくするち 
法を説明しています。 

こんなとさは 

P .7 目〜] 0] 

困ったとさの対処方法、本磯のお手入れの方法、修理のご依頼や増設について説明しています。 


■本書の表記 


待受中 

電話やファクスの着信を待っている状態（通話を送信/受信ちしていない状態） 
です。 

本書で説明している操作はほとんどの場合 r 待受中」に行います。 巧に断日の 
ない場さは诗受中に操作して<ださい。 通話中に行ラ操作は見出しになのイラ 
ストで示しています。 

通話中抱通話中 

電話をかけたり受けた0して、相手と通話をしている状態です。 

(親傑バモ傑） 

親磯とテ磯の操作び異なる場合は、左のマークで示しています。 

ボタンを称 

本機の本体にボタン名び印字されているボタンは、そのボタン名を示していま 
す。詳綱ま r ボタンの名称と機能概要」（が P .1 日、 12) をご覧ください。 

その他のマーク 

説明している操作に関するま意や補足説明などを、次のマークで示しています。 

〇 

本商品の性能を発揮でをなかったり、機能停止を招く場合や、取り扱ララえで 
のま意事項、条件の説明を示しています。 

> 

説明している手順に関する補足の操作を示しています。 

を^ 

知っておくと便利な機能や補足説明を示しています。 


■ ごほ用にあたコてのお願い 

♦本機のご使用にあたって、 NTT 東日本または NTT 西日本のレンタル電話機び不要となる場合は、 NTT 東日本または 
NTT 西日本へご連絡ください。ご連絡いただいた曰をわって、 r 煤お使用料 J は不要と なります。詳しくは、 局をなし 
の116ま（巧料） へお問い合わせください。 

♦本機と電話網の間にアダプタなどび接続された場含、アダプタなどび電話網の仕様と完全には一致しないため、本機び 
正常に動作しないことびあります。 

♦本機の故障、誤動作、不具合、停電、あるいは天災等の外部要因によって、受信文書の全部、または一部び消失したり、 
通信や録音などの機尝を逸したために生じた損書や万び 一、 本機に登録された情報内容び消失してしまラこと等の純粋 
経済損失につきましては、当社は一切その責任を負いかねますので、あ5かじめご了承ください。本機に登録された情 
報内容は、別にメモをとるなどして保管くださるよラお願いします。 

♦本機を改造しないでください。改造•回路変更などを行った場合、当社は一切責任を負いません。 

♦本機を廃棄•讓渡するとさは、お客様固有の情報の流出による不測の損害などを回避するために、記憶した情報（登録 
した内容や録音された用件など）を消去してください。 う Q r 本機の登録/設定を出荷時に戻したいとを」 （ P .9 己） 

♦テ機には防水機能びありませんので、说れた手でモ機を操作したり、水をかけたりしないでください。水城れによる故 
障は保証対象がです。修理でさないことびありますので、あらかじめご了承ください。 
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本磯は、情報処理装置等電波障書自主規制協議含 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。 

本磯は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される 
と、受信障害を引き起こすことがあ0ます。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


( I まをにお使いいただくために〜がずお読みください〜 


本機を安全にお使いいただくために、必ず守っていただをたい事項の表示と図記号の意味は次のようになっています。 


A -この表示を無視して、誤った取り扱し巧すると、人び死 t または重傷を負う危険び切迫して生じることび想定 

ZIA 化 P 巧-され納容を示しています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱し、をすると、人び死亡または重傷を負う可能性び想定される巧容を示して 
います。 


A ミ^ g • この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容および物的損害の 
-みの発生び想定される内容をおしています。 


指表示の例 


(高温を意） 

■ A 記号はを意（筒を•警告を含む）を促ず内容びあることを告げるものです。図の中に具体的 
• なま意内容短図の場含は高温ま意）び描かれてし、ます。 

分解禁山 

. ( S ) 記号は禁止の行為でおることを告げるものです。 

■ 図の中に具体的な禁止内容（左図の場含は分解禁止）び描かれています。 

/jP (電 S プラグを 

] ンセントか! 5 抑す） 

. 参記司ま行為を強制したり指示する巧容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容（左 
■ 図の場合は電源プラグをコンセントから抜け）び描かれています。 


A を巧 



充電は、テ機専巧の充電器を使用してください。そ 
の他の充電条件で充電すると、電池ノ くックを液漏れ、 
発熱、破梨させる原因となることびあります。 


0 

禁止 


0 

禁止 


電池ノックを単体では充電しないでください。電池 
パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 


専用の電池パックを使用して 
ください。また、専用の電池 
パックは他の機翻こは使巧し 
ないでくださし V 電池パック 
を液漏れ、発熱、破裂させる 
原因とな0ます。 



0 電池ノ くックを水や火の中に投入したり、加熱しない 
でください。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させ 
禁止 る原因となります。 


0 

禁止 





電池ノ くックに直翻まんだ付けしないでください。電 
池ノ くックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 


電池パックのコネクタのホ（プラス)•黒（マイナス) 
を針金などの金属類で接触しない（ショートさせな 
し、）で<ださし、。火災-感電の原因とな D ます。 


Q 電池パックのビニールカバー（チューブ）は、はび 
さないでください。電池パックの液漏れ、発熱、破 
禁止 裂の原因となることびあります。 

® 電池ノてックを分解•改造しないでください。電池パッ 
クの発熱、破裂の原因となることびあります。 

分解禁止 


A を巧 


〇 電池ノ '^ック内部の液び眼に入ったとさは、失明の恐 
れびありますので、こす日ずにすぐにきれいな水で 
洗ったあと、直ちに医師のミ台療を受けてください。 
目に傷害を与える恐れびあります。 

また漏れた液が皮膚や潮尉こつし、たと讶ま、きれい 
な水で洗い流してください。皮膚びかぶれた0する 
原因になります。 

〇 電池パックを使用中や充電中、または保管中に異臭 
を発したり、発熱したり、変色 • 変形その他、今ま 
でと異なることに気びついたとさは、テ磯か5電池 
パックを取り出し、使用を中止してください。 


A 警告 


習 


次のよラなとさは、電源プラグをコンセントか5抜 
いて、販売闻こご相談ください。そのまま使用すると、 
火災‘感電の原因になることがあ D ます。 

-煙び出ている、変な臭いびずるなどの異常状態びあ 
るとさ 

-本機を落としたり、破損したとき 
-内部に水び入ったとさ 


^ 本機の通風孔などか5内部に金属類や燃えやすい 
ものなどの、異物を差し込んだ D 、 落としたりしな 
電源;^-をし、でください。万一、異物び入った場含は、電源プ 
コ b も Is もトラグをコンセントから巧いてください。そのまま使 
用すると、火災-感電の原因となりまず。特におテ 
様のしぶご家庭ではごま意ください。 


® 本機を分解した D 、 改造したりしないでください。 
火災-感電および故障の原因となることびあります。 

分解禁止 
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A 警告 


Q 本機の上やそばに花びん、植木鉢、コッス化粧品、 
薬品や水の入った容器、またはルさな金属類を置 
禁止 かないでください。こぼれたり、中に入った場含、 

乂災-感電の原因となります。 

Q ふろ場や力□湿器のそばなど、湿度の高いところでは 
使用しないでください。火災•感電の原因となるこ 
禁止 とびおります。 

© 万一、漏電した場含の感電事故防止のため、必ず 
アース 線を取り付けてください。 アース 線は、電源 
m - M プラグをコンセントに差し込む前に取り付けてくだ 
を接飾ょさい。 アース 線をがす場合は、先に電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。 アース 線を取り付け 
5れるところは次の部分です。 

■ 電源コンセントのアース端テ 
-銅片などを目日 cm 地中に埋めたもの 

■接地工事（第□種）び行われてし、る接地端子 
次のようなところには絶対にアース線を取り付けなしでく 
ださい。 

-ガス管-電話専用アース線-避雷針 
• 水道管や蛇 □ 

0 AC 1日日 V の商用電源しが i では、絕巧に使巧しな 
いでください。乂災や故障の原因となることびあ0 
禁止 ます。 


〇 


電源プラグおよび充電器のプラグはコンセン H こ確 
実に差し込んでください。電源プラグの刃に金属な 
どび触れると、火災-感電の原因となります。 


0 電源プラグおよび充電器のプラグは、容易に抜さ 
差し可能なコンセントから給電してください。 

禁止 



電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したり、 
無理に曲げたり、弓 I っ張ったり、ねじったり、束ね 
たりしないでください。また、重いちのを載せた D 、 
加熱したりしないでください。電源コードが破損し、 
火災-感電の原因となることびあります。 


めれ手禁止 

〇 

0 

禁止 

A 

〇 


城れた手で電源プラグを抜さ 
差ししないで<ださい。感電の 
原因となることびあります。 

電源プラグを抜くとさは、必ずプ 
ラグを持って抜いてください。電 
源コードを弓|っ張るとコードび傷つ 
さ、火災‘感電の原因となることび 
あります。 



テーブルタップや分岐コンセン 
卜、分岐ソケットを使用した、夕 
] 足配獅ましなしでくださし、。火 
災-感電の原因となることびあ0 
ます。 



本機は国内電源仕様になってしなすので、ミ毎がでは 
ご使用になれません。 


電源プラグおよび充電器の 
プラグは、ほこ0び付着して 
いないことを確認してか5 
コンセントに差し込んでくだ 
さい。また、半年か51年 
に1回は、電源プラグをコ 
ンセントか5抜いて点検、清掃をしてください。ほ 
こりによ D 火災 • 感電の原因となることびあります。 



A 警告 


腑禁止 


禁止 


说れた手で本機を操作しな 
いでください D 感電の原因 
となることびあります。 



本機は、高精度な制御や 
微弱な信号を取り扱ラ電 
テ機器の近 < に設置、お 
よび近くで使用しないで 
ください。 



•電子機器び誤動作した D するなどの原因となることびあ 
ります。 

•使用を制限された場所では使用しなしでくださし、。 
例：医療用電子機器の近<など 



コードレスシステムは、航空機巧や病院巧などの使 
用を禁止された区域には、持ち込まなしで•くださし、。 
電子機器や医療機器に影響を与え、事故の原因に 
なります。 


禁止 


テ機は、総務省の技術基準に適合したわのです。 
内部を改造したり、外酣こアンテナを取り付けて電 
波を強くするなどは、感電や故障の原因となるだけ 
でなく、法律で禁じ5れてし、ます。 


® 充電器の内部には、高電圧びかかってし、るので、分 
解しないでください。感電の原因となることびあ0 
分解禁止ます。 

修理は販売店にご相談ください。 

0 テ機をねじったり、重いものを 
載せたり、（ポケットに入れたま 
禁止 まイスなどに）強く押しつけた 
りして、圧迫しないでください。 

テ機び破損し、火災、けび、や 
けどの原因となることびありま 
す。 

0 ぺットの糞尿びかか5ないよラにしてください。発 
煙や発火の原因となることびあります。 

禁止 



A ミ主意 


Q 雷び鳴り出した5、電源コードに触れたり、周辺機 
器の接続をしたりしないでください。落雷により、 
禁止 感電の原因とな0ます。 


Q 電源コードを熱器具に近づけないでください。電源 
コードの被覆び溶けて、火災•感電の原因となるこ 
禁止 とびおりまず。 


處 


から损ブ 


長期間ご使用にな5ないとさは、安全のため必ず電 
源プラグをコンセントから抜いてください。 



直射日光の当たるところや、ストーブ、ヒータなど 
の発熱器具のそばなど、温度の高いところに置かな 
いでください。内部の温度び上びり、火災の原因と 
なることびあ0まず。 


〇 


移動させる場合は、電源プラグをコンセントか5巧 
き、電話回線接続コードなどが部の接続線を外した 
ことを確認のラえ巧ってください。コードび傷つさ、 
乂災-感電の原因となることびあります。 


4 




















A ミ主意 


自動車やオートバイび近くを通ったときや、電気製 
品や壁光灯のスイッチを「入」「切」にしたとさなど、 
通話に雑音び入ることびあります。 

製氷倉庫など特に温度び下びるところに置かない 
でください。本機び正常に動作しないことびあ D ま 
す。 

テレビ、スピーカボックスの近く、こたつの上など、 
磁気を帯びているところや電磁波び発生していると 
ころに置かないでください。本機び正常に動作しな 
いことびあります。 

冷えさった部屋をストーブなどで急激に暖めたとさ 
などは本機の内部に水滴び付着し、写らない部分 
び発生する原因となります。 

極端に暑い場所。已。 C 1； (上）や寒い場所(日。 C 1； (下) 
では使用しないでください。誤作動 • 故障の原因と 
なじます。 

下のようなところには置かないでください。 

• クーラー、暖房器具、換気□などか5風び直接あ 
たる場所 

-ほこ0や振動び多い場所 
. 換気の悪い場所 

• 揮発性可燃物や力ーテンに近し觸所 

本機の設置場所によっては、近くに置し、たラジオへ 
の雑音やテレビ画面のチラツキやゆびみなどび発 
生する場合びおります。 

このよラな現象び本機の影觀こよると思われました 
5、本機の電源プラグをいったん抜いてください。 
電源プラグを抜くことにより、ラジオやテレビなど 
び正常な状態に回復するようでしたら、次のような 
方法を試みてください。 

• 本機をテレビ等か5遠ざける 
• 本機またはテレビ等の向きを変える 

本機は、簡易生活防水び施されていません。下 
のよラな使用はしないでください。 

•ミ谷室で使巧したり、水の中につけたりしないでく 
ださい。 

• 水滴びつしすこ場合は、なるべく早く乾いた巧など 
で巧さ取ってください。 

•受話口や送話口の巧などに水滴びついたときは、 
水滴を取り除してか5お使し K ださい。 

• テ機にか滴びついたまま、充電器に戻さないでく 
ださい。 

本徽ま下図の傾き m 上に傾ブなし、ようにしてくださ 
し、。正常に動作しなしにとびあります。 



ナンバ ー• ディスプレイのご利巧に隙しては、総務 
省の定める「発信ち情報通知サービスの利用にお 
ける発信ち個人情報の保護に関するガイドライン」 
を尊重してご利用願し、ます。 

受話器を無理に弓1っ張5ないでください。親機の落 
下により、けびや事故の原因となります。 


蔵意 


禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

A 

A 

!盤！ 

禁止 

禁止 

A 


禁止 

禁止 

禁止 

禁止 

Q 

禁止 

禁止 

A 

〇 

禁止 

A 


調理台のそばなど油飛びや湯気び当たるよラな場 
所、ほこりの多し、場所に置かないでください。火災 • 
感電の原因となることびあります。 

インクフィルム交換などで操作パネルを關ブるとき 
は金属部品の角や歯車部品には、触5ないようにま 
意してくださし、。 

ぐ5ついた台の上や傾いた所など、不安定な場所 
に置かないでくださし、。 また 、本機の上に重しあの 
を置かないでください。ノ（ランスびくずれて倒れた 
り、落下してけびの原因となることびあります。 

モニタスピーカに耳を近づけないでください。大音 
量により耳を痛める場合びあります。 

本機のアンテナを誤って目にささないように注意してく 
ださい。 

インクフィルム交換および記録紙セットなどで開閉 
部を關ブ閉めするときは、指はさみ、指のけびにご 
ミ主意ください。 

漆、カーペット等、高温で変色する可能性のある材 
質の上には置かないで<ださい。変色の原因となる 
ことびあります。 

本機の底面部は温度び上昇しますので、カーペット 
やソファーなどの上に置かないでください。焦げた 
り、火災の原因となることびあります。 

本機底面にはゴム製の滑り止めを使用しています 
ので、ゴムとの接體[面び、まれに変色する恐れびあ 
0ます。 

モ機は、ほこりのをし、場所や振動の激しし、場所に置 
かないで < ださい。 

充電器の充電部分に金属製のピンや指輪などを置 
かないでください。発熱し、やけどの原因となるこ 
とびあ D ます。 

本機を落としたり、強い衝擊を与えなし、でください。 
また、本機の上に重いものを載せないでください。 
本機の破損、故障の原因とな D ます。 

通信やコピー等の動作中に電源プラグを抜いたり、 
本磯の操作ノ くネルを開けたりしなしで'ください。故 
障の原因となります。 

ファクスを受信すると自動的に記録紙を排出しま 
す。本機の上に物を置いたり、巧をかけたりしなし'! 
でください。紙びつまって、故障の原因とな D ます。 

記録綱ま、青焼紙と重ねて保管しないでください。言日 
録紙び変色します。 

記録品質への悪影響および故障の原因となること 
びありますので、当社指定の記録紙のご使用をお 
すすめします。 

インクフィルムは、テ供の手の届かないところに保 
管してください。 

インクフィルムは、開封した状態で放置しないでく 
ださし、。 

ゴキブ I 」などび入ると、故障の原因となることびあ 
ります。 
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留守番電話を使ラ . 

留守設定をする . 

留守設定を解除する . 

録音された用件を聞く/消まする . 

再生中の操作 . 

ベルが鳴った5 . 

着信の種類を判断する（電話かファクスか）, 


はじめに . 

本書の見かた . 

安全にお使いいただくために. 
g な . 

爸'部のる称とはたりさ . 

外観図 (MS). 

ディスプレイの見かた . 

ボタン名称と機能概要 ( H ). 

メニューの使いかた . 

か観図厘互 . 

ボタン名称と機能概要 ™. 


べんりに使ラ 

電話 . 36 

同じ相手先にもう一度かける （ U ダイヤル） . 3色 

受話器やテ機を持たずに電話をかける 

(オンフックダイヤル） . ….37 

電話帳に相手先を登録する通® ..... 37 

相手先の名前と電話番号を登録する . ….37 

登録した名前や電話番号を変更する . .38 

登録した名前と電話番号を消去する . 38 

親機の電話帳か5テ機に転送する ... 38 

電話帳に相手先を登録する译 1). 40 

相手先の名前と電話番号を登録する . 40 

登録した名前や電話番号を変更する . 40 

登録した名前と電話番号を消まする . 41 

電話帳でかける . 41 

通話中の相手に待っても5ラ（保留） . 41 

受けた電話を転送する（外線転送） . 42 

親機か5テ機に転送する . 42 

テ機か5親機に転送する . 42 

テ機か5子機に転送する . 42 

親機と子機/テ機とテ機で通話する（内線通話)………43 

親機か5子機にかける . 43 

テ機か5親機にかける . 43 

テ機か5モ機にかける . 43 

通話の内容を録音する（さかのぼり録音） . 44 

さかのぼり録音を設定する . 44 

通話中にさかのぼ0録音をする . 4巳 

電話を切ったあとにさかのぼり録音をする . 4色 

電話を切ったあとに直前の通話の録音を消去する...4目 

保存した会話を聞く/消去する . 46 

通話中に留守番電話の用件を再生する . 46 

お断りメッセージで応答する（迷惑電話お断り） . 46 

携帯電話への通話サービスを簡単に使ラ 

(ケータイお得ダイヤル） . 47 

ケータイお得ダイヤルを一時的に解除する . 48 

ベル音/受話音/スピーカ音の音量調整 . 48 

ベル音 . 48 

受話音 . 49 

スピーカ（モニタ音/再生音） . 49 

ダイヤル回線で I -ーン信号を送る . 49 

ファクス . 已〇 

電話をかけて通話中に送る（手動送信）..… . 已日 

ボタンを巧して受ける（手動受信）. .... 已日 

原稿の読み取り濃度を変える . 已1 

原稿にルさい文字や写真びあるとき（画質モード） ..... 51 

自分の名前や電話番号をつけて送る . 已2 

相手先の受信記録に電話番号を表示する . 已2 

相手先の記録紙に印字する発信元を登録する ....... 已2 


_ 準備 _ I 

本体と付属品の確認 ... 13 

設置ずる場所の確認 . 14 

親機とテ機の電波の届く範囲 . 14 

子機の準備 . 15 

テ機の使用上のごま意 ..... 1已 

電池パックをま全にお使いいただくためのごを意…1目 

子機を組み立てる ...... 1目 

子機を充電する . …………17 

子機の曰時を設定する . 17 

親機を接続ずる . 18 

電話コンセントの確認 . 18 

ブランチ接続していないかどラかの確認 . 18 

親機の接続 . 19 

回線種別や時刻を設定する . 1白 

回線種別を設定し直すには . 20 

時刻を設定し直すには . 20 

記録紙のセット . 21 

おすすめする記録紙 . 21 

え5ベる受信スタイル . 21 

記録紙のセットのしかた . 21 

組み立てと接続び正し < でさたか確認する . 23 

電話をかけてみる . 23 

コピーをとってみる . 23 

回線付加サービスを利用するには 

(ナンバー•ディスプレイなど） . 23 

いろいろな接続 . 24 

光回線に接続する . 24 

ADSL 回線に接続する . 24 

IP 電話機能付さの機器に接続する…. . 2已 

IP 電話機能付き ADSL モデムに接続したときのま意..ぶ已 

INS ネット目4に接続する.. ..... 2已 

ナンバー■ディスプレイ/ダイヤルインを 
利用するとをのま意 . 2已 


_ かんたんに使ラ _ 

電話をかける . 26 

ダイヤルボタンを巧してかける . 26 

子機のとり かた /クイック通話 . 27 

クイック通話を日 N にする/日 FF にずる . 27 

ファクスを送る/コピーをとる . 28 

原稿のサイズ/読み取れる範囲 . 28 

原稿セットのしかた . 28 

ファクスを送る（自動送信） . 29 

コピーをとる . 29 


目巧 


0012344己 
33333333 
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相手先の記録紙に発信元を印字する . 已3 

ダイヤルトーンを待って発信する . 已3 

海がへ送るとき . 已3 

送れなかったファクスを確認する（不達レポート） ..... 已4 
電話に出て相手びファクスだったときは簡単に受信する 

(ファクスかんたん受信） . 已4 

受信のときいったんメモ U に蓄積する（メモ U 受信）...已已 

メモリ受信を設定する/解除する . 已已 

メモ U 代行受信 . 已已 

メモ U 代行受信したファクスをプリントする ....... 已已 

メモ U に蓄積したファクスを消去する . 已目 

受信したファクスを縮小する/分割する . 已目 

縮小率を設定する… . 已目 

分割してプ U ントする . 已目 

留禪電話 . 57 

録音された用件をすべて消去する . 已7 

自作の応答メッセージを使ラ . 已7 

応答メッセージを録音する . 已7 

録音した応答メッセージを消去する . 已7 

応答メッセージを選ぶ . 已8 

外出先から操作する（が線リモート） . 已8 

リモート操作を設定する/解除する . 已8 

が出先から留守設定をする.… . 已8 

が出先か5用件の再生/留守設定/ 

留守電ケータイ転送設定を操作する . 已8 

録音された用件びあるかか出先か5確認する 

( I -ールセイバ） . 已白 

録音した用件をが出先に転送する 

(留守電ケータイ転送） . 日日 

留守電ケータイ転送を設定する/解除する . 60 

転送先で用件を聞く . 60 

着信べルや動作音を鳴らなくする（おやすみモード）…日] 

おやすみモードを設定する/解除する . 61 

開始時刻/終了時刻で自動的に切り誓える . 61 

ナンパー.ディスプレイ . 62 

ナンバー•ディスプレイを設定する/解除する. ......... 62 

ナンバー-ディスプレイによる相手先の表示..….日3 

自分の電話番号を通知する/非通知にする . 63 

自作のメッセージで応答する相手先を選択する . 63 

受けた電話の相手先によってべル音を変える 

(着信鳴0分け/プライべートコール） . 64 

あらかじめ選んだ相手先だけべル音を鳴5す 

(と < ていコール） . 64 

番号通知をお願いするメッセージで応答する 

(番号リクエスト） . 日己 

受けたくない相手先からの着信を拒否する 

(着信拒否) . 日已 

着信拒否リストに登録する . 日已 

登録した相手先を確認する/消去する . 66 

着信拒否を設定する/解除する . 66 

着信データを見る/消去する . 66 

着信データを使って電話をかける（コールバック） ..... 67 
着信データを電話帳に登録する（かんたん登録) ......... 68 

留守中に受けた電話を確認ずる . 68 

キヤツチ jh ン . 69 

通話中に別の電話を受ける（キャッチホン） . 69 

キャッチホン-ディスプレイを設定する/解除する…日日 
キャッチホン-ディスプレイの表示 . 70 


モデムダイヤルイン . 

ダイヤルインを設定する/解除する 

ダイヤルインの動作 . 

ダイヤルインの利巧例 . 


さ5にほいやす<する 

電話専用/ファクス専巧/切誓を選ぶ 

(着信モード) . 

WI 円巨 AND (ワイファイバンド）を変更する 

ディスプレイの表示濃度を変える . 

ボタンを巧したとを音を鳴5す/鳴5さない 

(キータツチ \ ン） . 

ボタン操作を受け付けなくする/解除する 

(チヤイルド□ツブ J ... 

チャイルド□ツクを一時的に解除する……… 

ベルの音色を変える/メ□ディにする . 

ベルび鳴る回数を変える . 

着信べルの回数を変える . 

呼出べルの回数を変える . 

保留のメ n ディを変える . 

U ストをプ U ントする . 

エラーコード 表 . 

ダブルアクセスを設定する . 


_ こんなとをは 

困ったとさは . 

紙づまりのとさ. ... 

つまった紙を取0除く . 

ファクスび正常に送れない/受け5れないとを. 

停電したとさ . 

操作びで走なくなったとさ . 

困ったとさは （ Q & A )... 

お手入れのしかた . 

インクフィルムを交換する . 

モ機の電池パックを交換する . 

曰ごろのお手入れ . 

親機/テ機のが装のお掃除 . 

親機内部のお掃除（原稿送り用 □- ラ/ 
記録□ーラ/ゴム板/原稿読み取0部)... 

インクフィ J レム/記録紙の保管 . 

修理*保守/増設/廃棄 . 

お客様ご相談窓□のご案内 . 

ご不明な点-故障と思われるときのご相談. 

修理-保守のご相談. .. 

消耗品 • オプション品のご案内 . 

モ機を増設するとき . 

本機の登録/設定を出荷時に戻したいとさ ........ 

主な仕様 . 

ファクス . 

コードレス巧言舌 . 

留守番電話 . 

操作早わかりガイド ... 

機能設定/登録早見表 . 

索引 ... 

夕字入力のしかた ... 

消耗品注夕のご案内 ... 

補聴器巧応用受話器ミち夕のご案の . 
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を部の名祿とはた 5 を 



か観回 



■背面•を側面 



%本機のプラスチックの一部に、光の具含によってキズに見える部分びあります。これはプラスチック製作過程で生じる 
ちので、構造上および機能上は問題ありません。安むしてお使いください。 
































デイスプレイの見かた 


(mm) - 

を点な時の絵表示（ピクト）を表していまず。 

バックライトは、登録-設定中や、通話、ファクス通信、プ U ントなどの動作中に点なし、動作終了後、約日 0 秒で消好します。 



機) - 

全点口時の給表示（ピクト）を表していまず。 

バックライトは、ボタン操作開始時や着信時に点灯し、動作終了禮、約]曰秒で消口します。 



■通話時囲表示 

電話中は、ディスプレイに通話時間の目安が表示されまず。 

親機 [^シ、、- カン 1な j 日 I …ダイヤルしたあと、約] 日 秒経つと表示されまず。また、相手び出ると 日秒 か 5 表示し 

直されます。 

〇受話器を房したあとも約已秒間、通話時間び表示されます。 

テ機 I _ I 日’ 3 日 I …@を押すと表示されます。相手び出てちそのまま続けて表示されます。また相手び出 

なくても表示されます。 


〇通話時間び59分己9秒を超えたとさは、日分00砂から表示し直されます。 
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ボタンのち赖と機能概要 


本書では操作パネルのボタンの名称を巧のように表記していまず。本機にボタン名か刊字されているちのは 
そのボタン名びわかるようにしていまず。なお、「かんたんに使う」編ではボタン名とともにボタンのお状も 
記していまず。 


DIGITAL2.4GHZ 


苗 I 牛巧里! 


NEC 


|-| 13 ,り n ■■り ■ T n 

OJi illD J . - J . 0 :? 

川,…-.、、 + 1 - -I cr ? ■■ ill ：'：' 

777 ン .LJ と IJ 

nil ®_ o 可な 苟す。 

哲音なミインクフイ I レム g 至 き S 受 wa 


ぶ 



sp 脚 X 

SP-DA240 

再ち 消ま 画質 メニュー 



① 


① 


ボタン 


おやすみ 

宣呈 

里守 

今 




琴 

f じット 1 

令 




も 

ストップ 

電語依 

スタ-トロピ- 


② 


本書の表記 


かんたんに使う 


べんりに使ラ 


頂を] 


[消苗 


陋敦 


[メ ニユ —] 


録音された用件の再生 



機能が要 


(が P .32) 


用件の消ま、入力艾字の消去（ザ QP .32、104) 


画質モードの変更 


(が P . 曰 1) 


メニ ューの選択 


(が P .11) 


③ 


ボタン 

本書の表記 

機能概要 

かんたんに使ラ 

べんりに使ラ 

おやすみ 

Q ) 

(ぶ[おやずみ] 

[おやずみ] 

おやすみモードの設定/解除 （^ p . 日 1 ) 

里奇 

@ 

@苗守] 

閣巧 

留守設定/解除 （" iSOP . SO 、 31 ) 

〇 

ストップ 

〇 [ストップ] 

[ストップ] 

ファクスのを信やつピーをやめる （ザ 0P . 2 白） 

登録や設定を途中でやめる （-^ P . l1 ) 

〇 
スタート/コピ- 

〇 [スタート 
^ /コピ —] 

[スタート 
/コピ ー] 

ファクスの送信/コピーの開始 （ 吕白） 

ファクスの手動ち信/受信 （ザ OP . 己 0 ) 

r < 、句(着信データ） 

ぶ 

▼、 電話帳^ \ 

>、。(リダィャル A 

同じボタンに 2 つ政上の機 
能びあります。操作の対象 
に応じて機能びをねります。 



[セット] 

入力した数字や文字のミ央定 
選択した項目のミ央定 

0 

<(=ZI C = ZI > 

0 

[▲]/[▼]/[<]/[>] 

電話帳を選択ずる 

登録した情報やメニユーの設定項目の選択 
力ーソルの移動 

な 旦 
日 里 

[音量 

ベル音/受話音/スピーカ音の調整（が P . 48 ) 

電詰帳 

属話帳] 

電話帳を表示させる （■^ P . 41 ) 

0 

[く] (着信データ） 

着信データを表示させる （ザ 0P . 己巨） 

0 

[>] (リダイヤル） 

U ダイヤルデータを表示させる （ザ 0P . 36 ) 
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③ 


ボタン 

本書の表記 

機能概要 

かんたんに使ラ 

べんりに使ラ 

る @ 浸 
⑤⑤⑥ 
①⑨⑤ 
©⑨谭. 

①〜⑨'⑨、 

⑤ 

[1] 〜 [9]、[〇]、 

[#] 

番号の指定、項目の選択 

ダイヤルボタン 

例：「ダイヤルボタンで電話番号を入力」 

電話番号/曰時などの入力 
相手先名などの入力 

© 

© 

1；本] 

再生位置の操作（約1己秒前にスキップ） （^ P .33) 

トーン信号を送る (^ P .49) 

避 

避 

[#] 

再生位置の操作（約30砂先にスキップ） 

チャイルド□ックの一時解除 （■が P .7 己） 

る 

る 

[1] 

再生位置の操作（先頭、前の用件） （ザ方". 33) 

感 

感 

[3] 

再生位置の操作（巧の用件） （ザ AP .33) 


ボタン 

本書の表記 

機能概要 

かんたんに使ラ 

べんりに使ラ 

(§1〇) 

fel ) [お断り] 

[お断り] 

お断りメツセージで応答する 

(が P '4 巨） 

おなの酌的） 

增） 

G [さかのぼ D 歸音] 

[さかのぼり録音] 

通話録音を保存する 

(が P '4 已、 46) 

電話番号にポーズ（一）を入れる 

すンフック件でッチ 
〇 

〇 [オンフリク/キャッチ] 

[オンフック/キヤッチ] 

受話器を持たずに電話をかける 

(ザ QP .37) 

キャッチホンを受ける 

(が P . 曰白） 

巧里/巧巧 

〇 [保留/巧紹] 

[保留/巧線] 

通話を保留にする 

(が P '41) 

〇 

内線電話をかける 

(が P '43) 


〔メニ ューの 使いかた 

あ S かじめ設定しておく必要のある本機の動作モードや詳細な機能の調整などは、メニューを使って操作し 
まず。 

-メニューを使うときは、待受中（ファクスの送信/受信をしていないとき）や受話器による通話中にを押しまず。 

- 7種類のメインメニューびあり、ダイヤルボタンの©〜©で還べます。 ザ 0 r 機能設定/登録早見表」 （ P .100) 

-メインメニューの下位にはいくつかの機能メニューびあり、を何度か押して選びます。 

-操作を終了するときは、〇 [ストップ] を押しまず。 

〇操作の途中で90段な上何ちしないとメニューを終了して待受中に贾〇まず。 

0操作の透中でやめるには： （ ) [ストップ] を押す。 






































か觀回 


■正面 



■背面 


■充電器 




ボタンのち赖と機能概要 


③ 

广 



NEC 


HMViH ク 

十パ! •/) 

か結 CTEm ごて1 


ろ 

毎 ）* g 限 



© 


の③風 
@哟做 
©做似 


を风ク）(巧巧）(保里制 3 


DIGITAL 2.4GHz 


N 

① 

ボタン 

本書の表記 

機能概要 



かんたんに使ラ 

べんりに使ラ 



の@風 
@風@ 

の〜風 
風風 

[1]〜[9]、[0] 

[#] 

番号の指定、項目の選択 


r 

©風風 

ダイヤルボタン 


電言舌番号/曰時などの入力 



風風風 

例：「ダイヤルボタンで電話番号を入力」 

相手先名などの入力 



(© 


[词 

トーン信号を送る （^P. 49 ) 



風 

風 

[#] 

チヤイルド□ツクの一時巧除 （ 一 giP. 7 已） 

① 


② 





广 

(むフッ巧 

(て。'' み 

[オンフック] 

子機滞たずに電話却、ける （ が P. 37 ) 




〔巧)線 ■) 

内結 j 

[巧紙 

内線電話をかける （■iSOP. 43 ) 




f 保里癌） 

爲-組） 

[巧留消去] 

通話を保留にする 

ぶ 


入力又字の消去 （^P. 104 ) 


③ 


ボタン 

本書の表記 

機能概要 

かんたんに使ラ 

べんりに使ラ 

*- 3 .- 

0 [メニ; 1 -] 

[メニユ ー] 

メニューの選択 

入力した数字や文字のミ央定 
選択した項目のミ央定 

、。(着信データ） 

音量 

▼ 雷託帳 一® 巧 巧 \ 

▲ 

< > 

▼ 

[▲]/[▼]/[<]/[>] 

電話帳を選択ずる 

登録した情報やメニューの設定項目の選択 
力ーソルの移動 

音量 

[音量 

ベル音/受話音/スピーカ音の調整 （^ P .48) 

>、 0 ( U 夕‘ィャル户 

同じボタンに2つ政上の機 
能びあります。操作の対象 
に応じて機能び変わります。 

電話帳 

[電話帳] 

電話帳を表示させる （■^ P .41) 

0 

[<] (着信データ） 

着信データを表示させる （ iOP . 日 7) 

□ 

[>]( U ダイヤル） 

U ダイヤルデータを表示させる（ザ aP .3 巨） 

丰サツ子 

〇 [キヤツチ] 

[キヤツチ] 

キャッチホンを受ける （"^ P . 日白） 

電話番号にポーズ（一）を入れる 

f ほ 註^ 


强記 

電話をかける （ザ ap .26) 

電話を受ける 

© 

© 

[切] 

電話を切る （が P .26) 

登録や設定を途中でやめる 
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本化と付属品の確認 


付属品に足りないものがあったり、取扱説明書に落 T びあった場合には 、 speax (スピークス）インフォメー 
シヨンセンターにご連絡ください（う QP .94)。 


親機（本機）1台 



テスト巧インクフィルム（セキュ U ティ強化タイプ）1本 

-あらかじめ本機にセットしてあります。 

-工場出荷時のテスト用であり、別売のインクフィルムよりもプ U ントできる枚数 
びかなくなります。別売のインクフィルムを早めにお買い求めください。ザ Q 「 消 
耗品•オプション品のご案内」 ( P .94) 

♦インクフィルムを交換するとをは 

インクフィルムを交換するときは、指定（型名： SP - FA 已30または SP - 
FA 524 S ) のインクフィルムをお使いください。当社製し U がのインクフィル 
ムは使用できません。また、当社製であっても、型名： SIF - A 4040、 SIF - 
A 4030 T 、 SP - FA 430 のインクフィルムは使用できません。 ザ 公「インクフィ 
ルムを交換する」 （ P .88) 


受話器1個 



記録紙カセット1個 



子機1台（電池カバー付) 
電池パック1個 
(子機用） 


子機充電器1台 




《 SP - DA 240 W では2組 


《 SP - DA 240 W では2台 


電話回線接続コード1本 



取扱説明書]冊（本書） 


I かんたん取り付けガイド1部 


■■■■■ P 

如 ) ■ ，■户 ，〜 —■ 居 


1化-。8»888謂。附 Wf J 




準備 本体と付属品の確認 


※記録紙は添付されておりません。別途ご用意ください。ザ公 r おすすめする記録紙」 ( P .21) 
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I 設置ずる場所の確認 _ 

ちの図を参考に操作を巧うのに十分なスペースを確保してくだ 上 ] 0 cm 政上 

さい。消耗品の交換や点検、お手入れなど巧ラスペースち考慮 
して < ださい。 


〇親機を壁にかけて使巧することはでをません。 

〇水平な場所に設置しないと、正常に動作しないことびあります。 
a 次のよラな機器の近くに親機を設置したり、近くで子機を使用 

したりしないで<ださい。 雑音や誤動作の原因になることび 
あります。 

-ビジネスホン、モデム、パソコン、ターミナルアダプタ（下冉)、 

ルータ、ワープ□、無線機、コピー機、他のコードレス電話 
機など 

•携帯電話、 PHS 、 ポケットベル、充電器および AC アダプタ 
-テレビ、ラジオ、壁光む、 CD プレーヤー、 ヘア ドライヤー、 

電子レンジ、ステレオ、電気こたつなど 
-自動車、オートバイ、ネオンサインなど 
〇直射日光の当たる場所には置かないでください。送信/コピー画質びラすくなったり、本機の誤動作、故障の原因となります。 
or 安全にお使いいただくために」（が P .3) の記載も参照してください。 

こ親機とモ機の電波の届く範囲 ） 


左] Ocm しソ上 


蔵 


11 1 

黑瞧顏 1 


巾 


ち1 Ocmi^ 上 


後 5 cm しソ上 


♦ 使巧でをる範囲は、親機とテ機の間に障害物びない状態で約1 00 m 
です。テ機と親機び離れすざると、通話でさなくなった0、呼出べ 
ルび鳴5な<なった0します。 

♦テ機とテ機で通話（テ機間通話、 SP - DA 24 日はモ機増設時のみ） 
するときち、お互い親機と通話できる範囲でご使用ください。モ機 
どラしび近くても、どち5かび親機と通話でをる範囲からがれると、 
テ機どうしの通話はでをなくな0ます。 

♦建物内の異なる階層（上下）や屋がを経由すると、通話できないこ 
とびあ0ます。 



♦親機のアンテナは、まっすぐ立ててお使いください。アンテナを 

倒した状態では、テ機で通話できる範囲び狭くなったり、通話に I - 

雑音び入ることびあ0ます。 近くてち話せません 


♦親機とテ機の間に鉄筋コンクリート、金属、アル S サッシなどの 
障害物びある場合は、電波び届きません。 

♦親機とテ機の間に何も障害物びなくてち、次のよラな場合は、電 
波の届く範囲び狭くなったり、通話に雑音び入ることびあ0ます。 



金属アルミ 


心 





サッシ 



鉄筋 

コンクリート 


金属製家具の近くなど マンションなど、鉄筋コンク 壁光むなどの電気製品の近くなど 

U — 卜の壁や金属製のドアな 
どび使巧された建物の場合 
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I モ機のぉ備 _ 

( 子機の使用上のごま意 

本機のテ機は、 2.4 〜2.483已 GHz (ギガへルツ）の全帯域を使用する無線設備です。移 

動体識別装置の帯域を回避不可能で、変調方式は 「 FH - SS 方式」、与干渉距離は8日 m です。 2 . 4 F H 8 

本磯には、それを示すち記のマークび貼 0 付け5れています。 r r 1I 

■電波に関するごミ主意_ 

く ワイヤレス 傑 器の®用上の ごミち意> 

本磯は、 2.4 GHZ 帯域の電波を使用しています。この周波数帯では、電子レンジ等の産業•科学•医療機器のほか、他の 

同種無線局、工場の製造ライン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、 

アマチュア無線局等（政下「他の無線局」と略す）び運用されています。 

1. 本機を使巧する前に、近くで r 他の無線局」び運巧されていないことを確認してください。 

2. 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場含は、使巧場所を変更するか、本機の電源プラグを抜い 
て機器の運用を停止〔電波の発射を停止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例び発生した場合など、何かお困りのことび起きた場合には 、 speax (スピークス）インフォメー 
シヨンセンターまでお問い合わせください。 （ WP .94) 

本磯のテ機と同じ周波数帯域に. 4 GHZ ) の電波をが用している機器の近く（下記参照）では、電波干渉によりテ機での 

通話や周辺機器の動作や性能に影響を及ぼす場をびあ0ます。設置およびご使巧になる隙は下記の点にごミ主意ください。 

♦ テ機を電子レンジなどの近くで使用しないでください。テ機での通話の音青び違切れたり、使用できなくなることび 
あります。親機も電子レンジなどか 53 ml ； (上離して設置してください。 

♦ラジオ、テレビ、無線機器およびアンテナ線か 53 mULL 離れてご使用ください。雑音 
や映像の乱れの原因になります。 

♦ テ機での通話中に声の途切れや雑音び入るときは、ダブルアクセスの設定を変更して 
みてください。う公「ダブルアクセスを設定する」 （ P .78) 

♦無線 LAN 機器（ルータ、 AV 機器、防犯機器など）を使巧している環境では、テ機での 
通話び途切れたり、無線 LAN 機器の動作に影響を及ぼすことびあります。親機や子機は、 

なるべく無線 LAN 機器か上離れてご使用ください。または、 WIFI 日 AND の設 
定を変更してみてください。 WI 円目 AND の設定の変更で変化び見5れない場合は、ダブルアクセスの設定を変更して 
みてください 。 W rWIFI BAND (ワイフアイバンド）を変更する」 （ P .73)、 「ダブルアクセスを設定する」 （ P .78) 

♦ その他、下記の中にち同じ周波数帯の電波を使用している機器びあ0ます。下記の機器の周辺でちテ機での通話の音 
声び違切れたり、使巧できなくなる場合びあります。機器の動作に f ミ響を与える場合わありますので、なるべく離れ 
て設置およびご使用 < ださし、。 

•火災報知機 -ワイヤレス機器〔テレビ、ビデオ、パソコンなど） 

-工場や倉庫などの物流管理システム -鉄道車両や緊急車両の識別システム 

-マイク□波ミ台療器 -ゲーム機のワイヤレスコント□ーラー 

- 自動ドア -万引き防止システム（書店や CD シヨップなど） 

-自動制御装置 - Bluetooth TM 対応機器や V に S (道路交通網システム）など 

-アマチュア無線局 

テ機は電波を使用しているため、通話を傍受（第兰者び無線電波を故意または偶然に受信）されることび考えられます。 

この点に配慮して（重要な通話は親機を使用するなど）ご使用ください。 

■ その化の ごを意 

♦ 親機との距離び離れると、送話/受話び途切れるなど通話び不安定になり、テ機からのボタン操作の無線信号び親機 
に正しく伝わ5ず、動作び不安定になることびあります。このよラな場合は親機に近づいてご使巧ください。 

♦通話中に「ポッ、ポッ…」という音びしたとをは、通話圏外まで離れています。親機に近づいてください。通話圏が 
のままでいると、約3日秒楼に親機側で保留になります。さ5に約1分経過すると電話び切れます。なお、電波状態によっ 
ては、保留されずに電話び切れてしまラことわあります。 

♦通話中に「ピッ、ピッ、ピッ…」といラ音びしたときは、電池パックの充電残量びかなくなっています。このまま通 
話を続けると、約1分後にテ機通話び切れます。電池パックの充電鶏量びかなくなる（電池電圧び約 3.4 VUrR こなる） 
とモ機は使用でをなくなります。 

♦車のダッシュボードなど、直射日光の当たるところに放置しないでください。 

♦ふろ場やシャワールームなど、湿度の高いところで使用しないでくださし、。 

♦めれた手でテ機を操作したり、テ機に水をかけたりしないでください。テ機には防水機能びありませんので、故障の 
原因になります。 

♦テ機の通話中に電池パックを取りがさないでください。まれに誤動作することびあります。 



準 備 子機の準備 
























電池パックを安全にお使いいただくためのごま意 


A ち巧 

♦子磯の充電は、テ機専用の充電器を使巧してください。その他の充電条件で充電すると、電池パックを液漏れ、発熱、 
破裂させる原因となります。 

♦電池パックを単体では充電しないでください。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因とな0ます。 

♦専巧の電池パックを使巧してください。また、専用の電池パックは他の機器には使用しないでください。電池パック 
を液漏れ、発熱、破裂させる原因とな0ます。 

♦電池パックを水や火の中に投入した0、加熱しないでください。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 
♦電池パックに直接はんだ付けしないでください。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となりまず。 

♦電池パックのコネクタの赤（プラス）•黒（マイナス）を、針金などの金属類で接触しない（ショートさせない）で< 
ださい。火災、感電の原因とな0ます。 

♦電池パックのビニールカバー（チューブ）は、はびさないで<ださい。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因 
とな0ます。 

♦電池パックを分解•改造しないでください。電池パックの発熱、破裂の原因になります。 

♦電池パック内部の液び眼に入ったときは、失明の恐れびありますので、こす5ずにすぐにきれいな水で洗ったあと、 
直ちに医師の'治療を受けてください。目に傷害を与える恐れびあります。 

また漏れた液び皮膚やを服についたときは、をれいな水で洗い流してください。皮膚びかぶれた0する原因になります。 
♦電池パックを使用中や充電中、または保管中に異臭を発したり、発熱した0、変色-変形その他、今までと異なるこ 
とに気びついたときは、テ機か5電池パックを取りがし、使用を中止してください。 

A ミ主意 

♦電池パックの取0付けは、充電器に置いたままで巧わないでください。故障の原因となります。 


モ機を組み立てる 


注意 ♦コネクタの向きび合わない状態で、無理に差し込まないでください。発煙、故障の原因となります。 

♦電池パックのコードを子機と電池カバーの間にはさまないようにしてください。断線、故障の原因となります。 
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子機と付属品をビニール袋か5取り出し、貼り付けてあるテープなど捆包材をはびす 


電池パックを取り付ける 

〇コネクタを配線の向き（ホ/黒）にま意して図のよ5 
に差し込む 

•向さび合わない状態で無理に巧し込まないで<ださい。 
©電池パックを図のよ5にセットし、溝に合わせてコー 
ドを収める 

〇電池カバーを図のよ5にモ機の溝に合わせ、軽く下に 


巧しなび5手前か5奥へすべ5せるように差し込む 
•電池カバーを外ずとさは、下に押しなび5手前 
に引走ます。 

稼電;せバックのラベルに使庙開始の年月日を記入しておくと、 
交換時期の参考になります。 



轉 J 見機の電源び接続されていないとをは、「ツウワケンガイ」 
と表示されます。 
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モ機を充電する 


么危巧♦付属の充電器 L ソかを使用しないで<ださい。電池バックをあ漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 
么警告参めれた手で充電器のプラグを巧き差ししないでください。漏電して、感電の原因となることびあります。 

参充電器および子機をめらしたり、水につけたりしないでください。火巧•感電■故障の原因となります。 
么ミ主意 ♦充電器の充電部分に、金属物をのせないでください。発熱•やけどの原因とな0ます。 
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充電器を電源に接続する 

充電器のプラグを電源コンセントに差し込む 


AC100V 


2 




子機を充電器に置く 

図のようにボタンび手前になるように置く 
-充電び始まるとびホく点巧します。 

-充電器に置いている間は©び点灯したままになりますび、 

過充電になることはありません。 

〇ご購入のとをは充電されていません。はじめてご使巧のとをは、]0時間 
し iLL 充電してください。 

〇 テ 機は長期間使わない場合を除いて、できるだけ充電器に戻してください。 

-充電器に置いている間は f の）び点灯していますび、巧電しすぎることはありません。 

〇テ 機を長期間使わない場合（充電器の電源プラグを披いておくとさ）は、電池パックを取りがしてください。 

-電池パックを子機に入れたまま充電せずに放置すると劣化することびあります。 

〇充電してち使巧時間び短くなった場合 

•電池パックの寿命です。電池パックを交撰してください 。 r テ 機の電池パックを交換する」 （ P . 日 0) 

〇充電器はテレビやステレオ、携帯電話の充電器などと別の電源コンセントにつなぐことをおずすめしまず。 

-同じ電源コンセントにつなぐと、雑音の原因となることびあります。 

-同じ電源コンセントにつなぐ場合は、テレビやステレオ、携帯電話の充電器などから充電器をできるだけ離して置いてください。 

■充電について 

巧電時聞：約10時間（ご購入のとき、あるいは電池の残量びない状態から） 

フル巧電したモ煤の使用可能な時聞連続通話時：約目時間 0 X ) 連続待受時：約30日時間 

※：ダブルアクセス（が P .78) を rOFFJ に設定した場含の連続通話時間です。 rON 」 に設定した場含は約4時間、 「 AUTO 」 
にした場合は約4〜巨時間になります。 

轉親機の電源び入っていない状態では、子機の連続待受時間は短くなります。 

■巧量び不足したとまの警告 


巧態 

ディスプレイの表示 

警告音 

待受中 

0 (点灯）「ジユウデンシテクダサイ」 

「ピーピピッ」（ボタンを押したとさに鳴る） 

通話中 

0 (点な） 

「ピッ、ピッ、ピッ...」 


跨^通話中に警告音びした場合、そのまま通話を続けると、約1分後に通話び切れます。 


モ機の曰時を設定する 


〇 [メニユ ー] を巧す 

[▲] または [▼] で 
「ヒジケ.ジコク」を選び 
〇 [メニユ ー] を巧す 

ダイヤルボタンで 
現在の日付と時刻を入力する 

〇 [メニユ ー] を巧す 


ユ- 

'ンワチョうトウ□ク 


2 


3 

4 



ュ- 

化ツ''ケ，ゾ']ク 


巧孤年 

日け日1日日日:日日 


2007¢ ■ 

日8月21日21:巧;- 


〇曰付-時刻の入力する数字び一巧の場合は、十の位 
に「0」を入力してください。 


年 
月曰 
時刻 


西暦（下2衍） 

(例： 8月引日一082 1) 

24時間制（例：午後9時13分- 


•2113) 


每^本機の時計は平均月差±60秒しソ内です。周囲の湿度によりち差は変わります。また、親機の電源び入っていない場合は、さらに月差び 
大きくなることびあります。 17 
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1 巧機を接続ずる 

本徽ま、一般電話回線、光回線、 ADSL 回線、旧 DN 回線などに接続ずることびできまず。 


電話コンセントの確認 


直接配線（ネジ止め式)、プラグ式 （3 ピン）の場合、回線の工事び必 


壁などにある電話コンセントを確認してください。 
要になるなど、そのままでは接続で走ません。 

■直接配結（ネジ止め式） 



回線の工事び必要です。 

NTT 東日本- NTT 西日本の窓□へご相談ください。 
〇接続工事には工事担任ちの資格び必要です。 


■ プラグす （3 ピン） 



市販のモジュラ付電話キャップをお買い求めください。 


〔ブランチ接続していないかどラかの確認 


壁の中でブランチ接続になっている回線びあります。ご自宅に2つ上の電 
話コンセントびある場含は、あ5かじめご確認ください。 

本機をブランチ接続の電話回線に接続した場含、他の電話コンセントに電話 
機などを接続しないでください。同時に接続すると次のよラなことび起こり 
ます。 


-電話びかかってきたときに呼出べルが途中で嶋り止むことびありまず。 

-ファクスを送受信しているとき、同時に接続されている電話機の受話器 
をとると、ファクスの画像に異常び起きます。 

-ファクスび受信でさないことびあります。 

-ダイヤルインサービスやナンバー•ディスプレイサービスび利用でさませ 
ん/。 
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親機の接続 


A 警告 

♦ 特に湿気の多い場所で親機を使用する場合は、必ずアース接続をしてください。 
アース線は別売品となります。 

アース接続は、親機を裏返して行います。その際、記録紙カセットを取り外し、親 
機およびディスプレイに無理な力びかからないよラに座布団などを敷いてくださ 
い。 

プラスドライバとアース線を準備して<ださい。 

が r 安全にお使いいただくために」 （ P .3) 



本機と付属品をビニール袋か5取り出し、貼り付けてあるテープなど徊包材をはびす 


2 


3 


受話器/電話回線/電源を接続する 

〇受話器端テに受話器用 コー ドを差し込む 
©回線端テに電話回線接続コードを差し込む 
©壁などにある電話コンセントに電話回線接 
続 コー ドのち5—ちの端を差し込む 
©電源プラグをコンセント （ AC 100 V ) に 
差し込む 

アンテナをたてる 



〇電話コンセントの確認（う公 P .18) 

>受話器用コードや電話回線巧続コードを巧くと宝は：レバーを巧しなびら引を旅く。 
>巧回線に接続する：（ザ公 P .24) 

0 ADSL 回線に巧続ず る： （が P .24) 

[> IP 電話煤能はまの機器に接続する：（が P . 2 己） 

0 INS ネット64に接続ず る： （が P .2 己） 


回線種別や時刻を設定する 


7 


回線種別を設定する 

電源プラグをコンセントに接続すると、本機び自動的に回線種別（プッ 
シユ回線/ダイヤル◎線）を選びます。 

-接続した回線に応じて、ディスプレイに次のメッセージび表示されます。 


2 


セツテイシマシタ」 
セツテイシマシタ」 


プッシュ回線： 「 P 巨二 
ダイヤル回線： riDP 二 
時刻をセットする 

を巧す 

•時刻を設定せずに終了ずるにはし J [ストップ] を押しまず。 

©ダイヤルボタンで現在の曰付と時刻を入力し、ち夕を巧す 

•曰付-時刻の入力する数字び一巧の場合は、十の位に「0」を入力 
してください。 


シ A " ラクオ巧クタ''サイ 


'ン知イセンカクニンチュウ 


セツテイシマシタ 


〇 


〇 


グ]外ッテイシの 
セット3オシテクタ''サイ 


'00 1/1日：日日 
カンリョウ A セット3オス 


'07 08/2121：13 
カンリョウ A セット3オス 


年 
月曰 
時刻 


西暦（下2巧） 

(例： 8月21曰一日 821) 

24時間制（例：午後9時13分- 


► 2113 ) 


準 備 親機を接続する 
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キノウセ：/タクシテクタ''サイ 


シヨキセツテイ 


ヒツ''ケ•グ]ク 


' 001 / 10:00 
カン I 」ヨウセットヲオス 


’07 08/2121：13 
カン I 」ョ卵セットヲオス 


〇曰付-時刻の入力ずる数字び一巧の場合は、十の位 
に「□」を入力してください。 


年 
月 B 
時刻 


西暦（下2巧） 

(例： 8月21日一082 1) 

乙4時間制（例：午を目時13分- 


■ 2113 ) 


コを巧す 


2 ダイヤルボタンの 
①を 巧し 
( S ) を巧す 

©を巧ず 

J , ダイヤルボタンで 
4日付と時刻を入力し 
©を巧す 


ヒッ''ケ .ダ]ク 




U ィめシュへ。ッ 

DP 


2 


ダイヤルボタンの 
①を巧し 
を巧す 


3 


コを押す 


私本機の時計は平均月差+目□秒しソ内です。周囲の湿度により月差は変わります。 


4 


[<] または [>] で 
回線種別を選び 
©を巧す 



接続した回線に応じて選びます。 

プッシュ回線：「カイセンシュべツ PB」 
ダイヤル回線：「カイセンシュべツ DP」 
本機に自動選択させる： 

「ジドウカイセンセンタク」 


>「デンワカイセジカクニン J と表示された百： 電話回線の接続を確認する。 

> r カイセンセツテイシテクダヴイ J と表示された S :手動で PB または DP を選ぶ。 

〇ご購入後、初めて回線に接続して電源を入れると本機び自動で回線種別を設定します。手動で回線種別を設定したあとは、電源を入れ直 
してち自動では設定されません。 


時刻を設定し直ずには 


>1■カイ七ジセツテイシテクダサイ J と表示された5 :手動で設定する。「回線種別を設定し直すには」（本ページ下） 

〇 ADSL モデム （IP 電話機能付をも含む） / ISDN ターミナルアダプタ （TA) /ひかり電話対応機器などを本磯に接続した場合は、回線種 
別を正しく選択できない場合びありまず。ご利巧の回線種別をご確認のラえ手動で設定してください。 

[> 時刻を設定し直ずとまは：ザ G 「時刻を設定し直すには」（本ページ下） 


〇親機から]曰]回「グー」と音びして、原稿読み取り部び光ります。これは親機び自動的に動作チてックを行っているためで、故障で 
はありません。そのままご使用ください。 


回線種別を設定し直ずには 


接続した回線に応じて回線種別を設定することびでさます。 

〇ご利巧の回線種別びわからない場をは、 NTT 東日本- NTT 西日本の支店または営業所にお問い合わせください。 

〇 INS ネット巨4をご利用の場合（ターミナルアダプタ （TA) に本機を接続するとき）は P 巨（プッシュ回線）に設定してください。 
〇 ADSL 回線をご利用の場合でち回線種別の設定は必要です。 


コを押す 


キノウセ：/タクシテクダ'サイ 


ご厲乂時の設定： DP (ダイヤル回線） 


シヨキセツテイ 


⑤⑤⑤グ 
W ⑤⑥⑩^ 


續⑤麻 


③⑩③グ 
③⑤⑥©瓜 

①③の W 


⑤⑤⑤グ 

通⑤を◎ル 
の I 
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記録紙のセツ 


おずずめずる記録紙 


本磯を安定した性能でお使いいただくために、次のよラな記録紙をお使 
し、<ださい。 

オーバーコートなど表面処理をしていない普通紙（コピー用紙） 

サイズ ： A 4 

厚さ： 0.08 mm 〜 0.1 mm 

(己日日枚包でおよそ 40 mm 〜已日 mm の厚さ） 

輸厚さの目安：この取扱説日月 書 （本ページ）の厚さび約 O.ClSmm です。 

より鮮明な印刷品質をお求めの方には、下記の記録紙をおすすめします。 
FUJIFILM ファクス巧普通紙（熱転写用紙、 A 4 サイズ X] 日0枚） 

型を ： FAX A 4 X 100 


〇感熱紙は使用で定ません。 

〇次のよラな記録紙は使巧しないでください。 
給紙不良や祇ゴまりの原因になりまず。 

-オーバーコートされた普通紙 
- OHP フイルム 
-表面に光ミ尺のある紙 
-一度プ U ントした祇の裏面 
-一度複数枚送りした紙 
-しわのある紙、巧れた紙 
-湿っている紙 

-薄い祇（紙厚び □.□SmiTi より薄い祇） 
■厚い祇（祇厚び 0.1mm より厚い紙） 

-長期間セツトしたままの紙 


〇記録祇を補充するとさは、記録紙カセットに残った記録紙をすべて取り出し、追加する記録紙と合わせてよくさばいたあと、さばいた側 
を下にして先端をそろえ、そっと置くよラにセットしてください。 

〇未使用の記録祇は、ご購入時の袋などに入れ、曰光や湿気の影響を受けにくい場所で保管してください。 

省記録紙はメーカーによって印刷品質や給祇性能び異なります。上記の範囲の記録祇でも、大量に購入される前に、本磯によるプリントを 
試してみることをおすすめします。 


え5ベる受信スタイル 


利用シーンによ0、受信スタイルを選ぶことびでをます。 

■カセットレス受信 

記録紙カセットを外した状態でコンパクトに利用できま 
ずので、ファクス受信のかない方におすずめでず。 
ファクスを受信すると「メモ U 受信艾書あり」とディス 
プレイに表示されます。受信したファクスをプ U ントす 
るときは、記録紙を記録紙サポーターにセットして操作 
します（記録紙は已枚までセット可能)。 

「記録紙のセットのしかた」（本ぺージ下） 

う G 「火モ U 代行受信したファクスをプ1」ントする」 
( P . 曰已） 


明训1日:日日2 
側たシン7’ンシヨアリ 

思。総 • 一^ペル 



I カセット受信 

ファクス受信び多いちは、記録紙カセットを装着してご 
利巧になることをおすすめします。 

ファクスを受信すると、自動的にプリントします〔記録 
紙は2日枚までセット可能)。 

う Q r 記録紙のセットのしかた」（本ページ下） 



記録紙のセツトのしかた 


>記録紙をセットずるとをは： 

ち記のよラに記録祇をさばいてセットしてください。 
〇プ U ント中には記録祇を追加しないでください。 


よ < さば< 



さばいた側を 
下にしてそろえる 


思 


準備 親機を接続する 
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■記録紙カセットをほ用する場合 

七ットできる做な： 最大 20 枚 

' ファクスで送 S れてをた原稿び長いと、1枚の原稿び2枚な上の記録紙に分割されることびあります。このとを、あとから記録紙を追 
加すると、1枚目の原稿からくりおしプ U ントされまず。記録紙はなるべくをめにセツトしておくことをおずずめしまず。 


7記録紙カセツトを取り付ける 

' 〇記録紙巧入□カバーを開を（〇-④）、さ5に「カチャ」と音びずるところまで記録紙挿入□カバーを開く (0-(2)) 



0記録紙セツトレバーを開く 



@記録紙カセットの片側を親機の巧に差し込む 
©記録紙カセットの反対側を親機の巧に差し込む 

-取り付けたあと、記録紙カセットを前後に軽く動かして、 
外れないことを確認してください。 


2 


記録紙をセツトする 

〇記録紙カバーを開き、手前にたおす 
©記録紙を入れる 

-紙はよくさばを、さばいた方を下にそろえます。 

〇無理に巧し込まないでください。紙づま〇の原因になり 


ます。 


©記録紙カバーを閉じる 

-必ず閉じてか5お使いください。 



■ 記録紙ヴポーターを使用ずる場合 

〇記録祇セツトレバーは、左ちの□ツクび確実にかかった状態で記録紙をセツトしてください。紙づまりの原因になることびあります。 
〇親機背面をのぞき込むときは、記録紙サポーターを収納してください。顔などにあたるとけびの原因になることびあります。 


セットできる巧没 E : 最大曰枚 

-記録紙サポーターを使用する場合は、印刷ずるとをに記録紙をセットしてください。 

-印刷しないとさは、ホコリよけのため、記録紙挿入□カバーを閉じてください。 

蜡 J 己緑祇セットレバーの「巧」マーク（イラストの親指部分）は左側のみに付いていますび、ち側を押しても記録祇をセットでをます。 
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記録紙をセットする 

〇記録紙セットレバーを押しな 
び5、記録紙を記録紙挿入口に 
セットする 

•紙はよくさばさ、さばいたち 
を下にそろえます。 

-無理に押し込まないでくださ 
い。 

©記録紙セットレノ（一から手を離す 



組み立てと接続び正し<でをたかお認する 


し電話をかけてみる_ 

回線に正しく接続でさたか、電話をかけて確認します。ザ a 「ダイヤルボタンを巧してかける」 （ P .26) 

また、別の電話占、5本機にかけて正しく受け5れるか確認しまず。が「電話やファクスを受ける」 ( P .34) 


こんなとをは 

巧処方巧/参照巧 

電話びかけ 5 れない 

が 「困ったときは （ Q & A )」（ P .81) 

電話び受け 5 れない 

ナンバー-ディスプレイサービスへのご加入と本機の設定を確認してください。 

加入しているとを ：Ox (利用する）に設定する。 

加入していないとを： 〇 互（利用しない）に設定する。 

が 「ナンバー•ディスプレイを設定する/解除する」 （ P . 日巧 

ダイヤルインサービスへのご加入と本機の設定を確認してください。 

•ダイヤルインサービスをごが用のとをは、ナンバー•ディスプレイサービスに加入していなく 
てち、本機のナンバー•ディスプレイの設定を OX (が用する）にします。 

う。 「ダイヤルインを設定する/解除する」 （ P .71) 


コピーをとってみる 


記録紙び正しくセットできたか、コピーをとって確認します。「コピーをとる」 （ P .29) 


こんなとをは 

巧処方 ミ 去/参照巧 

記録紙排出□か5 
白紙び出た 

原稿を正しくセットしたか確認してください。原稿は裏向きに（コピーする面を記録紙 
カバーの方へ伏せて）セットします。^「原稿セットのしかた」 ( P .28) 

ディスプレイに 
メッセージび表のされた 

キ n クシヲイレテクダヴイ 

記録紙を入れまず。 う Q 「記録紙のセット」 （ P .21) 

キ□クシガツマ IJ マシタ 

ゲンコウガツ 7 U マシタ 

^「紙づまりのとさ」 （ P .79) 


[> コピーを途中でやめるには： （ ) [ストップ] を押す。 

>操作を巧違えたとまは： （1®( ) [ストップ] を巧す。 d ® @を押す。または充電器に戻す。 

每ご購入のとさの本機の設定は「機能設定/登録早見表」 （^ P . lOO ) でご確認 <ださい。 

また、今の設定をプ U ントアウトすることもできまず。 「 U ストをプリントする」 （ P .7 巨） 

•ご購入のとさはファクスを自動で受けられるよラに設定されていまず。「電話専用/ファクス専用/切替を遇ぶ（着信モード)」 
( P '73) 


回線付加ヴービスを利用するにはけンパー•ディスプレイなど） 


ナンバー■ディスプレイやダイヤルイン、キャッチホン•ディスプレイなど回線付加サービスを利用するには、あ6かじ 
め本機の設定び必要でず。 

□ナジバー•ディスプレイう 0「ナンバー•ディスプレイを設定する/解除する」 （ P . 己 2) 

□キャッチホン•ディスプレイザ 0「キャッチホン•ディスプレイを設定する/解除ずる」 （ P .69) 

□モデムダイヤルインザ Q 「ダイヤルインを設定する/解除する」 （ P .71) 


準備 親機を接続する 


》キャッチホンは、あらかじめ本機で設定しなくてもお使いになれまず。ザ三「キャッチホン」 （ P . 已 9) 
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いろいろな接続 

本機を光回線、 ADSL 回線、 IP 電話機能付きの機器、 INS ネット巨4に接続ずるち法を説明します。 


光回線に接続する 



ADSL 回線に接続する 



■接続例2スプリッター巧型 ADSL モデムをご使用の場を 



〇 ADSL 回線に接続するには、本機のほかになの機器び必要です。 

- ADSL モデム -スプリッタ 

〇誤った接続をすると、通話中の雑音や本機誤動作の原因となりまず。正しい接続方法をご加入の ADSL 接続事業者にお問い合わせ<ださ 
い。 

〇 ADSL 関連機器によっては、正常に動作しないことびありまず。お気づさの点びありましたら、ご加入の ADSL 接続事業者にお問い合わ 
せください。 

〇 ADSL モデムと接続した場合、回線の自動選択びできないことびあります。ご使用の回線種別を確認のうえ、手動設定してください。 

が個線種別を設定し直すには」 ( P .20) 

〇 ADSL モデム、ルータ、スプリッタび一体のわのをあります。 


一般電話回線か 5 ADSL 回線に変えたとさに電話やファクスび使えなくなることびあります。次のことを確認してください。 


巧認ずること 

巧処のしかた/お問い合わせ巧 

ブランチ接続をしていませんか？ 

ブランチ接続をしている場含は、同じ回線に接続されている他の機器を取0が 
してください（ブランチ接続う QP . 18)。 

スプ U ッタを交換することで使えるよ 
ラになる場をびあ0ます。 

ご加入の ADSL 接続事業者にお問いをわせください。 






























































IP 電話機能付をの機器に接続する 


ル-謂 i 變鑑デム 


スフリツみ M 0[ 
LINE PHONE 


: IP 電話機能付をルータ内 
蔵 ADSL モデムのポート 
名称は、商品によって異 
なる場合びあります。 


ODEM 



電話機' 


ADSL 回線** 


電話回線 S 


〇 本機の電話回線端子と IP 電話 
機能巧きルータ巧蔵 ADSL モ 
デムの電話機ポートを、電話 
回線ケープルで接続する 



電源プラグをコン 
セント (AC100V) 
に差し込む 


speax 


IP 電話機能付き ADSL モデムに接続したときのま意 



このよ5なとをは 

これを確認して<ださい 

巧処のしかた/お問いをわせ巧 

品 

ち 

話 

-ナンバー-ディスプレイ 
び正常に動作しない 
-携帯電話にかけ5れない 
. フリーダイヤルなど特殊 
な相手先にかけ5れない 

次の手順で正常に動作するか確認してく 
ださい。 

1. 本機を ADSL モデムから取りがす 

2. ADSL モデムを電話コンセントから取り 
外す 

3. 本機を直接、電話コンセントに接続する 

左の手順で正常に動作する場合、 IP 電話 
のご契約内容や ADSL モデムの設定など 
び原因として考え5れます。ご加入の IP 
電話事業ちにお問い合わせください。 

フ 

ア 

ク 

ス 

-送信/受信の異常びひん 
ぱんに起こる 

ADSL 回線との接続状態やインターネッ 
卜の状態などによっては、ファクスび正 
常に送信/受信できないことびあります。 

一般電話回線を経由して電話する方法で 
ご使用ください。詳しくは、お使いの 
ADSL モデムの取扱説明書をご覧になる 
か、ご加入の IP 電話事業者にお問い合わ 
せ < ださい。 


INS ネツト臣4に接続する 


本機をターミナルアダプタ （ TA ) のアナ□グポートに接続しまず。 

詳しい接続方法は夕ーミナルアダプタ （ TA ) の取扱説明書をご覧 Nil 貞 

<ださい。 または 

NTT 西日本 

INS ネット64を利用ずるには NTT 東日本 ’ NTT 西日本との契約(有 
料）が必要でず。 



TA 

本機はアナ□グポート 


〇 INS ネット日4に接続するには本機のほかに次の機器び必要です。 _ . 

. ISDN 夕 一 S ナルアダプタ （ TA ) に接続します 回線端子 W — speax 

-デジタルサービスユニット （ DSU ) ※：下冉と D 5 U び一体になった製品もあります。 

〇回線種別は夕ーミナルアダプタ （ TA ) の取掘説明書でご確認のうえ、設定してください。 

が個線種別を設定し直すには」 （ P .20) 

〇ターミナルアダプタ （ TA ) のダイヤル析間タイマなどの設定によっては;欠のよラな電話番号に電話びかけられないことびあります。 

-ポーズ（一）を入れて電話帳に登録した電話番号 


ナンパ’一•ディスプレイ/ダイヤルインを利用ずるとさのま意 

ナンパー•ディスプレイ INS ナンバー■ディスプレイ対応のター S ナルアダプタ （ TA ) をお使い<ださい。 


ダイヤルイン 
{モデムダイヤルイン） 


夕ーミナルアダプタ ( TA ) の取扱説明書に従って設定してください。夕ーミナルアダプタ ( TA ) 
の機種または設定によっては、本機のダイヤルイン機能び使えないことびあります。その場 
含は、本機のダイヤルインの設定を「しない」に設定してください。 

「ダイヤルインを設定する/解除する」 ( P .71) 


準備 いろいろな接続 


2已 
























































7 受話器をとり 
' 「ツー」という音を確認する 

2 ダイヤルボタンで 

相手先の電話番号を巧す 


3 通話び終わった5 
受話器を戻す 


〇コピーやファクスを使ったあとは受話器び暖かくなるこ 
とびありますび、異甫ではあ0ません。 

0ま号を間違えたとさは： 

受話器を戻し、ち5—度とってか6電話番号を巧ず。 

跨>先に電話番号を巧してから、受話器をとってもかけ5打 
まず。 


モ機 


〇巧のとさは電話びかけ6れません。 

-ディスプレイに「カイセンショウチュウ」と表示されている（親機または他のテ機び使用中)。 

■ 親機でコピーやファクスを使用中、または機能の設定や電話帳の登録をしている （ r ピピッ」としけ音びして「ショウ 
チュウ」と表示される）。 

■ ディスプレイに「ツウワケンガイ」と表示されている（電波の届かない場所にいる、または親機の電源プラグび巧 
けている）。 

〇「ツウワケンガイ」と表示されているとさに梦を押ずと、親機との接続動作を行ったあと待機表示になります。わ 
し待機表示にな S なければ、親機に近づいてわラー度@を巧してください。 

〇通話中に「ピーピーピー」と音びずるとき 

親機の [スタート/コピ ー] を押すとこの音び鳴り、通話び切れます。 


7 

2 


子機を充電器か5とり 
运)を巧して 

r ツ ー 」という音を確認する 
ダイヤルボタンで 
相手先の電話番号を巧す 


の◎⑤ 
風◎⑩ 
@風@ 
⑩ 

ブイヤルポタン 


3 


通話び終わった5 
® を巧して 
子機を戻す 


[> r ツ ー J の音び聞こえないとをは： 

® を巧し、ち5—度 (§) を巧す。 

>巧電器に置いていないとをは： 

モ機をと0、そのまま^59を巧す。 

嫁先に電話ま号を巧してから、@を巧してちかけ5れます。 
[> 巧号をお違えたと宝は： 

@を押し、最巧からやり直す。 

嫁クイック通話び rOFF 」 の場合、@を巧す前に電話番号 
を巧したとさは、歷西を巧ずと最後の一文字を取0消せ 
まず。 


|>巧手の青が聞こえにくいとまは： 「ベル音/受話音/スピーカ音の音■調整」 （ P .48) 

0ボタンを巧したときの音をミ肖すには： 「ボタンを押したとさ音を鳴らず/鳴 S さない（キータッチ!'ーン)」 ( P .74) 

0携帯電話への通話サービスをお手軽に利用するには： 

r 携帯電話への通話サービスを簡単に使う（ケータイお得ダイヤル)」 ( P .47) 


かんたんにほミ 


電話をかける 


ダイヤルボタンを押してかける 


親機 


〇次のとさは電話びかけられません。 

■ディスプレイに「ナイセン2シヨウチュウ」と表示されている（子機び使用中)。 
-コピーやファクスを使用している。 

■他の機能の設定や、電話帳などの登録をしている。 


③©③グ 

③⑤③⑩饰 
①① © 何 
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O モ機で電話をかけた D 受けたりずると舌は、充電器か5とり (§) を 
押す 

■(§) び点打しているときび、親機で受話器をとつたときと同じ状 
態でず。受話□か5「ツー」とい5音びしまず。 

©電話を切るとさは@を押す 

-充電器に戻ずだけでち電話を切ることびでさます。 



-〇押ずと点な 

〇 


子磯を充電器か5とるだけで、電話をかけたり受けた0できるよラにする機能を 

〇 

1 1 


r クイック通話 J と言います。 


これにより、親機で受話器をとるのと同じよラに操作できます。 

°Po 



け3^。 

oc>o 

〇〇〇 

000 

〇〇〇 

j- とるだけで点な 


全 



クイック通話を ON にずる/ OFF にする 


クイック通話を roN」 に設定ずると、子機を充電器か5とるだけで電話をかけたり受けたりできるようになりまず。 


モ機 


1 子機を充電器か5とる 
つ〇 [メニュ ー] を巧す 

3 


メニュ - 

'ンワチョりトウ□ク 


[▲] または [▼] で 
「クイックツウワ」を選び 
〇 [メニユ ー] を巧す 



九ュ- 
;クイックツウワ 


クイックツウリ 
tOFF 


4 


[▲] または [▼] で 
roNj または roFF 」 を選び 
〇 [メニュ ー] を巧す 


ご睛乂時の設定： 「OFF」 

>(§) び点打していると重は：©を巧す。 


^下の表を参考に設定してください。 


本書の表記 

本書の中では、「クイックツウワ OFF 」 のとをの操を説明しています。 


クイック通話の設定 

モ煤を巧電器か 6 とると 

電話をかける/受けるには 

OFF 

域 点なしない 

テ機をとって、@を巧す 

ON 

一点灯する 

が 

-かけるときはモ機をとってそのままダイヤルする 
-受けるときはモ機をとるだけで受けられる 


本書の表記 

本書の中では、電話を切るとをは「(^1を巧す」と説明しています。このとをは、 
充電器に戻すだけでち電話を切ることびでさます。 



子機のとりかた/クイック通話 


かんたんに使ラ 電話をかける 


ons 


00000 

が能 88 S 


27 






















































I フアクスををる/コピーをとる 


原稿のサイズ/読み取れる節囲 


■ 読み取れる原稿のヴイズと厚さ 


原稿の欄 

1 巧 

2 巧な上 

幅 X 長さ 

最大 

21日 mmx 目日 0 mm 

(コピーのとを： A 4 サイズ） 

21 0 mm X 297 mm 
( A 4 サイズ） 

最ル 

1 28 mmx 1 28 mm 

厚さ 

日. 0 日〜日. 1 己 mm 

0. 日日日〜日. 1 0 mm 



1 0 mm 


1 0 mm 


〇1枚だけセットするときと2枚];(上セットするときでは、読み取れるサイズと厚さび異なります。 
©厚さの目安：この取扱説明書（このページ）の厚さび約日.日 8 mm です。 

〇幅や厚さび異なる原稿を一緒にセットしないでください。 

〇クリップやホチキスの針は取り除いてください。 

〇インクや修正液、ノ U などはよく乾かしてか5セツトしてください。 


〇次のよラな原稿をファクスで送るとさは、あらかじめ上記の表 r 読み取れる原稿のサイズと厚さ」に合った普通紙に、本機とは別のコピー 
機でコピーしてからセツトしてください。 

-透明な原稿（フィルムやトレーシングペーパーなど)。 -ノリやテープで貼り合わせた原稿。 

•やぶれやしわのある原稿。まるまった原稿。 •上記の「読み取れる原稿のサイズ」よりかさい原稿、大きい原稿。 

■化学処 i 里された原稿（感熱紙、感圧祇、裏カーボン祇など)。•上記の r 読み取れる原稿の厚さ」より薄い原稿、厚い原稿。 


原稿セツトのしかた 


セツトで立る原稿の巧巧： 最大已枚 

〇 6枚！;!上の原稿を送る場合、送信の途中で追加しないでください。何回かに分けて送ってください。 
〇記録祇排出□に鶏っている綱ま、あらかじめ取り除いてください。 

〇原稿挿入ロカバーを開く 

©原稿セツトガイドを読み取る原稿の幅に含わせる 

- 原稿セツトガイドび原稿の幅に合っていないと、原稿び 

斜めに入った0、紙づまりの原因になった0します。 

©読み取る面を r 裏向を」に原稿を軽く差し込む 

-原稿び自動的に引き込まれるまで、軽く差し込んでくだ 
さい。 / 

■無理に押し込まないでください。原稿は自動的に 2 cm 程 
閣 I き込まれます。 

- 2枚 ULL の原稿をセツトずると下（裏向きに伏せた面） 

から順に読み■取5れます。 广 、ストップ'] 


〇セツトした原稿は無理に引を撮かないでください。 

〇セットした原稿を取り除くには： ) [ストップ] を押す。 



読み取る面を 
「裏向さ」に 


原稿セツトガイドを 
原稿の幅に合わせる 
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クスを送る（自動送信） 


席機） 

7 


〇子機では操作でさません。 


原稿をセツトする 


2 


ダイヤルボタンで 
相手先の電話番号を押し 

0 [スタート/コピ ー] を押す 


( D®CD 
© ⑤⑤ 
の⑤⑤ 
⑩ 


^ ザ 0「原稿セットのしかた」 ( P .28) 

〇あらかじめ原稿に適した画質モードになっていることを 
確認してください。が r 原稿にかさい文字や写真びあ 
るとき（画質モード)」 （ P . 已 1) 

〇受話器はと5ずにダイヤルボタンを巧します。 

0途中で送信をやめるとまは：[ストップ] を巧す。 

原稿び排出されずに残ったときは、ちう一度 [ストッ 
プ] を押すと排出される。 


原稿が排出され、「ピーッ」と鳴った5送信終了です。 


3 


ダイヤルボタンで 
コピーする部数を入力し 

〇 [スタート/コピ ー] を巧ず 


1 原稿をセツトずる 


つ、的 


2〇 


[スタート/コピ ー] を押す 


]ピ-フ''スウ 


フ 

ァ 

ク 

ス 

を 

送 

る 


□ 

ピ 


〇原稿は自動的に排出されます。途中で一時的に止まることびありますび、無理に引を掠かないでください。 

〇相手先のファクスの機種によって、送信時間び長くなることびありまず。 

or サイ A ッコマチ ] カイメ」と表示されることびありまず。これは、送信相手び話し中などで茵言できない場合、自動的に送信をく 
り返している場合（オート U ダイヤル）に表示されます。約1分間隔で已回までくり返し、それでを送信できない場をは不達レポート 
びプリントされます。「送れなかったファクスを確認ずる（不達レポート)」 （ P . 巳 4) 

輪電話番号をダイヤルする代わりに、次の方法で送信先を選ぶことびでをます。 

•電話帳に登録した相手先に送るう G 「電話帳でかける」 CP .41) 

• U ダイヤルに記録された相手先に送るザ公「同じ巧手先にもう一度かける （ IJ ダイヤル)」 CP .36) 

•着信データに記録された相手先に送るが r 着信データを使って電話をかける（コールバック)」 ( P .67) 

[> 通話中にファクスを送ると去は：が 情話をかけて通話中に送る（手動送信)」 （ P . 已〇) 

|> 巧州こファクスを送るとまは：う 「ミ毎がへ送るとき」 CP .53) 


輸が「原稿セットのしかた」 （ P .28) と 

〇あ5かじめ原稿に適した画質モードになって る 

いることを確認してください。^「原稿に 
ルさい文宇や写真びあるとき（画質モード)」 
( P .51) 

>途中でコピーをやめるとまは： 

〇 [ストップ] を押す。原稿び排出されずに 
残ったときは、もラー度〇 [ストップ] を 
巧すと排出される。 

1度にコピーできる部教 
記録紙カセットほ用時： 1〜20部 
記録紙ヴポーター®巧時： 1〜已部 

輸1部だけコピーするとさは、部数を入力せずに 
Q [スタート/コピ ー ] を押すことわできま 
す。 

> r メモリフル J と表示され、コピーでまないと 

をは： コピー部数を入力せずに〔つ [スタート 
/コピ ー ] を巧す。 

©何ち操作しないで約已秒過ぎると、指定され 
た部数でコピーび開始されます。部数を指定 
しないと1部になります。 


〔巧機）1〇 テ機では操作でをません。 


〇原稿は自動的に排出されます。無理こ弓 I を巧かないでください。 

〇個人で使巧する目的で电、法律でコピーび禁止されているわのびあります。 

. 貨幣、紙幣、公債証書、政府発行の有価記券、郵便切手、印紙などは、外国で発行されたちのち含め、法律でコピーび禁止されています。 
絶巧にコピーしないでください。 

-書籍、音楽、絵画、版画、地図、図面、映画、写真などの着作物は、個人的にまたは家庭巧などの限られた範囲内で使巧するなど、 
著作権法で認められている場合を除を、基本的にコピーび禁止されています。 

-パスポートや免許証、民間発行のち価話券（株券、手形、ル切手など)、定期券、回数券、通行券、身分記明書、食券などのコピー 
ち政府の指導により注意び呼びかけられています。 


コピーを とる 


かんたんに 61 ラ 


③⑤您グ 

⑤③⑤⑩怖 

の③の J 
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留守番電話を使ラ 


留守設定をする 


留守中に受けた電話の用件を録音ずるときは留守設定をしまず。留守設定がされているときでも、ファクス 
は自動的に受け5れまず。 

〇着信べルの回数び8回！;(上に設定され、「 I -ールセイパ'」び「しない」に設定されている場合は、ファクスを自動受信で 
をないことびあ0ます。 

ザ^「ベルび鳴る回数を変える」 （ P .7 已） 

が「録音された用件びあるかが出先か5確認する（ I -ールセイバ)」 （ P . 已日） 

録音でをる時間： 最大3分/件（すべての用件を合計して最大4巳分。自作の応答メッセージの録音時間を含む。） 

録音でをる件数： 最大30件 

珍^留守設定びされているときでも、受話器やテ機をとれば電話び受け5れます。 W 「電話やファクスを受ける」 （ P .34) 
咳^在宅中に留守設定をしておくと、相手の声をモニタスピーカで確認してか5電話にで5れます（居留守モニタ）。 


〔巧機^ 


1 @ [留す] を巧す 

おトウメッセ-グ ] テイ 


ルスセツテイ 


嫁留守設定びされると応答メッセージび滿れ、 
( S ) [留守] び点打します。 

0モニタスピーカの音量を記壁するには： 

応答メッセージび流れている間に調整する。 
う0「ベル音/受話音/スピーカ音の音量調 
整」 （ P '48) 


モ傑 


子機を充電器か5とる 


0 (§) び点なしているとまは: @を巧す。が「テ 

機のとりかた/クイック通話」 （ P . 吕 7) 


2〇 


[メニュ ー] を押す 


メニュ_ 

;ドンワチョ外如ク 


3 [^]または [▼] で 

「 IJ モコンソウサ」を選び 
〇 [メニュ ー] を巧す 



メニュ_ 
幸晒ンソ則 


晒ンチュウ 


or ピーピーピ ー J と音びするとをは： 

親機び使用中なので、しば5く待ってやり直 
す。 


4 「 IJ モコンチュウ」び 
表示された5 
CZi ) を巧す 

厂©を巧す 


ダイヤルポタン 


0「|」モコンチュウ」び表示されてか5、1分 
内に押します。 

^留守設定びされるとテ機の受話口か5「留守 
設定をしました。」のメッセージび流れます。 


応答メッセージは本機の状態に応じて異なります。 


本おの状態 

メッセージ 「ただいま留守にしております。..」 

通常 

「...電話の方はピーという音のあとにお名前とご用件をお話しください。ファクシミリ 
のちはそのまま送信してください。」※1 

-巧件び録音でさない 
-ファクスは受信できる 
(用件びいっぱい） 

「...ファクシミリの方はそのまま送信してください。電話の方は恐れ入りますびのちほ 
どおかけ直しくださし、。」 

-巧件は録音できる 
-ファクスび受信でさなし、 

「...電話の方はピーという音のあとにお名前とご用件をお話しください。ファクシミリ 
のちは恐れ入0ますびのちほどおかけ直しください。」 

-巧件び録音でさない 
-ファクスび受信でさなし、 
(メモリ残量び不足） 

「...恐れ入りますびのちほどおかけ直しください。」 


:「通常」の応答メッセージは自作のメッセージに変更できまず。う G 「自作の応答メッセージを使う」 （ P . 日 7) 


























(§) [留守]を巧す 


朗21日21:13 2 


嫁留守設定び稱除されると録音された用件に応 
じてメッセージび流れ、@1[留守]び消なし 
ます。 


録音された用件に応じて次のメッセージび流れまず。 


メッセージ 

再生 

「巧件は〇〇件です。」 

録音されたすベての用件び再生されます。 H 牛ごとに録音された曰時を音声で知らせまず（タイ 
ムスタンプ)。 

0 再生を透中でやめるには：[ストップ] を押す。 

蹲^ナンバー•ディスプレイをご利用の場合は、ディスプレイに相手先の電話番号、電話帳に登 
録された相手先の名前び表示されます。なお、さかのぼり録音のときは表示されません。 

「巧件はありません。」 

録音された巧件はありません。 


0 モニタスピーカの音量を調整するには： 「ベル音/受話音/スピーカ音の音量調整」 ( P .48) 


モ傑 


2 


子機を充電器か5とる 


0 [メニュ ー] を巧す 


メニュ_ 

>ンワチョりトウ□ク 


3 [ a ] または [▼] で 

「 U モコンソウサ」を選び 
〇 [メニュ ー] を巧す 

4 「 U モコンチュウ」び 
表示された5 
巧み&巧す 



メニュ_ 
幸晒ンソ州 


晒ンチュウ 


の③③ 
©匈風) 


5 


©を押す 


0 ( g ) び点なしているとまは: @対甲す。が仔 

機のとりかた/クイック通話」 ( P .27) 


[> r ピーピーピ ー J と音びずるとをは： 

親機び使用中なので、しば5く待ってや0直 
す。 

0「リモコンチュウ」び表示されてか5、 ] 分政 
巧に巧します。 

辯留守設定び解除されるとテ機の受話口か5「留 
巧設定を解除しました。」のメッセージび流れ 
まず。 


留守設定をしたとを、メモリ残量び不足していると次のメッセージび流れます。 


こお機）|〇 録音された用件びあると@ [留守]び点滅します。 

©ディスプレイに録音された用件の件数び表示されます。 


>留守設定をしてち巧答メッセージが聞こえないとまは：巧の確認をする。 

-モニタスピーカの音量び「切」になっていないか。 r ベル音/受話音/スピーカ音の音量調整」 （ P .48) 

•自作の応答メッセージび正しく録音されているか。「自作の応答メッセージを使ラ」 （ P . 巳 7) 

•着信中にりり[留守]を押したか。一着信中に押ずと応答メッセージは聞こえないび、留守設定はされる（呼出べルに変わったあ 
^ とでは留守設定びでをない)。 


メッセージ 

巧態 

巧処のしかた 

「用件びいっぱいです。 

不要な用件を消ましてください。」 

留守設定びでさません。 

不要な用件を消去するう公「録音された用件を聞く/ 
消去する」 （ P .32) 

メモ U 受信したファクスびある場合 ザ 公「方モ U に蓄 
積したファクスを消まする」 〔 P . 已色） 

「■><モ U 残量びかなくなっています。 
不要な用件を消去してください。」 

ずぐに用件を録音でさな 
くな D ます。 


留守設定を解除する 


留守番電話を使ラ 


かんたんに ffi ラ 
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録音された用件を聞 </ 消去する 


録音された用件は留守設定を觸除したときに自動のに再生されまずが、一度再生された用件でも消'去しなけ 
れば何度でもくり返し聞くことができまず。 


C 巧機）- 

[> 再ちされた用件び聞こえないとを は： 

モニタスピーカの音量び「切」になっていな 
いか確認する。ベル音/受話音/スピー 
力音の音量調整」 ( P .48) 


消去ずる用件 

操作のしかた 

再生中の用件 （1 件）を消去する 

1 . ミ肖モずる用件び再生されている間にを押す。 

消去する用件の再生終了媛に「消去しました。」といラメッセージび流れ、 
次の用件び再生されます。 

>ずぐに用件をミ肖モしたいとをは： 手順1で ( D の順に巧ずと、用 

件再生とメッセージを待たずに巧件び消去され、次の用件び再生される。 
を操作を終了するとさは （） [ストップ] を押す。 

聞さ終わった用件をすべて消去する 
(一部でも再生した用件は消まされる） 

再生終了禮、ちの画面が表示されている間（約目秒間） 1.,, .,1-1 

に苗を巧ず。 サ似ソユ贴か••… 


嫁録音された用件をすべて（再生していないものち含めて）消去することちできます。「緑音された用件をすべて消 
モする」 （ P . 已 7) 

跨>録音された用件を通話中の相手に聞かせることびでさます。ザ0「通話中に留守番電話の用件を再生する」 （ P .4 己） 


コを巧す 


I ffl 件を消去するには 


モ傑 


子機を充電器か5とる 


2 

3 

4 


〇 [メニユ ー ] を巧す 

[▲] または [▼] で 
「 IJ モコンソウサ」を選び 
〇 [メニュ ー] を押す 

「 IJ モコンチュウ」び 
表示された5 


@を巧す 


r 运)を巧ず 


[> 角) び点打しているときは:® を巧ず。が「モ 

機のとりかに/クイック通話」 ( P .27) 


九ュ_ 

i テ'' ンワチョウト如ク 



ュ- 

t 晒ンソ州 


リモ]ンチュウ 


D > l ■ピーピーピ ー J と音びずるときは： 

親機び使巧中なので、しば5く待ってやり直 
す。 



©風@ 
⑩ 

ダイヤルポタン 


OrU モコンチュウ」び表示されてか5、 ] 分!^^ 
内に押します。 


■用件を消去ずるには 


消去ずる用件 

操作のしかた 

再生中の巧件 （1 件）を消去する 

1. 消去する用件び再生されている間にを押す。 

消去する用件の再生終了媛に「消去しました。」といラメッセージび流れ、次 
の用件び再生されます。 

0 すぐに用件を消去したいときは： 手順 ] でを夕の順に押すと、用 

件再生とメッセージを待たずに用件び消去され、次の用件び再生される。 

2. 操作を終了するとさは@を巧す。 

聞さ終わつた用件をすべて消まする 
(一部でわ再生した巧件は消去される） 

再生終了後、「ピッピッピッ」の音び聞こえている間（約白秒間）にを巧す。 
r 再生済みの用件を消去しました。」のメッセージび流れた6、角)を巧す。 
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再生中の操作 

再生速度を変えたり、再生中の用件をとばして次の用件を聞いたり、ちラー度最初か5聞いた0することびできます。 


操作 

ボタン 

詳細 

(巧傑） 

(モ巧） 

再生速度を変える 

再生 

( 1 

③ 

押すたびに「通常^高速^低速^通常..」の順で変わる。 

最初から再生する 

る 

0 

再生中の巧件を最初から再生する。2度続けて押すと、1つ前の用件 
を再生ずる。 

次の巧件を再生する 

感 

③ 

次の用件を再生する。2度続けて押すとさ5に次の用件を再生する。 

再生をやめる 

〇 [ストッス 

風 

>再び最初か6再生ずるには視傑： を巧ず 

子な： (2^ を巧ず 

消去する （1 件） 

ミ肖ち 

1 1 

風 

再生中の用件を消去する。 

再生終了後に「消去しました。」のメッセージび流れる。 


■再を中にスキップしたいときは （30 砂スキップ再を） 

用件を再生しているときに、再生箇所をスキップずることびできまず。 
〇テ機では操作できません。 


ボタン 

機お 

增 

] 回巧すと、約3日秒先に進む。 

© 

] 回巧すと、約1曰秒前に戻る。 


かんたんに使ラ 留守番電話を使ラ 
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電話やフアクスを受ける 


ベルが鳴った5受話器やモ機をとり、電話やファクスを受けまず。着信モードが「ファクス専用」または「電 
話/ファクス切曾」に設定されているときは、本機が自動的にファクスを受信しまず。本機が自動受信ずる 
前に受話器や子機をとった場合は、手動で受信させることもできまず。 

う a 「電話専用/ファクス専用/切誓を選ぶ（着信モード)」 ( P .73) 



受けた着信び電話の場含は、着信べルび数回鳴ったあとに呼出べルに変わりますび、ベルの音は 
同じです。どち 5 のべルび鳴っているとさでち電話び受け 5 れます。 


相手の声がしたとを 

r ポーポーポー J の音がしたあと、 
巧のメッセージび聞こえたとを 

「ファクシミリを受信します。 ' 
受話器を置いてお待ちください。」1 

r ポーポーポー J の音がしたあと、 
メッセージが聞こえないとを 

何ち音がしないとを 


そのまま通話ずる 

電話の着信です。外線か巧線かは着信音でわかります。 


受話器を戻ず 

ファクスの着信です。受話器を戻すと本機び自 
動受信します。 

〇「カンタンジュシン」を OX (ずる）に設定して 
いるとを、メッセージび聞こえまず。 

(ファクスかんたん受信う P . 已 4) 

〇 [スタート/コピ ー] を巧ず 

ファクスの着信です。手動で受信して<ださい。 
W 「ボタンを押して受ける（手動受信)」 ( P .50) 


〇 


通話び終わった 

受話器を戻す 


[スタート/コピ ー] を巧ず 

プァクスの着信の場合びあ0ます。ファクスの 
手動受信を試してください。 

^「ボタンを巧して受ける（手動受信)」 ( P .50) 



ノ 

〇記録紙排出□にたくさんの紙 （10 枚な上）をためないよラにしてください。 



モ機 


ベルび鳴った 5 

子機を充電器か5とり 
袋)を巧す 



モ機の着信べルは親機よりちかし遅れて鳴ります（電波の状況によって、遅れかたに若干の差 
びあることびありまず)。 

受けた着信び電話の場合は、着信べルび数回鳴ったあとに呼出べルに変わ D ますび、ベルの音 
は同じです。どちらのベルび鳴っているときでち電話び受け5れまず。 

〇充電器に置いていないときは、そのまま ( g ) を巧します。 


通話び終わった 5 

® を巧し' 

子機を充電器 
に戻す 


相手の青びしたとを 


「ポーポーポー J の音がしたあと、 
次のメッセージが聞こえたとき 

' 「ファクシミ U を受信します。 ' 
I 受話器を置いてお待ちください。」1 

「ポーポーポー J の音がしたあと、 
メッセージが聞こえないとを 


何ち音びしないとき 


そのまま通話ずる 

電話の着信でず。外線か内線かは着信音でわかります。 


@を巧し、モ機を戻ず 

ファクスの着信です。 f 而を巧すと本機び自動受 
1曰します。 

〇「カンタンジュシン」を OX (する）に設定して 
いるとを、メッセージび聞こえます。 

フごクスかんたん受？ザ公 P.. 已 4) _ 

远琴を巧し、を巧ず 

ファクスの着信です。手動で受信してください。 
今 G 「ボタンを巧して受ける（手動受信)」 ( P .50) 

迈琴を巧し、を巧ず 

ファクスの着信の場合びあ0ます。ファクスの 
手動受信を試してください。 

が 「ボタンを巧して受ける（手動受信)」 ( P .50) 


〇通話中に r ピーピーピ ー J という音びした6 

テ磯で通話中に、親機の 〇 [スタ—卜/コピ —] 


を巧すとこの音び鳴り、通話び切れます。 

























































動 

応 

答 


受話器をとれば受け5れる 


受話器をとってかか 
手動で受け5れるノ 


本機び自動受信する 


T 


着信べル/呼出べルの回数は変えられます。う r ベルび鳴る回数を変える」 （ P .75) 

本機び電話かファクスかを自動的に判断します。この時点で相手先に通話料びかか0ます。 

相手先になの応答メッセージを茄します。 

「ファクシ SU の方はそのままを信してください。電話の方は恐れ入りまずびのちほどおかけ直しください。」 
:フアクスの受信をしばらく待ちます （3 日〜4□秒)。相手先では信号音びします。 


電話：切れる 
FAX ： 受信待ち i 


着信の種類によって、着信べルび次のよラに変わ0ます。 


着信べル 

受話巧をとると 

着信の種類 

操作 

参照巧 

「プルルル、プルルル..」 
と長く鳴る※] 

相手の声びする 

か線電話 

そのまま相手と話せる 

「ベルび鳴った5」（ザ^ P .34) 

「ポーポーポー」 

と音びする 

ファクス 

受話器を戻すとファク 
スを受信する※ 2 

「ベルび鳴った5」 （■ i ^ P .34) 

何も音びしない※ 3 

ファクス 
かちしれない 

ファクスを手動受信す 
る 

「ボタンを巧して受ける 

(手動受信)」 （が P . 己日） 

目回で止まる※ 4 

(受話器をと5ない） 

ファクスな!5本 

蝶び自動受信する 

— 

電話なら本機び録音する（留守設定時） 

「留守設定をずる」 （ WP .30) 

「ピピ、ピピ.」 

と短 < 鳴る 

相手の青びする 

内線電話 

そのまま相手と話せる 

「ベルび鳴った5」 （^ P .34) 


この表は、ご購入時の設定のまま使用した場をの本機の動作を記していまず。設定を変更するとそれぞれの動作を変わりまず。 

:外線の着信音の音色は変えられます。う公 r ベルの音色を変える/メ□ディにずる」 （ P .7 己） 

《2 :「カンタンジュシン」を〇兰（しない）に設定しているときは手動で受信します（ファクスかんたん受信う GP . 已4、手動受信 
が P . 已0)。 

《3 :巧手先のファクスの機種によって音びしないことびありまず。この場合はファクスの手動受信を試して確認します（手動受信 W 
P . 已〇)。 

※斗：着信べルの回数は変えられます。^ r ベルび鳴る回数を変える」 CP .75) 

「 I -ールセイパ」び QX (する）に設定されていると、留守設定のとさの着信べルの回数び変わります。 

う公 r 録音された巧件びあるかが出先から確認する（トールセイバ)」 （ P . 已 9) 



着信の種類を判断する（電話かファクスか) 


本機の受ける着信には外線電話、ファクスと内線電話（他の親機やモ機か6の P 乎び出し）がありまず。本機 
では着信の種類を着信音や受話器（またはモ機）をとつたとをの音で判断でをます。 

本機ではか線からの着信びあると電話かファクスかを自動的に半 Ij 断して、電話な5呼出べルを鳴6し、ファクスな5自動 
受信することびでさます。これを「電話/ファクス自動切替」と言います。 

■か線/内線 ■電話/ファクス自動切替のし < み 


電話：呼出べ ル10回*1 
FAX :ベルが止まる 


着 着信べル6回の 

信 


応答メッセ—ジ》 




かんたんに巧ラ 

7X 


12 3 4 

^ ^ ^ ^ 


切れる 


電話やフアクスを受ける 


3已 



































I べんりに巧ミ 

!_電話 


同じ巧手巧にらラー度かける（リダイヤル) 


松前に電話をかけた相手先の電話番号が自動的に記録されています。同じ相手先にもラー度かけるとき、記録された電話 
番号を ▲▼ボタンで 選ぶだけで、簡単にかけ5れます。 


〔親機^ 


記録される件お!：最大10件 
記録されるが巧：最大4□析 （1 件につき） 

〇10件を超えると古いものから順に消去されます。 


〇ファクスを送信した電話番号を記録されます。話し中で 
通話でをなくても記録されます。 

〇子機に記録された電話番号にはかけられません。子機で 
かけた電話番号は親機には記録されません。 


7 [>] (リタ‘イヤル）を押ず 



? 1^：0312345678 


ク [▲] または [▼] で 
記録された電話番号を選び 
受話器をとる 


冷直前にかけた電話ま号にかけるときは、次のよう 
にすると、電^§番号を選ばな < てちかけられます。 

-先に受話器をとってから [>]( U ダイヤル） 
を巧す。 

-[オンフック/キヤッチ] を巧してから [>] 
0」ダイヤル）を巧す。^「受話器や子機を 
持たずに電話をかける（オンフックダイヤル)」 
CP .37) 

織電話帳でかけた巧手先は、登録した巧手先名と電 
話番号び表おされます。 


■ 記録された電話番号を消去するには 

] .手順2で電話番号を選んだあと、受話器をとらずに[ミ 肖去] を押す。 I ショウキ3シマスカつ~~ 

とちの画面が表示されたら [1] を巧す。消去をやめる場合は巧]対甲す。 1:ショウキ3 2 :チュウシ 


〔子機^ 


記録される件教 I :最大1日件 
記録される衍没 I :最大24析 （1 件につき） 

〇10件を超えると古いものから順に消去されまず。 


〇話し中で通話でをなくても記録されまず。 

〇親機に記録された電話番号にはかけられません。親機で 
かけた電話番号は子機には記録されません。親機でファ 
クスを送信した電話き号は子機には記録されません。 


7テ機を巧電器か！5とり 
[>] (リダイヤル）を押ず 



0312345678 


2 [▲] または [▼] で記録された電話番号を選び 
[通話] を押す 


冷最後に電話をかけた相手先から順に表示されます。 


■ 記録された電話番号を消去するには 

1. 手順2で電話番号を選んだあと、 [通話] を巧さずに [巧留消去] を巧す。 

2. 「ショウキョシマスカ？」と表示された6、 [▲] または [▼] で「八イ」を選ぶ。 

3. [保留 ミ 肖去] (または [メ ニュ ー]) を巧す。 

消まをやめる場合は、手順2で「イイエ」を選び、 [メニュ ー] を巧します。 
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ま話おやモ機を持たずに電話をかける（オンフックダイヤル） 


親機の場合は受話器をおいたまま、子機の場合は受話□を耳か5離した状態でも、モニタスピーカか5流れる相手の方の 
応答を確認してか5通話することがでさます。 


{mm) - 

7受話器を置いたまま [オンフック/キャッチ] 
を押し、「ツ ー 」という音を確認する 

2 ダイヤルボタンで 

相手先の電話番号を押す 

3 相手が電話にでた！5 
受話器をとって通話ずる 


オンフックチュウ 


0312345678 


磯オンフックダイヤルのとをは、モニタスピーカか 
ら音や相手の声び聞こえまず。 

t > 電話番号を巧違えたとまは： 

[オンフック/キヤ•ッチ]を巧していったん電話を 
切り、手順1からやり直す。 

〇受話器をとるまで、こち5の声は相手に聞こえま 
せん。 

>受話器をとる前に電話を切るには： 

[オンフック/キヤツチ]を巧す。 


〇オンフックで通話中は、キャッチホンを受けられません。[オンフック/キャッチ]を巧すと通話び切れまず。 
〇受 i 舌器をとって通したとをは、オンフックに切り曽えられません。 


子機 


[オンフック] を押し 
「ツー」といラ音を確認ずる 


2 ダイヤルボタンで 

相手先の電話番号を巧す 

3 相手が電話にでたら 

[オンフック] を巧して通話する 


〇充電器に置いているときは、[オンフック]を押す 
ことはでさません。 

職オンフックダイヤルのとをは、モニタスピーカか 
ら音や相手の声び聞こえまず。 

[> 電話を号を巧違えたとまは： 

[切]を巧していったん電話を切り、手順1からや 
り直ず。 

〇手順3で[オンフック]を押すまで、こちらの声 
は相手に聞こえません。 

[> 手順3で[オンフック]を巧ず前に電話を切るには： 

[切]を押す。 


電話帳に巧手巧を登録する 


相手先の電話番号をあ5かじめ登録しておくと、電話帳ボタンを使って選ぶだけで簡単に電話がかけ5れまず。ファクス 
番号も登録できます。 


登録でをる件数：最大2□□件 

織ご購入のときすでに「#スピークストイアワセ」び登録されています。これも登録件数に含まれます。 

>1■デジワチョウフル J が表示された5 :ずでに2日0件の相手先び登録されている。不要な相手先の名前と電話番号を消去してから登 
録する。ザ拉「登録した名前と電話番号を消去する」 （ P .38) 


相手先の名前と電話番号を登録ずる 


7 [セット] を押す 

2 ダイヤルボタンで 
相手先の名前を入力し 
[セット] を押す 

3 ダイヤルボタンで 

相手先の電話番号を入力し 
[セット] を巧す 


4 登録を終了するときは 
[ストップ] を押す 


トウ□ク:巧ェ？ 


ナマ1:1ッホ°ンテ''ンキ 
TEL:? 


巧ェ:1 か ir ンテ''ンキ 
TEL: 0312345678 


こか ir ンテ''ンキ 
トウ□クシ巧夕 


ち前の义字な：最大12文字 

蹲 r 夕字入力のしかた」 （ P .104) 

c > 電話ま号だけ登録ずるとをは： 

名前を入力せずに[セット]を巧す。 

電話番号の巧な：最大32衍 
[>- (ポーズ）を入れるには： 

[さかのぼり録音]を巧す。 

>ナンバー•ディスプレイを利用ずるとまは： 

-巿が局番から入力する。 

• 「*」「并」「一（ボーズ)」は入力しない。 

[>适中で登録をやめると宝は： 

[ストップ]を巧す。 

[> 続けて化の巧手巧を登録ずるには： 

手順2〜3をくり返す。 


べんりに ffi ラ 電話 
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登録した名前や電話番号を変更ずる リ 


〇すでに登録した相手先の U ストをプ U ントすることびできます。ザ公「リストをプリントする」 （ P .7 日) 


7 [電話帳]を押す アイテ: I ッ jtr ノテ''ンキ 

TEL : 0312345678 


夕 [▲] または [▼] で変更する 
相手巧を選び、 [セット] を押ず 

3ダイヤルボタンの 
[ 2 ] を押す 


4 名前を変更し 

[セット] を押ず 


アイテ: I ッホ°ンテ''ンキ 
1:ショウキヨ2;/\ン]ウ 


巧 I :こッホ°ンテ''ンキ 
TEL : 0312345678 


巧 I:NEC 

TEL : 0312345678 


[> 巧の画面が表示されたと去は： 

[ S を巧して中止 
する。 


蝶^ 「文字入力のしかた」 （ P .104) 

>電話番号だけを巧ずるとをは： 

名前を変更せずに[セット]を巧す。 


ショウキョシの力？ 

1:ショウキヨ2:チュウシ 


5 ダイヤルボタンで 
電話番号を変更し 
[セット] を押ず 


/ V ノ]ウシ巧夕 


電話番号のを更方法 

番号の入力 ：ダイヤルボタン 

一（ポーズ） ：[さかのぼり録音] 

カーソルの移動 ：[<][>] 

番号をすべて消去：[消去] 

[> 電話を号を巧ちしないとをは： 
そのまま[セット]を押す。 

0途中で巧至をやめるときは： 

[ストッスを押ず。 


登録した名前と電話番号を消去ずる 


1 [電話帳]を巧ず 


ク [▲] または [▼] で消'去ずる 
相手先を選び、 [セット] を巧ず 

3 ダイヤルボタンの 
[1] を巧ず 


アイテ:ニッホ。:/テ''ンキ 
TEL : 0312:345日78 


アイテ:ニッホ。ンテ''ンキ 
1:ショウキヨ2:ヘン]ウ 


ショウキヨ シマスカ? 

1:ショウキヨ_2:チュウシ 


0なのよ5な画面（ナマエ、 TEL ) がま示されたと 


まは： 

[ストッスを押して、 
最初からやり直す。 


巧 I : j 加’夕''ンキ 
TEL : 0312:345日78 


4 ダイヤルボタンの 
[ 1 ] を巧ず 


ショウキヨシ巧夕 


[> 消ちずるのをやめるときは： [2] を押す。 


〔親機の電話帳からモ機に転送ずる ） 

親機に登録した相手先をテ機に転送できます。転送された相手先はテ機の電話帳に追加されます。 


〇子機にあらかじめ登録された相手先は消えません。 

〇転を先の子機は転送び終わるまで使巧でをません。子機のディ 

〇 子 機の電話帳にすでに最大件数（1曰0件）の相手先び登録され 

スプレイに「テンソウチュウ」と表示されます。 

ていると乾をできません。 

〇次のとさは輯送び中断されます。 

〇次のよラな相手先は乾送されません。 

■子機の登録件数び最大件数（100件）に達した 

■同じ名前と同じ電話番号の相手先びデ機の電話帳に登録され 

-着信を受けた 

てし'!る 

-エラーび 発生した 

-電話番号び25析 m 上 
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1 [メニュ ー] を巧す 

2 ダイヤルポタンの 
[ 2 ] を巧し 
[セット]を押す 

3 [メニュ —] を6回押し 
[セット]を押す 


4 [く]または [>] で 

「イッセイテンソウ」または 
「コべツテンソウ」を選び 
[セット]を押す 

手順4の選択に応じて次に示す手順に進む 
「イッセイテンソウ」^国一斉輯送 
「コべツテンソウ」^■個別輯送 

■一ちお送 

5 [<] または [ > ] で 

乾送先のモ機を選び 
[セット]を押す 

S [スタート/コピ ー ] を押ず 


キノウセンタクシテクダ'サイ 


'ンリキノウ 


V ルオン•メ □テ''ィ 


テ''ンワチョりテンソウ 


イツセイテンソウ 


テンソウサキナイセン2 


テンソウ3カイシ'パス 
スタ-卜3オシテクタ''サイ 


ナイセン2 


テンソウチュウ 

1/45 


セイ'7ヨウシュウリョウ 


>途中で乾送をやゆるとまは：[ストップ] を押す。 


冷一斉輯送/個別転送の選びかた 

すべての相手先を転送する：「イツセイテンソウ」 
] 件ずつ選んで乾をする：「コべツテンソウ」 


輪子 機の巧線番号を指定します。ザ G 「受けた電話 
を乾をする（が線転送)」 ( P .42) 

〇テ 機び一台のとさは選択でさません。 

冷 乾を中に [ストップ] を巧すと、 [ストップ] を巧 
したところまで転送されます。 

冷 ディスプレイに転送された件数び表示されます。 


■個別お送 

5 [<] または！> ] で 
乾送先の子機を選び 
[セット]を押す 

g [▲] または [▼] で 
輯送する相手先を選び 
[セット]を押す 

7 [スタ—卜/コピ —] を押す 


アイテ;こ奶 ir ンテ''ンキ 
TEL : 0312345678 


テンソウ3カイシシの 
スタ-卜3オシテクタ''サイ 


ナイセン S 
テンソウチュウ 


セイシ'' ヨウ シュウ リョウ 


S 終了するときは 
[ストップ]を押す 

>起をされた巧手巧を巧認するには：子 機の [電話帳] を押す。 
■ なのよ5なメツ七ージび表示された6 


冷子 機の内線番号を指定しまず。う〇「受けた電話 
を乾をする（が~線転送)」 ( P .42) 

〇テ機び一台のとさは選択でさません。 


>続けて他の巧手巧をお送ずるには: 

手順日〜7をくり返す。 


メジ七ージ 

原因/対処のしかた 

「…〇ケンテンソウデキマセン」 
「テンソウデキマセン」 

2已巧！; LL の電話番号び含まれている。「〇ケン」は転送でさなかった件数を示す。 
テ機に転送するときは、電話番号を変更してか5転送し直す。 

ザ Q 「登録した名前や電話番号を変更する」 ( P .38) 

「デンワチョウフル」 

子機にはすでに最大件数 （1 日日件）の電話番号び登録されている。テ機の電話帳か 
ら不要な電話番号を削除してか5転送し直す。 

う貧「登録した名前と電話番号を消去する」 ( P .41) 
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電話帳に巧手巧を登録する 


相手先の電話番号をあ5かじめ登録しておくと、電話帳ボタンを使って選ぶだけで簡単に電話びかけ5れまず。 


登録でをる件教 I : 最大100件 

0「デンワチョウフル J が表示された百： すでに 1 0□件の巧手先び登録されている。不要な相手先の名前と電話番号を消去してから登 
録する。う見 r 登録した名前と電話番号を消まずる」 CP .41) 

|>登録の途中で「ピーピーピ ー J と音がした百： 各々のボタン操作を60秒政内にしないとこの音び鳴り、登録び中止される。中止され 
たときは最初からやり直す。 


相手先の名前と電話番号を登録ずる 


7モ機を充電器か6とる 


> [通話]が点灯しているとまは：[切] を押す。 

ザ0 r 子機のとりかた/クイック通話」 ( P .27) 


2 [メニユ -] を巧し 

「デンワチョウトウ□ク」が表おされた6 
を5-度 [メニュ ー] を巧ず 


3 ダイヤルボタンで 
巧手先の名前を入力し 
[メニュ ー] を巧ず 


メニュ_ 

幸テ''ンワチョウトウ□ク 


け I ? 

- L'r ノ] I 」100ケン 


ニッホ。ンテ。'珠- 


f ン則''ン了'ウ？ 


ち前の文字な： 最大12文字 

嫁 r 文字入力のしかた」 （ P .104) 

>電話番号だけ登録するとさは： 

名前を入力せずに [メニュ ー] を押ず。 


4 ダイヤルボタンで 

巧手先の電話番号を入力し 
[メニュ ー] を巧ず 


テ''ン巩ドン]''ウ？ 

0312：34日日7白1己 


トウ□クシ巧夕 


電話番号の巧な： 最大24巧 

を h 1 吕巧を超えるま号は横にスク□ール表示されます。 

> - (ポーズ）を入れるには： 

[キヤツチ] を押す。 

>ナジバ ー• ディスプレイを利用ずるとまは： 

-市が局番から入力する。 

•「*」「#」「一 （ ポーズ)」は入力しない。 

> 速中で登録をやめるとまは：[切] を巧す。 


([登録した名前や電話番号を変更ずる 


7 モ機を充電器か6とり 
[電話帳] を巧ず 

2 1>]または [▼：] で 
変更ずる相手巧を還び 
[メニュ ー] を巧ず 


ニッホ’夕''ンキ 

0312%5日78 


- 式ホ°ンテ''ンキ 


|> [ほ話]が点なして U るとまは：[切] を押ず。 

ザ己 r 子機のとりかた/クイック通話」 ( P .27) 


3 名前を変更し 

[メニュ ー] を巧ず 




f ンワ A 。 ン T ウ？ 
；0312345678 


冷が「文字入力のしかた」 CP .104) 

>電話を号だけを更ずるとをは： 

名前を変更せずに [メニュ ー ] を巧す。 


4 ダイヤルボタンで 
電話番号を変更し 
[メニュ ー ] を押ず 


テ、、ンワ A 、、 ン T ウ？ 
0612345679^：- 


電話ま号のを更方法 

番号の入力 ：ダイヤルボタン 

一（ポーズ） ： [キャツチ] 

カーソルの移動 ：[<][>] 

一文字消ま ： [巧留消去] 

番号をずべて消去： [巧留消去] を長く巧すに 
秒政上)。 

>電話を号を巧ちしないとをは： 

そのまま [メニュ ー ] を押す。 

>途中で巧更をやめるとまは：[切] を押す。 
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登録した名前と電話番号を消去ずる 


〇複数の子機をお使いの場合、子機ごとに操作して<ださい。1度の操作で複数のモ機の登録内容は消’去でをません。 


7 子機を充電器か5とり 
[電話帳] を巧ず 

2 1> ] または！: ▼：! で 

ミ肖去ずる相手先を選び 
[巧留ミ肖去] を巧ず 

3 [保留ミ肖去] (または [メニュ ー]) を押ず 


ニッホ。ンテ''ンキ 
0312%5日78 


ショウキヨシ巧力？ 
川イ 


ショウキヨシの夕 


> [ほ話]が点打しているとさは：[切]を押ず。 

ザ0「デ機のとりかた/クイック通話」 ( P .27) 


>ミ肖モずるのをやめるとさは：[切]を押す。 


電話帳でかける 


あ5かじめ電話帳に登録した電話番号を、電話帳ボタンと▲▼ボタンで選んで電話をかけます。 


親機 


[電話値] を押す 


ク [▲] または [▼] で電話する相手先を選び 
受話器をとる 


アイテ:こッホ°ンテ''ンキ 
TEL : 0312345678 


磯登録された相手先の名前び次の順で表示されます。 
1.スペースで始まる名前2.数字で始まる名前 

3. カナの名前（已〇音順） 

4. アルファベット 已 .記号 

已.電話番号だけ登録した相手先（相手先名未入力） 
>夏話器をとってか百電話番号を還んだと去は： 
[スタート/コピー] を押す。 


子機 


〇親機の電話帳に登録した相手先を、子機に転をすることびでをます。 が 「親機の電話帳から子機に転送ずる」 ( P .38) 


7 [電話愼] を巧す 

2 1> ] または w で 
電話する相手巧を選び 
[通話]を押す 


こ奶 ir ンテ''ンキ 

0312345678 


冷登録された相手先の名前び次の順で表示されます。 
1.スペースで始まる名前2.数字で始まる名前 

3. カナの名前（已〇音順） 

4. アルファベット 己.記号 

已.電話番号だけ登録した相手先（相手先名未入力） 


■ 登録された巧手巧をすばや<探ず方ミ去 

ダイヤルボタンに割り振5れた日日音の巧ので宇で探します。例：「ヴトウ」（さ行）-> [3]( ヴ） 

-ダイヤルボタンを押すたびに、同じ行の相手先名び順に表示されます。 

•記号 （一* もなど) で始まる相手先名を探すときは、 [0] を巧します。 

-ダイヤルボタンを押してち表示び変わ5ないときは、該当する行の相手先名び登録されていません。 


通話中の巧手に待ってち6ラ（巧留） 


電話を切5ずに相手に待っても5うことができます。相手先にはメ□ディ音が流れ、こち5の声は聞こえません。 

〇内線通話は保留にでをません。 

〇巧留中のメ □デイ音ををえるには：う0「保留の;デイを変える」 CP .76) 


親機 


〇保留にすると受話器を戻しても電話は切れません。もう一度受話器をとると通話を再開でさます。 


7通話中の相手に待っても！5うときに 
[巧留 / 巧綻] を押し、受話器を戻す 

2 再び相手と通話するには 
受話器をとる 


〇保留にしたまま10分しソ上過ざると電話び切れます。 


〇モ機でほ留にした通話を親なで再開するには： 

(モ巧)手順1(ザ 公 P .4 吕）で保留にし、子機を充電器に戻すか[切]を押し 
たあと、受話器をとる。 
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〇保留にすると子機を巧電器に戻しても電話は切れません。もう一度テ機をとり、[通話]を押すと通話を再開できます。 
クイック通話び rON 」 のときは、子機をとるだけで通話を再開で击まず。が「クイック通話を QN にする/ OFF にする」 
CP .27) 


7通話中の相手に待つてもらうときに 〇保留にしたまま10分政上過ざると電話び切れます。 

[保留消去] を押す 


2 再び相手と通話するには 

[通話] または [保留消去] を押す 


[>規機で巧留にした通話をモ機で再開するには： 

d ® 手順](が P .41) で保留にしたあと、テ機をとり[通謝を押す。 
クイック通話び roNj のときは、テ機をとるだけで再開できる。 


まけた電話を拓送する（外線輯送） 煩 


親機で受けた外線を子機に乾送でさます。また、子機で受けた外線を親機や他の子機に輯送でさます。 


内線番号は次の順にミ央まります。子機の内線番号は待受中のディスプレイに表示されます。 


内線き号 

ディスプレイの表示 

SP - DA 240 

SP - DA 240 W 

1 

— 

親機 

親機 

2 

ナイセン2 

付属のテ機 

付属のテ機 （1 台目） 

3 

ナイセン3 

増設テ機 （1 台目） 

付属のモ機に台目） 

4 

ナイセン4 

増設テ機 （2 台目） 

増設テ機 （1 台目） 


増設テ機は別売りです。う G r 子機を増設するとを」 〔 P . 目已) 


親機か5子機にお送ずる 


1 脯留/内線] を押す I ホリユ巧ユウいーナイセン?」"咬^: m 泉び保留にされ、相手妃こメ□ディ音び流れます。 


2 ダイヤルボタンで 
転送先の 
内線番号を押ず 


ナイセン2 3ヒ''ダ'シチュウ 


^子機の内線番号： [ S ] / [3] / [4] 

咬■すべての子機を一斉に呼び出すとを： [*] 

咬^手順2で、親機から呼び出されると、子機には 
ちの画面び表示されます。 


ナイセン1カラ 
_チヤクシンチュウ 


3 転送先の相手が出た 5 
転送ずることを相手に伝え 
受話器を戻ず 


冷親機び受話器を戻すと、転送先の子機にか線びつなびり、輯送先で外線通話 
びでをます。 

冷親機び受話器を戻す前に乾送先の子機び[切]を巧すと乾送されず、再び親 
機で同じが線と通話でをまず。 

[> 子機び出ないとまは：[保留/巧線]を巧ずとが線通話に戻る。 


子機か5親機にお送ずる 


f [内線] を押す 



州キ? 


冷親機および子機の内線番号び表示されます。 


2 ダイヤルボタンの 
[1] を押ず 


ナイセン13 

ヨヒ、、ダ、シチュウ 


3 転送先の相手が出た 5 

転送ずることを相手に伝え、[切]を押す 


輸が線び保留にされ、相手先に方□ディ音び流れます。 

輸親機の内線番号： [ 1 ] 

冷手順 2 で、子機から呼び出されると、親機には I ナイセン 2 わコヒ、、ダ、''' 
ちの画面び表示されます。 I - 

轉子機の[切]を巧すと、が線び親機につなびり、親磯でが線通話びでさまず。 
咬^子機び[切]を押す前に親機び受話器を戻すと転送されず、再びデ機で同じ 
外線と通話でさまず。 

|>視煤が出ないとまは：[巧結]を押すとが線通話に戻る。 


〕 


子機から子機に輯送ずる 


1 [内線] を押す 



%.親機および子機の内線ま号び表示されます。 


2 ダイヤルボタンで 

転送先の内線番号を押す 


ナィ 制 •灿 


向が~線び保留にされ、相手先にメ□ディ音び流れまず。 
省デ機の内線番号： [2] / [3] / [4] 

輪ずベての親機/子機を一斉に呼び出すとさ： [*] 

輪手順2で、子機から呼び出されると、呼び出された 
子機にはちの画面び表示されます。 


ナ似2カラ 
_チヤクシ:/チュウ 




































3 乾送先の相手が出たら 
乾送することを相手に伝え 
[切]を押す 


転送する側の子機び[切]を押すと、転を先の子機に外線びつなびり、転を 
先で外線通話びでさまず。 

輸転送する側の子機び[切]を巧す前に転送先の子機び[切]を巧すと乾をされず、 
再び転をする側の子機で同じが線と通話でさます。 

>お送巧のモ煤が出ないとまは：[内線]を巧すと外線通話に戻る。 


〇—斉に呼び出す内線番号 （[*]) は子機び2台政上のとをに使えまず。 

皆使っている親機/子機を切り替えて、通話中に自分のいる場所を移動することびでをます。 

おおか百モ煤へ巧動：親機で[保留/巧線]を巧し、受話器を戻したあと、子機をとって[通話] 
子機か6規煤へ巧動：子機で[保留消去]を押し、[切]を巧したあと、親機の受話器をとる。 


を押す。 


親機と子機/子機と子機で通話する（内線通話） 


親機と子機、または2台の子機の間で内線通話びでをまず。 

内線番号については、 r 受けに電話を転送する（外線転送)」（ザ 0 P .42) をご覧ください。 


〇他のテ機や親機を列線で使坦しているとをや着信しているときは、内線通話はでをません。 
〇王者の間で巧線通話はでさません。 


親機か5モ機にかける 


7受話器をとり、 [巧留 / 巧 結]を巧ず 

2 ダイヤルボタンで 

呼び出すモ機の内線番号を巧ず 


ナイめ/广ン了ゥ？ 


ナイセン2化''ダ'シチュウ 


^子機の内線番号：店]/ [3] / [4] 

咬■すべての子機を一斉に呼け出すとを： [*] 
手順2で、親機から呼び 
出されると、テ磯にはち 
の画面び表示されます。 


ナイセン1カラ 
ーチヤクシンチュウ 


子機から親機にかける 


子機をとり 
[巧 お]を巧ず 


クダイヤルボタンの [1] を巧ず 


職严 


ナイセン13 
3ヒ''ダ'シチュウ 


冷親機および子機の内線番号び表示されます。 


咬^親機の内線番号： [1] 
手順2で、子機から 
呼び出されると、親 
機にはちの画面び表 
示されます。 


ナイセン2カラ3ヒ''ダ'シ 


子機か5子機にかける 


7子機をとり 
[巧 結]を押す 

2 ダイヤルボタンで 

呼び出すモ機の内線番号を押ず 


11 


シサキ？ 


ナイセン3 3 
3ヒ''ダ'シチュウ 


冷親機および子機の内線番号び表示されます。 


職子機の内線番号： [2] / [3] / [4] 

職親機とすべてのテ機を一きに呼び出すとき： [*] 
冷手順2で、子機から呼び 
出されると、呼び出され 
たテ機にはちの画面び表 
示されます。 


ナイセン2カラ 
チがシンチュウ 


〇内線通話は保留にでをません。 

〇子機とモ機で内線通話中に外線びかかってくると、「プププ」と 

〇親機と子機で内線通話中に外線びかかってくると、内線通話び 

いラ音び鳴り、内線通話は切れません。列線に出る場合は[切] 

切れ、外線の呼出べルび鳴りまず。 

を押して内線通話を切ったあと、[通話]を巧します。 

外線に出るときは： 

〇—斉に呼ぴ出ず内線を号 ([*]) はモ機び2台な上のとをに巧 

( M ) 受話器を戻し、ちラー度受話器をとる。 

えます。 

®1) [通話]を押す。 
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通話の内容を録音する（さかのぼり録音） 屈 B 3 


さかのぼり録音を設定ずると、通話中にさかのぼり録音ボタンを押すだけで外線通話開始か5の通話内容を留守番電話の 
巧件として保存することができます。また、電話を切ったあとでも、さかのぼり録音ボタンを押して直前の通話内容を保 
存することができまず。さ！5に、自動録音モードを設定すると、かかってきた電話の通話内容を自動的に保存することが 
でさます。 


録音でをる時固/件巧：約4己分、または最大30件（留守番電話で録音された巧件を含めて) 


嫁自動録音モードとは、[さかのぼ0録音]を押さなくても、かかってさた電話の通話内容を自動的に保をする機能です。 
自動録音モードには巧の3種類びあります。 

みんな録音：ずべてのかかってさた電話の通話内容を保存する 
巧通知録音：かかってをた非通知の電話いぷ）の通話巧容を保をする 
巧惑電話録音：迷惑電話びかかってきたとき、[お斬り]を巧すと通話内容を保存する 
※：着信のとを r 非通知」「公衆電話」「表示圏外」と表示される電話 
〇こち6からかけた電話の場创ま、通話中または通話終了後に[さかのぼり録音]を巧して保をしてください。 


さかのぼり録音を設定ずる 

( Si 機^ [©子機では操作でをません。 


7 [メニュ ー ][4] [セット] を順に押ず I セ'''ノヨウケンショウキヨ 


2 [メニュ _] を7回押す リサ カノホ''リ□クすン OX 


3 [<] または [>] で 

さかのぼり録音の利用を 
「ずる」または「しない」を選び 
[セット] を押す 


ご購入時の設定 
さかのぼり録音：する 
ほ持時間 ：日フン 

自動録音モード1:シナイ 
自動録音モード2:シナイ 
輪カーソルを移動して選びます。 

OX :さかのぼり録音を和巧ずる 
〇と：さかのぼり録音を利巧しない 


手順 3で OX (利用ずる）を選んだ場合は手順 4 へ進む 

4 [<] または [>] で 

録音を保持する時間を選び 
[セット] を押す 


ホシ''シ''カン 
-> 0TJ 


5 [<] または！;> ] で 

自動録音モード1の設定を選び 
[セット] を押す 


シ''ドウ□クオンモ-ド1 
-> 州_ 


冷〇互を選ぶと設定は終了しまず。 

冷保持時間とは、電話を切ったあと、直前の通話の 
録音を保持する時間です。次の3種類から選べます。 
曰フン ：録音を保持しない 

己フン ：約已分間録音を保持する 

ムセイゲン：電話の着信などの次の動作まで録音 
を保持する 

が「電話を切ったあとにさかのぼり録音をする」 
( P .4 已） 

職自動録音モードの設定をしまず（自動録音モード 
1)。 

シナイ ：自動での通話録音をしない 

ミンナ□クオン：すべてのかかってをた電話の 
通話を保存する 

ヒツウチ□クオン：かかってきた非通知の電話の 
内容を保をする 

冷「ミンナ□クオン」を選んだ場合、設定は終了しま 
す。 


S [<] または [>] で 

自動録音モード2の設定を選び 
[セット] を押ず 


シ''ドク□クオンモ-ド2 
-> 州_ 


嫁自動録音モードの設定をします（自動録音モード 
2)。 

シナイ ：[お断り]を押してを通話を 

保をしない 

パワクデンワ□クオン：[お曲り]を押すと[さかの 
ぼ0録音]を巧さなくてわ通 
話を保存する 
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■ さかのぼ D 録音ランプにごいて 

親機のさかのぼ0録音ボタンの横にあるランプで、さかのぼり録音の状態を確認することびできます。 


(さかのぽり録設 



さかのぼり録音ランプ 


ランプの表示 

巧態 

点む 

通話を保存することびできます。 

消灯 

通話を保をすることびできません。（&1) 

点滅 

通話を録音中です。（《2) 


《1 


《2 


:次の場合、通話録音は保持されません。 

-さかのぼ0録音の利用を「しない」に設定している 

•保持時間を「0分」に設定し、電話を切ったときザ^「■通話終了後に録音を保持しな 
いように設定する」 （P.4 目） 

-方モI」びいっぱいのとさ 

通話中、ランプ点灯時に [さかのぼり録音] を押すと、ランプび点滅に変わります。 


ピ]通話中 I 


通話中にさかのぼり録音をずる 


〇親機のさかのぼり録音ランプび点巧しているとをは、通話中に 

〇通話中に停電び発生ずると、 [さかのぼ日録音] を押していて石、 

さかのぼり録音することびできます。 

その通話で録音した巧容は保存されません。 

う G 「■さかのぼり録音ランプについて」（本ページ上） 

〇通話中に次の状況になった場合は、録音は一時中断され、その 

〇内線通話は録音できません。 

間は録音されません。録音再開後の通話は、別の用件として録 

〇録音の途中で六モ U びいっぱいになると、録音を終了します。 

音されます。 

録音残量表示び 1 __1のとをは、録音可能時園び残りみなく（約 

-保留中 

20砂〜]已分）なっています。不要な用件はこまめに消去して 

-外線転送中 

<ださい。 

-キャッチホンによる通話先切り替え中 

ザ已 「■巧件をミ肖去するには」 （ P .32) 

-キャッチホン•ディスプレイの情報受信中 

また、メモ U 受信したファクスびメモリに残っているとさは、 

-ダイヤルボタンや U ダイヤル操作によるタイヤルを出中と送 

プ U ントするか消まして < ださい。 

出後の約3秒間 

が 「メモ1」巧行受信したファクスをプ1」ントする」 （ P . 已已） 

- [電話植] を押して電話帳お索をしたとを 

う G 「^モ U に蓄積したファクスを消去する」 （ P . 己日） 

〇残したい部分のみを保存することはでをません。 

〇次の操作をすると、録音は終了します。それぞれの操作をする 
前に [さかのぼ0録音] を押せば、それまでの通話の録音は保 
存されます。 

-ファクス通信 •通話中再生 

〇通話開始時の会話び録音されていないことびあります。 


規機 


通話の内容を残すとさは 

通話中に [さかのぼ0録音] を押ず 


アト107ン□クオンカノウ 


2 通話が終わった5電話を切る 


ツウワホソ''ンシの夕 


子機 


^さかのぼり録音ランプび点滅します。 

> 通話中に登録操作をしているとまは： 登録操作を 
終了したのち [さかのぼり録音] を巧ず。 

輪録音可能時間び3分未満になると、「マモナク □ 
クオンシュウ IJ ョウ」と表示されまず。 

冷メモ IJ びいつぱいになると、「方モ IJ びいつぱいで 
す」の;^ッセージび流れ、「ヨウケン/メモ U フル」 
と表示されます。 

〇适中で録音をお了ずるときは：[ストップ] を押ず。 

〇録音を終了させたあと、再び録音を開始させるこ 
とはでさません。 


7 通話の内容を残すとさは 
通話中に [メニュ ー] を押ず 

2 [▲] または [▼] で 
「□クオン」を選び 
[メニュ ー] を押ず 


3通話が終わった!5電話を切る 


けドル 


令□クオン 


□クオンチュウ 


^さかのぼり録音ランプび点滅しまず。 

>オンフック中のと去は：[オンフック] を巧し、才 

ンフックを解除したあとに [メニュ ー ] を巧す。 

〇;><モリびいっぱいなどでさかのぼり録音できない 
場合は、「□クオンチュウ」は表示されません。 

[> 途中で録音をお了ずるとをは： 再度 [メニュ ー] 

を巧し、 [▲] または [▼] で「□クオンシュウ U ョ 
ウ」を選び、 [メニュ ー ] を押す。 

〇録音中にが線転送、ファクス受信 （[巧綜] [6] を 
巧す）をするとさは、録音を終了させてから行っ 
て < ださい。 

〇録音を終了させたあと、再び録音を開始させるこ 
とはでさません。 
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電話を切ったあとにさかのぼり録音をする ) 

r さかのぼり録音を設定する」の手順4で、「ホジジカン」を「己フン」または「ムセイゲン」に設定すると、 
電話を切ってか5直前の通話の録音を保をできます。ご購入時は、「0フン」に設定されており、録音を保持しません。 

〇親磯のさかのぼり録音ランプび点なしているとさは、直前の通話を保をすることびでさまず。 

う〇「■さかのぼり録音ランプについて」 （ P .4 已） 

〇電話を切ってからなの状況び起こると、その時点で録音は消去されます （[さかのぼり録音] を巧してわ、直前の通話は保存でさません)。 

-電話をかける。 -留守番電話の操作をする。 - WIFI B 冉 ND の設定をする。 

-電話びかかってくる。 -おやすみモードタイマ切曽時刻になる。 -停電した。 


^ fo モ機では操作できません。_ _ 

1 電話を切つたあと、直前の通話の内容を残すとさは T 咬^さかのぼり録音ランプび消灯しまず。 

保持時間内に [さかのぼ0録音] を押ず 


([電話を切った あとに直前の通話の録音を消去ずる 1) 

電話を切ったあとに直前の通話の録音を残した<ない場合は、録音を保持しない設定にするち法と、録音を消去する方法 
びあ0ます。 

■ 通話お了をに錄音を保持しないよ5に設定ずる 

「ホジジカン」を「日フン」に設定します。 ^ 「さかのぼり録音を設定する」 （P.44) 

■ 通話I设了をに録音をミ肖去ずる 

「ホジジカン」を「己フン」または「ムセイゲン」に設定している場合、通話終了後に親機の[ミ肖去]を押すと、直前の 
通話の録音び消去されます。 

〇子機では操作でさません。 

〇すでに録音を保存したあとに消去するとさは、留守番電話の巧件と同じ操作で消去してください。 r 録音された巧件を聞く/消 
まする」 （ P .32) 


〇呆巧した会話を聞く/消去ずる 〕 

保存した尝話は留守番電話の用件と同じ操作で再生でさます。また、同じ操作で消去でさます。 

が r 録音された用件を聞く/消去する」 CP .32) 

〇再生と消まは、親機でをデ磯でち操作でをます。 


通話中に留守番電話の用件を再生する 


通話中に留守番電話の用件を相手に聞かせることができます。 

C 視機^ 


〇子機では操作でをません。 

〇さかのぼり録音で録音した田件びあると、その用件ち再生されまず。 


7 用件を相手に聞かせると定に 
[再を] を巧ず 

ク再生を終了ずるとをは [ストップ] を巧ず 


0'15" 1/1 跨■待受時の再生と同じ操作で再生ま度ををえたり、 

- 用件をとばして再生したりできまず。 

r 録音された庙件を聞く/';肖去する」 ( P .32) 




ージで応答する（迭惑電話お断り） 


位!遍肿, 


いたず5電話や無言電話など迷惑電話を受けたとを、次のメッセージを流して電話を切ることびでをます。 


「申し訳ありませんがお取り次ざでをません。」 


〇次の場合、この機能は使えません。 

•こちらからかけた電話のとき •通話中にダイヤルボタンや [オンフック/キヤッチ] 願機)、 [キヤッチ] (子機）を巧したとき 

-キャッチホン-ディスプレイを利用して通話中の着信を受けたとを 


C^mj - 

7 メッセージを济すときに I 才]トワリチュウ I To •>< ッセージは3回流れます。 

[お邸り] を押し、受話器を戻す - 

職メッセージび流れている間は、迷惑電話お断りを中止して、再び相手と話すことびできます。 

1>通話を再開ずるには： 受話器をとる。とっているときは受話器を戻し、もう一度とる。 
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モ機 


けドル 


7 メッセージを流ずとさに 
[メニュ ー] を巧す 

2 |> ] または w で 

「オコトワ U 」 を選び、 [メニ;1-] を巧す 

嫁メッセージび流れている間は、迷惑電話お断りを中止して、再び相手と話すことびでをまず。 

1>通話を再開するには：[通話] を押す。 


け]阳 I 」 


OX ッセージは3回流れまず。 


〇ナンバー-ディスプレイを利用している場合、メッセージを流した巧手先の電話を号び着信拒を I 」ストに登録されまず。 
「チヤクシンキヨヒ1」ストフル」と表示されたとをは、着信拒を I 」ストびいっぱいのため登録されません。 

ザ0 r 受けたくない巧手先からの着信を拒否する（着信ちを)」 （ P . 已已） 


携帯電話への通話ヴービスを簡単に使う（ケータイお得ダイヤル） 


あ5かじめ事業ち識別番号を設定しておくと、携帯電話の番号をそのままダイヤルするだけで、設定した事業ち識別番号 
をつけて発信されます。固定電話か5携帯電話へかけるときの低料金ヴービスが簡単に利用できます。 

巧まとなるお帯電話の番号： 090-、 または 080 -で始まる電話番号 例）事業者識別番号に「0036」を設定したとき 

〇携帯電話の番号の前に 184-、186 -をつけても、発信でさます。 ダイヤル： 090 - AAAA-aaac 

〇 PHS の電話番号には対応でさません。 発信番号： 003 百一090 — AAAA — 

〇巧の方法でダイヤルした場をを、携帯電話の番号は事業者識別番号をつけて発信されます。 

-電話帳- I 」ダイヤル-コールバック（着信データから） 


親機 


〇子機では操作でさません。 


7 [メニュ —] [2] [セット] を順に巧す 

2 [メニュ —] を4回押す 

3 [<] または [>] で OX を選び 
[セット] を押す 

4 [セット] を押す 


5 ダイヤルボタンで 

事業ち識別番号を入力し 
[セット] を押す 


V ルオン•メ □テ'' 


k ケ-タイかクタ''イ柯レ 


シキへ。ツ ivyro 


外へ、、ツ A 、、 ン]、、ウ 


シキへ。ツ ivyjo 
0036 


IP テ''ンワカイシ''ョ OX 


S [<] または [>] で 

IP 電話のお除を「する」または「しない」を選び 
[セット] を押す 


手順目で OX (解除する）を選んだ場合は、 
手順7に進む 

7 [セット] を押す 

8 ダイヤルポタンで 

IP 電話解除番号を入力し 
[セット] を押す 


カイシ''ヨ）\''ン]''ウ 


カイシ、、ヨ ivyro 


カイシ、、ョ ivyjo 
0000 


カンリョウ 


ご購入時の設定： 利用しない 


嫁 カーソルを 移動して選びます。 
OX :利用する 
〇と：利用しない 
蹲> 〇 X を選ぶと設定は終了します。 


事業者識別番号の例： 003日 （ NTT 東曰本） 
0039 ( NTT 西曰本） 


感 IP 電話をご利用のちは IP 電話解除番号も設定して 
<ださい。 

OX :解除する 
:辭除しない 

蹲> 〇 X を選ぶと設定は終了します。 


〇 IP 電話辭除番号は IP 電話の事業者にお問い合わせ 
<ださい。 

m : 0000 


〇本磯を、構内交換機 （ P 巨 X )など、発信元の電話番号のほかにダイヤルの先頭に列線発信番号「□」をつける必要びある通信機器に 
接続した場をは、「ケータイオトクダイヤル」を(利用しない）に設定してお使いください。 OX 刷巧する）に設定すると、 
正しくダイヤルできない場をびありまず。 

〇通話先、通話時間や電話事業者の料金プランによっては、一部の通話料金び安<ならないことびあります。事業者識別番号、料金プ 
ランなどサービスの詳細は固定電話の事業者にお問いをわせください。 

〇発信するときにき業者識別番号は表示されません。誤った番号を設定すると正しく発信できないことびあります。 

〇事業者識別番号を設定すると、電話びつなびるまでの時間び長くなることびありますび、故障ではありません。 

〇ひかり電話サービスや直収電話サービス、ケープルテレビ局び提供する IP 電話サービスなどをご利巧の場合、ケータイお得ダイヤル 
びご利巧になれない場をびあります。その場合は「ケータイお得ダイヤル」を「しない」に設定してお使いください。詳しくは、ご 
加入の電話会社にお問い合わせください。 

蹲^固定電話から携帯電話へかけるとさのお得な料金サービスは、留守電ケータイ転送のとをにち利用でをます。 


べんりにラ 電話 
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〔ケータイお得ダイヤルを一時的に解除する ) 

携帯事業ちの留守番電話サービスや自動車電話、沿岸船舶電話など一部ご利用になれない番号びあ0ます。そのよラな場 
合は、携帯電話番号の前に解除番号 n 11 1J をダイヤルしてください。 


7携帯電話の番号をダイヤルするとさ 
電話番号の前に「1111」をつける 


例）事業ち識別番号を設定しているとさでち、次の 
よラに発信されまず。 

タイヤル； ]]]]- 090 - AAziA-iiiiiina 
発信番号： 09 日 - AAAA — 


ベル音/受話音/スピーカ音の音量調壁 


ベル音/受話音/スピーカ音の各音量を調整でをます。 


こべル音 ) 

〇外線のベル音と内線のベル音は、どちらか一方の音量を調整すると双方とを同じ音量に調整されます。 


(mm) - 

巧受中と着信中では操作ち法び異なります。 


■诗受中の調壁 

音の大きさを調整するには[音量]を押します。 

最初に押したとさは、そのとを設定されている音量でベルび 
鳴0ます。続けて[音量]を押すと次のよラにベル音び変わ 
ります。 

-[音量]を押すたびに目段階り〜 6) で音び大きくなります。 

-音び最大 （6) のとき垣量を押すと、「ステップアッ 

プ着信音量」になります。「ステップアップ着信音量」はだんだん大きくなる 
ベル音です。 

. ステップアップ着信音量のとき [音量] を押すと、音び止まります（ベル切)。 

-音び止まっているとき垣量を巧すと、再び小さい音 （1) び鳴ります。 

>ベルの音を止めるには：[ストップ] を押す。 



6 


ステップアツ 
プ着信音量 


切 


音量 

———■dl 

-tV- e 
日呈 

ステ'公-—" IJ 

日里 


ベル 


ベル 


ベル 


~rV J 

日 i 


J ベル切 


■着信中の調壁 

着信中に[音量]を巧すと、そのとを設定されている音よ0—段階大をい音量に設定されます。 

r ステップアップ着信音量」に設定されている場合、着信中に[音量]を押すと、巧した時点で鳴っていた音より一段階大 
をい音量に設定されます。 

〇着信中に調整するとさはステップアップ着信音量に設定でさません。最大（已）のとさ [音量] を巧すと音び止まります（ベル切)。 


子機^ - 

待受中または着信中に音量を調整で 
さます。 

音の大ささを調整するには[音量] 

を巧します。 

最初に巧したとさは、そのとさ設定 
されている音量び表示されます。続 
けて[音量]を巧すたびちの図の順 
で音量の設定び変わ0ます。 

-音量は3段階（ル/中/大）と「ベル切」です。 


巧ず 



電話帳 


切 一►■ル ー►中 一►•大 


へ''ルオンリョウ 

/V'ルオンリョウ 

ルオンリョウ 

へ''ルオンリョウ 

DDD 

BB51 

IDD 


III 


■着信中の調壁 

着信中に[音量]を巧すと、そのとを設定されている音よ0—段階大をい音量に設定されます。 

また、着信中に調整した場合、設定した音量は画面に表示されません （r ベル切」は表示されます)。 
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受話音 


L 幻通話中 


親機 


〇受話器をとり、「ツー」という音びしているときに操作します。または、通話中に操作します。 


音の大きさを調整するには [音量] を巧します。 
[音量] を押すたびちの図の順で音び変わります。 
-音量は 3 段階（ル/中/大）です。 



>ル 
中 

I 

■大 


胃® 受話器 


胃» 受話器 


胃« 受話器 


子機 


〇随謝を押し、「ツー」という音びしているときに操作します。または、通話中に操作します。 


音の大きさを調整するには [音量] を 
巧します。 

[音量] を巧すたびちの図の順で音び 
変わります。 

-音量は 4 段階〔音量]/音量 2/ 
音量 3 /音量 4) です。 


巧ず 



な 1 

曰里 I 


とつ 

曰里と 


なつ 

曰里〇 


音量 4 


電話馆 


グュワオンリョウ 

グユ对ンリョウ 

シ''ユワオンリョウ 

シ''ユワオンリヨウ 

innn 

linn 

iiin 

1111 


スピーカ（モニタ音/再生音） 


親機 


〇[オンフック/キヤ•ツチ] を巧し、「ツー」といラ音がしているときに操作します。また、用件などを再生しているとき 
を操作でさます。 


音の大きさを調整するには [音量] を巧します。 
[音量] を巧すたびちの図の順で音び変わります。 
-音量は 3 段階（ル/中/大）と 「切」 です。 



巧す 


r ►小 

I 

中 


」スピ-力 


音量 


」スピ-力 


丄 音重 

1 一" "1 スピ-力 


tV J 

日 J 


切 


J スピーカ切) 


音里 


子機 


〇[オンフック] を押し、「ツー」という音びしているときに操します。 


音の大きさを調整するには [音量] を 
巧します。 

[音量] を押すたびちの図の順で音び 
変わります。 

-音量は 4 段階（音量]/音量 2/ 
音量 3 /音量 4) です。 


巧ず 



な1 

曰里 I 


なつ 

曰里と 


な〇 

曰里〇 


音量 4 


電話帳 


スピ-カオンリョウ 

スピ-加ンリョウ 

スピ-财ンリョウ 

スピ-カオンリョウ 

innn 

linn 

iiin 

1111 


ダイヤル回線で I ン信号を送る 


^通話中— 


ダイヤル回線に接続しているとき、一時的に!ン信号（プッシュ信号）に切り替えて信号を送ることびでさます。 I 
ン信号は、電話による自動受付ヴービスなどを利用ずるときに必要になる場合がありまず。 


(規機） 

(¥W) 


〇この操作は一時的に I -ーン信号に切り曽えるちので、電話を切るとちとの信号に戻ります。本機を接続している回線を 
をました場合は回線種別の設定をやり直してください。「回線種別を設定し直すには」 （ P .20) 

〇親機と子機の操作は同じです。 


電 

話 


べん D に巧ラ 


I -ーン信号が必要なとさに 
[*] を巧す 


〇その後、ダイヤルボタンを押すとトーン信号び送られます。 
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1^7 の 


電話をかけて通話中に送る（手動送信) 


電話をかけてか！5、そのまま通話中にファクスを送れまず。相手先のファクスが自動受信になっていない場合、電話で受 
信操作をお願いしてか5送ります。 


〔親機） 


〇モ 機では操作でをません。 

〇 相手先から電話びかかってきた場合も、そのまま通話中にファクスを送れます。 


7原稿をセツトする 


2 電話をかけ 

相手に受信操作をお願いする 


棘う0「原稿セットのしかた」 CP .28) 

〇あらかじめ原稿に適した画費モードになっていることを確認してください。 
が r 原稿にルさい夕字や写真びあるとき（画質モード)」 （ P . 已 1) 

輪が情話をかける」 ( P .26) 

^受話器から「ピーヒヨ□ヒヨ□」という音びするときは、相手先のファクス 
び自動受信になっています。そのまま手順3に進みまず。 


3 [スタ—卜/コピ —] を押し 

電話を切る 


輪 [スタート/コピ ー ] を押したあとに、巧手び受信操作をしてををれます。 

咬^電話を切らずにそのまま通話を続けることをでをます。 

>途中で送信をやめるとまは：[ストップ] を巧す。 

原稿び排出されずに残ったときは、もう一度 [ストッス を押すと排出される。 


>通話をしないでファクスをちると宝は： 「ファクスを送る（自動送信)」 （ P .2 日） 

>1■フタツレポート J がプリントされたとを：う 「送れなかったファクスを確認する（不達レポート)」 （ P . 己 4) 

〇途中で送信をやめたときは、「フタツレポート」はプリントされません。 

職「フタツレポート」をプ U ントしないように設定することもできます。 が r 送れなかったファクスを確認する（不達レポート)」 （ P . 已 4) 
^「フタツレポート」をプリントしないように設定しているときは、通信管理レポートを確認してください。「リストをプリントする」 
( P .7 巨） 


ボタンを巧して受ける（手動受信) 


本機はファクスが送5れてきたときに自動的に受け！5れまずが、自動的に受ける設定になっていないときや、着信べルで 
受話器をとったときなどは、ボタンを押して受けることちできます。 

受話器（モ機）をとったときの音やメッセージに応じて次のよラに操作します。 


受話巧（モ機）巧とつたとを 

受信操作 

巧態 

「ポーポーポー」の音びしたあと、次のメッセー 
ジび流れる。 

「ファクシミ U を受信します。受話器を置いて 
お待ちくださし、。」 

親お： 受話器を戻す 
モ煤：[切] を押す 

「カンタンジュシン」び ax (する）になっ 
ています（ファクスかんたん受信う GP . 己4)。 

「ポーポーポー」の音びする。 

(方ッセージは流れない） 

ボタンを巧して受ける 
(下記の操作手順） 

ファクスび送られてをたとき受話器をとる 
と、この音びします。 

電話を受けて通話中に「ポーポーポー」の音び 
したとき（相手びファクスを送ったとき） 

通話中に相手びファクスを送ると「ポーポー 
ポー」の音びします。 

何も音びしないとを 

相手先のファクスの機種によっては、何も音 
びしないことびあります。 


r 親機) - 

咬^電話を受けて「ポーポーポー」の音びする前に受信操作をしてち、その後に 
送られてくるファクスを受けられます。 

>ファクスを受けたあとを続けて話ずには： 

通話中にファクスを受けたとさは、受話器を房さなければそのまま話び続け 
られる。 


1 受話器か5「ポーポーポー」の音がしたとさ 
または何も音がしないとき 
[スター ト/ コピ ー ] を押し、受話器を戻す 


C ? 傑) - 

1 受話□か5「ポーポーポー」の音がしたとさ 
または何も音がしないとき 
[巧結][巨] 対噴に押ず 


感電話を受けて「ポーポーポー」の音びする前に受信操作をしてを、その後に 
送られてくるファクスを受けられます。 

〇通話中にファクスを受けたあと、続けて話ずことはできません。 
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ファクスやコピーで原稿を読み取るときの慮度を調整できます。原稿の色や薦度に応じて調整してください。 

〇巧の よ ラな原稿は鮮明に読み取れないことびあります。 

-青色のサインペンやボールペンで書いた原稿（ブルーブラックや組色に近いものは読み取れまず） 

-ラすい鉛筆や壁光マーカーで書いた原稿 -下地び赤色で文字や図び黒色の原稿（モノク□ではホと黒び判別でさません） 


親機 


7 [メニユ ー ] [3] [セット] を順に巧す 

2 [<] または [>] で濃度を調整し 
[セット] を押す 

■読み取 D 濃度の目安 


ご購入時の設定： ■■■□□ 

〇通常は「■■■□□(普通)」に戻しておいてくだ 
さい。 


読み取り濃度 

表示 

原稿の目ま 

よ0ラすく読み取る 

■□□□□ 

色の濃い原稿 

t 


下地に色びある原稿、新聞など 

普通 

■■■□□ 

コピーした原稿、黒のペンで書いた原稿など 

i 

国国国国 □ 

鉛筆で書いた原稿など 

よ0濃<読み取る 

国国国国国 

ラすい色の原稿 


嫁コピーをとると読み取り濃度を確認することびできます。ファクスを送る前に確認することをおすすめします。 


原稿に応じて画質モードを調整できます。画質モードを調整するとルさいで字や写真の原稿を鮮明に読み取ったり、大き 
なで:字の原稿を短時間に読み取ったりずることができます。 


績機つ 


原稿をセツトする 


2 設定したい画質モードび表示されるまで 
[画質] をくり返し押す 

3画質モードを調整した5 

そのまま続けてファクスを送ったり、コピーをとる 


ご購入時の設定 •.つ、ソウ 

輪 r 原稿セットのしかた」 （ P .28) 

冷原稿をセットすると、現在設定されている画質 
モードび表示されまず。 

職[画質]を押すたびに次の順で変わります。 

|-►フツウー►チイサイー►シヤシン^ 

1>フアクスを送る：ザ a 「ファクスををる（自動送 
信)」 ( P .29) 

>コピーをとる：う G 「コピーをとる」 （ P .29) 


■画質モードの目ま 


ヨミトリノウド ■■■□□ 


〇子機では操作でをません。 


〇子機では操作でさません。 

〇受信したファクスの濃度は調整でをません。巧手先のファクスの送信濃度を調整してちらってください。 


画質モード 


読み取0時巧 


原稿の画質（目安） 


ミ主意 


フツウ 




チイサイ 


シヤシン 


※台、3 


短い 


ちし'' 


文字の大ささが 
この<らいのとさ 


文字の大ささび 
このく5いのとさ 


写真びあるとさ 



:「フツウ」に設定してを、コピーは「チイサイ」で読み取 
られます。 

《2 :色地の原稿を送るときは「フツウ」または「チイサイ」に 
設定してください。「シャシン」で送ると送信時間が極端 
に長くなることがあります。 

《3 :「シかシン」に設定したとき白い部分にゴマ模様び出ると 
さは、読み取り濃度をラすくしてみてください。 

^「原稿の読み取り濃度を変える」（本ページ上） 

〇黒い部分びをい原稿、色地の原稿、縦の置線のある原稿はファクス 
の送信時間び長くなることびありまず。 

〇画質モードの設定によってモーター音び大をくなることびありまず 
び、故障ではありません。 

>色のごいた原稿や文をがラずい原稿のと宝は：う公「原稿の読み 

取り濃度を変える」（本ページ上） 


原稿にルをい文字や写真びあるとを（画質モード) 


原稿の読み取り濃度を巧える 


べん〇にほラ 


フアクス 
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自分のを前や電話番号をつけて送る 


自分の電話番号を相手先の受信記録に表をさせたり、自分の名前や電話番号を相手先の記録紙にプ U ントさせたりでをま 
ず。名前や電話番号をつけて送ると、相手先では誰か 5 受けたファクスなのか確認でをまず。 


相手先の受信記録に電話番号を表示ずる ] 

相手先の受信記録に表示させる電話番号を登録します。 


親機 


) 度 


モ機では操作でをません。 

登録した電話番号は相手先のディスプレイに表示されたり、通信管理レポートにプ U ントされたりします。ファクスの 
内容と一緒に記録祇にプ U ントされる電話番号ではありません。 

〇巧手先のファクスによっては表示やプ U ントびできないことびあります。 


7 [メニュ ー][1] [セット] を順に押す 


2 [メニユ —] を 3 回巧し 
[セット] を巧す 


ヒツ'' ケ•シ ''] ク 
を、、7、ンノパ、、ン]、、ゥ 

テ''ン引、''ン]''ウ 


ご購入時の設定： ホ登録 


3ダイヤルボタンで 

自分の電話番号を入力し 
[セット] を巧す 


テ、、ン質ン T ウ 
0312345678 


電話番号の巧な： 最大20析 
>入力した電話番号を修正ずるには： 

[<] または [>] で修正する文字にカーソルを移 
動し、ダイヤルボタンで入力し直す。 


〇ご自宅の電話番号び変わったとさは登録し直して<ださい。 

>登録した電話番号を巧更ずるには： 手順3で [消苗 を押し、番号を入力し直ず。 

>登録した電話番号を消ずには： 手順3で [消去] を巧して電話番号を消してから、 [セット] を巧す。 


目手先の記録紙に印字ずる発信元を登録ずる 

送ったファクスの内容と一緒に相手先の記録紙にプリントさせる名前や電話番号を登録しまず。 


) 〇テ磯では操作できません。 

J 〇登録した文字はファクスを送ると巧手先の記録紙の上端にプ U ントされます。 


7 [メニュ —][1] [セット] を順に押す 

2 [メニュ —] を己回押し 
[セット] を押す 


ヒ r ヶ.のク _ 

i JA ッシンモトトウ□ク 

/、ッシンモト;<ィ こユウリヨ ク 


ご購入時の設を： 未登録 


3ダイヤルポタンで 

プリントさせる名前や電話番号を入力し 
[セット] を押す 


A ツシンモト抑こ： L ウリヨク 
I か ir ンテ''ン i _ 


省発信元を示ず名前や電話番号を入力しまず。 

登録でをる文字巧： 最大4□文字 

^が r 文字入力のしかた」 ( P .104) 


〇電話番号をプ U ントさせるには、入力する文字列の中に含めまず。け目手先の受信記録に電話番号を表示ずる」（う本ページ上)で登録 
した電話番号はプ U ントされません。 


0登録した発信元を巧更ずるには： 手順3で[ミ 肖去] を押し、入力し直す。 

0登録した発信元を消ずには： 手順3で[ミ 肖ち] を巧してすべての文字を消してから、 [セット] を巧ず。 
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〕 


相手先の記録紙に発信元を印字する 


あらかじめ登録した発信元の名前や電話番号を、相手先の記録紙にプリントするかしないかを設定します。 


親機 


〇テ機では操作でをません。 

〇プ U ントさせる発信元の名前や電話番号をあらかじめ登録する必要びありまず。 
ザ G け目手先の記録紙に印字する発信元を登録する」 （ P . 己 2) 


1 [メニユ ー ] [1] [セット] を順に巧す 
2 [メニュ —] を4回押す 


ヒツ''ケ•グ]ク 


い\ッシンモトキ日ク OX 


3 [<] または [>] で 

プリントを「する」または「しない」を選び 
[セット] を押す 


ご唐乂時の設定：プリントする 


冷カーソルを移動して選びます。 
OX :プリントする 
Ox :プ U ントしない 


輪 QX (プリントずる）を選択すると、本機に設定した日付や時刻、ぺージ番号もプ U ントされまず。 

と（プリントしない）を選択すると、日付や時刻、ページ番号もプリントされません。 

皆システムリストをプリントすると登録内容び確認できます。ザ0「リストをプリントする」 （ P .7 日） 

■発信元印き例畑手巧の記録紙） 自動的にプリン 登録した内容び 剛窗施にいるときはぺージ番号び自動的に 

卜されます。 プリントされまず。日付•時刻びプリントされます。プリントされます。 




FROM ニッポンデンキ0312345678 




ダイヤル I ^ーンを待って発信する 


ファクスを送るときや留守電ケータイ転送をずるとき、ダイヤル!ンを検出して占、6発信ずるように設定できます。 


視機 


〇子機では操作でをません。 


ヨミト1」ノウド -lira 


111 ダ'イヤルト-ンケンシュツ ox 


1 [メニ;1-] [3] [セット] を順に巧ず 

2 [メニユ -] を7回巧ず 

3 [<] まには [>] で OX を選び 
[セット] を巧ず 

[> ダイヤルトーンを待たずに発信するには：手順3で〇と（しない）を還ぶ。 


ご廣乂時の設を： しない 


跨 b カーソルを移動して還びまず。 
Qx :ずる 
Ox :しない 


巧かへ送るとを 


海外へファクスを送るとき通信ミスび少なくなるように設定できます。 


規機 


) 度 


子機では操作でをません。 

ファクスを受けるときの通信には影響しません。 


ヨミトリノウド -lira 


いイカ、、イツウシン. 


1 [メニュ ー ] [3] [セット] を順に巧す 

2 [メニュ —] を2回押す 

3 [<] または [>] で OX を選び 
[セット] を押す 

海列への送信が終了した5 、 OX (しない）に戻してください。 


ご購入時の設定： しない 


冷カーソルを移動して選びます。 
Ox :する 
Ox :しない 


べん〇に巧ラ フアクス 
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クスを確認する（不達レポート） 


お! 

ファクスび正常に送れなかったとき、不達レポートを出力するかしないかを設定で定まず。 


機 J 1〇 子機では操作で击ません。 


7 [メニユ ー ] [3] [セット] を順に押ず 
2 [メニュ —] を3回押す 


ヨこトリ ノウド■■■皿 ご購乂時の設定： 出力する 

J フタツレホ。-卜 DX ] 


3 [<] または [>] で 

不達レポートの出力を「する」または「しない」を選び 
[セット] を押す 


輪カーソルを移動して選びまず。 
Ox :出力する 
〇と：出力しない 


■ r ツウシンケツカ J の見かた 


I 不達 レポー トの例 


表お 

不達の原因 

八ナシチュウ 

相手先び通話中または通信中 

ヨビダシ 

相手先か5通話予約などの呼び出しを受けた 

ムオウトウ 

-相手先び受信できない状態。または電話に出ない 
■電話回線び正しく接続されていない。または接 
続コードび断線している 

(2 巧の数字） 

が「エラーコード表」 ( P .77) 


レホ‘ート 

2 0 0 7 , 


「-ノ^シン 


I ，。シンシ • I 


Ir i ： T( 


/ 、ソウシン ケツカ \ 

\ A ナシチュウ / 


ツウシンヴ vfl 
〔ハナシ1^ 


電話に出て巧手びファクスだつたとをは簡単にま信する（ファクスかんたんま信) 


ファクスを受けたときの着信べルで受話器をとっても、受話器を戻すだけでファクスを受け5れるよラに設定できます。 
手動受信の操作をする必要びなくなりまず。 

〇電話を受けたとさに音質によって本機びファクスの受信動作をする場をびあります。ひんぱんに起こる場をは021(しない）に設定して 
<ださい。 


(mm) 


のテ機では操作でをません。 

〇ファクスを受けたときに受話器をとると、「ポーポーポー」の音びしたあと、：欠のメッセージび流れます。 
「ファクシミ U を受信しまず。受話器を置いてお待ちください。」 


1 [メニュ ー ] [3] [セット] を順に押ず 白ミト y /ウド IIIDD 

2 [メニュ _] を 1 回押す I t カンタンシ''ュシン OX 

3 [<] または [>] で OX を選び 
[セット] を押す 


ご睛乂時の設を： する 


職カーソルを移動して選びまず。 
Ox :する 
〇と：しない 


>手動でまけるときは：手順3で〇互（しない）を選ぶ。 

|>ファクスを手動でまけるには：ザ公「ボタンを押して受ける（手動受信)」 CP . 已曰) 
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たんメモリに蓄積する（メモリ受信） 


受けたファクスをいったんメモ U に蓄積しなが5プ U ントするよラに設定でをまず。紙づまりなどにより受信の途中でプ 
U ントできなくなったときも、メモ U に蓄積されたファクスをあとか5プ U ントできます。 

〇 メモリ残量び不足すると受信でさないことびありまず。不要な巧件を消去してください。う a r 録音された巧件をすべて消去する」 （ P . 日 7) 
〇不要な巧件を消ましてちデータ量のをいファクスは受信でさないことびありまず。そのとをは、「；><モリジュシン」を021(しない） 
に設定してください。また、「メモリジュシン」を〇と（しない）に設定したときは、をめの記録祇を必ずセットしておいてください。 
記録紙びないと通信異常になったり、受信したページび記録されない場をびあります。通常は OX (する）に設定しておくことをおすす 
めします。 

广メモリ受信を設定ずる/解除ずる 1 


(視機) 〇モ 機では操作できません。 

4 ' 

メモリに蓄積でまる文書 量 （目ま） ：約8已枚 

《 ] 枚： A 4 サイズ （7 □□文字/ページ） 

ゾモリに蓄積で定る文書巧： 最大 1 日文書 
ご購入時の設定： する 

冷カーソルを移動して選びまず。 

Ox :する 
〇と：しない 

7 [メーユ ー] 凹][セット] を順 1 し巧自 ヨこトリノウド、■■■皿 

2 [メニユ ー] を己回巧ず い刊グユシン 0 X 

3 [く] または [>] で 

メモ U 受信を「する」または「しない」を選び 

[セット] を押す < 

蜡正常にプ IJ ントされたページはメモ U から消去されます。 

(メモ U 代行受信 J 


「メモリジュシン」をしない）に設定していても、次のような場含は受けたファクスびメモ U に蓄積されます。ただし、 
受信の途中で起こった場含はメモリに蓄積されません。 

-記録紙びない-プ U ントされていないファクスやレポートびメモ U に鶏っている-記録祇びつまっている 
-インクフィルムびない-操作パネルび開いている-サーマルへッドび過熱している 

メモ U 代行受信されると、ディスプレイに次のように表示されます。 

■記録紙びないとをの例 


メモリシ''1シンアンシヨアリ 


!^交互ぅ 


スタ-トヲオシテクタ''サイ 


メモリ受信の設定 

発生のタイ5ング 

受信したファクス 

OX (する） 

ファクスを受ける前 

メモ U に蓄積する 

ファクスの受信中 

地 (しない） 

ファクスを受ける前 

メモ U に蓄積する 

ファクスの受信中 

メモリに蓄積されない（発生前の内容はプリントされている） 


〇メモ U 残量び不足して受信でさないとさは、着信べルび鳴り続けます。不要な巧件を消去してください。 W 「録音された用件をすべ 
て消去する」 （ P . 已 7) 

メモリ代行受信したファクスをプリントずる ） 

メモリ代行受信によりモ U に蓄積されたファクスをプ1」ントします。 


規機 


〇モ機では操作でをません。 


プ U ントの妨げとなっている 
原因を取り除< 


2 [スタ—卜/コピ —] を押す 


メモリシ''1シンアンシヨアリ 


^交互) 


スタ-トヲオシテクタ''サイ 


キ□クシ3セットシテ 
スタ-卜3オシテクダ'サイ 


3 記録紙カセットまたは記録紙ヴポーターに I 刑 " HJ ントチュウ 
十分な記録紙が入っているか確認し ' - - - 

[スタート / コピ ー ] を押ず 


〇対処のしかたが「困ったときは （ QSA )」 CP .81) 


〇記録紙び十分に入っていないとさは、記録紙を入 
れてから[スタート/コピ ー] を押します。 
r 記録紙のセット」 （ P .21) 


〇 [キ□クシヲイレテクダヴイ J が表示された5 :複数枚の記録祇を入れ（記録紙カセット： 20枚まで、記録紙サポーター：已枚まで)、 
手順2からやり直す。が「記録紙のセット」 CP .21) 


べん〇にほラ 


フアクス 











































〔メモリに蓄積したファクスを消去する ) 

メモ I 」受信で蓄積されたファクスを消去します。 


') |0子機では操作で击ません。 

J 〇蓄積されたファクスの最ち古い文書び消去されます。2つし^上の文書を一度に消去することはでさません。 

※文書とは、ファクス1件分の文書全部のことです。ファクス1件び10枚分の文書だった場合、その10枚全部び一度 
に消去されます。 

〇消去した文書ををとに戻すことはできません。 


7 [メニユ ー][3] [セット] を順に押ず 

2 [メニユ —] を8回押し 
[セット] を押す 


ヨミトリノウド IIIDD 


メモ1」アンショショウキョ 

ショウキョシ巧力？ 

1:ショウキョ2:チュウシ 


3 [1] を押す 


ショウむシマシタ I >消去をやめるときは： 凹 を押す。 




クスを縮ルする/分割する 


受信したファクスを縮小してプリントしたり、プ U ント巧能な範囲を超える部分を分割ずるよラに設定できまず。 

縮ル率を設定ずる 

C 親機^ 


〇子機では操作でさません。 

〇発信元の記録びついた A 4 サイズの原稿び送られてくると、 A 4 の記録紙に収まらないことびあります。このよラなとを 
に、縮ルしてプリントずると A 4 の記録祇]枚に収めることびで击ます。 

〇をとの原稿と比較した正確な縮ル率にはならないことびありまず。プ U ントされるサイズは、巧手先のファクスの機種 
や回線の状態で変化します。 


7 [メニユ ー][3] [セット] を順に押ず ヨミトリノウド ■■■□□ 

2 [メニユ _] を4回押す な?' ユシンシユクショウ日 3% 

3 [く] または [>] で縮小率を選び 
[セット] を押す 


ごお入時の設を： 93% 


旷能%之日日。/〇才目3%ゴ：! 00% 


[>] 

苗 [<] 


分割してプリントずる 


受信したファクスび記録紙]枚のプ U ント可能な範囲に収ま5ない場を、分割してプ U ントすることびできます。 
〔規機 ）I 〇 テ機では操作で定ません。 

7 [メニュ ー][3] [セット] を順に押ず 陸トリノゥど — ~ IIIQQI ご購入時の設定： する 


2 [メニュ —] を 5 回押す 


^7" ンかツキ□ク_ 



3 [<] または [>] で OX を選び 
[セット] を押す 


輪カーソルを移動して選びます。 
Ox :する 
〇と：しない 


>巧割記録をしないとまは：手順3で〇と（しない）を選ぶ。 

〇〇と（しない）に設定すると、1枚の記録祇に収まらなかった部分はプリントされず、消去されます。 
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4 受話器をとり 

[スタート/コピ ー ] を押ず 

5 録音を終了するときは 
[ストップ] を押し 
受話器を戻す 


スタ-トヲオシテクタ''サイ 


□クオンチュウ 


20 " 


シ''ュワキヲオイテクタ''サイ 


おトウサイセイチュウ 


[> 録音したメッセージを巧ちするには： 最初から録音し直す。 


シ''ユワ巧 7 ケ''テクタ''サイ 


7 [メニュ —] [4] [セット]を順に巧す 

2 [メニュ —] を1回巧し 
[セット]を押す 


ピンヨウケンショウキヨ 


Iq 才外がツセ-シ '' □クオン 


オウトがツセ-' 7 


守 

番 

電 

話 


〇すでに録音されたメッセージびあると上書を消去 
されます。録音し直す方を選んでください。 


〇録音する音声は受話器に向けます。 

〇2日砂切内で録音します。20秒を過ざると自動的 
に録音び終了しまず。 

^終了すると録音したメッセージび再生されます。 
〇録音中に着信びあると中止されます。最初から録 
音し直してください。 

〇 [ストップ] を巧さずに受話器を戻すと、受話器 
を戻す音び録音されてしまいます。 


録音した応答メッセージを消去ずる 


7 [メニュ ー] [4] [セット]を順に巧す 

ピンヨウケンショウキョ 

2 [メニュ -] を2回巧し 

li オウトウメッセ-グショウキョ 

[セット]を押す 

おトウメッセ-グ 1 

3 [<] まには [>] で 

ショウキョシの夕 

「オウトウメッセージ1」または 
「オウトウメッセージ2」を選び 

[セット]を押す 



〇本機にあらかじめ内蔵された固定のメッセージは 
消去でさません。 


冷消去したい方を選んでください。 

>消去をやめるとまは：[ストップ] を巧す。 


留守番電話 


録音をれた用件をすべて消去する 


まだ一度を再生していない用件ち含めてすべて;肖去しまず。 


親機 


〇子機では操作でさません。 


ピンヨウケンショウキヨ 


7 [メニ; 1-] [4] [セット]を順に巧ず 

之[七ット]を巧ず [> ミ肖去をやめるときは：[ストッス を押す。 

>— 度再ちされた用円:だけミ肖ちするには：ザ 0 r 録音された用件を聞く/ミ肖去ずる」 （ P .32) 


自作の応答メッセージを使ラ 


留守番電話の応答メッセージにはあ5かじめ内蔵された固定のメッセージがありますが、その他に自分で録音したメッセー 
ジも使えまず。応答メッセージの録音は本機を使って行います。 


規機 


〇子機では操作でさません。 


録音でをるメッセージのが： 2種類祐录音し直せる） 

録音時間： 約20秒 （1 種類のメッセージにつさ） 

^留守設定されたままでち録音でさます。 

〇でさるだけ人の声だけのメッセージを録音することをおすすめ 
します。本機の録音方式は人の声に合わせて設定されています。 


〇巧のメッセージび流れたとさは、不要な巧件を消ましてから録 
音してください。 

「用件びいつぱいです。不要な用件を消去してください。」 
「録音された用件を聞く/消去する」 （ P .32) 


応答メッセージを録音ずる 


はび 
た選 
まを 

U 引 
でジジ 
] -- 
>セセす 
[ ツツ押 
はメメを 
たウウ J 
まトトト 
] クヴツ 
<オオ七 

_—_ I_I____ 

3 


べんりにう 
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〔応答メッセージを選ぶ 


1 留守設定をして 

応答メ ッ セージが流れている間に 
[<] または [>] で選択する 

にコテイ之1之2う [<] 


オウトがツセ-シ '' ] テイ 


〇自作のメッセージび録音されていないと選択でさ 
ません。•が「応答メ ッセー ジを録音する」 （ P . 已 7) 
輪留守設定をしたとをは、前に使巧した><ッセージ 
び還おされています。 

^留守設定をして応答メッセージび流れている間に 
操作します。が r 留守設定をする」 ( P .30) 


か出巧か5操作する（か線リモート） 


か出先から電話をかけて留守番電話に録音された用件を聞くことびでさまず。留守番電話の設定ををえることもでをます。 

〇着信モードの設定び「デンワセンヨウ」で、留守設定をしていない場合は、外線1」モート操作びでをません（着信モード 

〔リモート操作を設定する/解除する ) 

が出先か日 U モート操作びできるよラに設定します。が出先か5の電話びご本人であることを確認するためのパスワード (4 
巧の暗証番号）わ含わせて設定します。 


〇テ機では操作でをません。 

〇パスワードは4巧の数字を自分でまめまず。また、他人に知られないよラに注意してください。 


1 [メニユ ー][4] [セット]を順に押ず I が、 3ウりショウ キ 3 ~ 
2 [メニュ _] を 4 回押す 巧リ トトソウサ OX 


ご睛乂時の設を： U モート操作しない 


3 [<] または [>] で 

リモート操作を「ずる」または「しない」を選び、[セット]对甲す 


^カーソルを移動して選びます。 
OX :リモート操作する 
〇と：リモート操作しない 


手順3で OX (リモート操作する）を選んだ のトトパ。スワ_ド 1啥 OX を選ぶと設定は終了します。 

場合は手順4に進む ■ -=~~ 


4ダイヤルボタンで 
パスワードを入力し 
[セット]を押す 


リトト A ° スワ-ドに34 

カンリョウ 


[> 入力を巧違えたとまは：[消去] を巧して消し、 

をラー度入力し直す。 

[> ずでに入力されているとまは： 変更するには入力 

し直す。変更しないときはそのまま [セット] を 
押す。 


〇^+出先から留守設定をずる 

が出先から本機に電話をかけて操作します。 I -ーン信号（プッシュ信号）を送れる電話機か5かけてください。 

〇着信モードの設定び「電話専用」のとさ、列出先からの留守設定はでさません。（着信モードう OP .73) 


7外出先か！ 5 本機に電話をかける 


〇ダイヤルインをご利巧の場合は、親機の番号にか 
けて < ださい。 


2 呼出音が変わった5 

冉、パスワード、#の順でダイヤルする 


I #1234# 1 
ダイヤルの例 


〇パスワードは「1」モート操作を設定する/解除す 
る」^本ページ上）で決めた4おの数字です。 


3 r パスワードが一致しました。」 
「留守設定をしました。」 

のメッ セージが 聞こえた5 
電話を切る 


> r パスワードを入れ直してください。 J のメッセー 
ジが聞こえた5 :ちラー度、パスワードをダイヤ 
ルする（例：#1234#)。 

〇パスワードの入力を3回間違えると電話び切れま 
す。そのとをは電話をかけ直してください。 


外出先から用件の再生/留守設定/留守電ケータイお送設定を操作する 

が出先か5本機に電話をかけて操作します。 I -ーン信号（プッシュ信号）を送れる電話機か5かけてください。 


〇留守設定されていない場合は先に留守設定をします。が r が出先から留守設定をする」体ぺージ上) 
〇電話をかけたとさに応答ッセージび流れず呼出昌び変わったら、留守設定されていません。 


1か出触ら本機に電話をかける "機為しでご利腳場合は、親機のま号にか 
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2 応答メッセージが流れている間に 

#、 パスワード 、#の順でダイヤルずる 


3「パスワードが一致しました。」 
「用件は〇件です。」 

のメッセージのあとに 
巧件が再生される 

さまざまな操作ができます 
う0■外線リモート操作（下表） 


I #1234# i 
ダイヤルの例 


4操作が終わった5 
電話を切る 

■外線リモート操作 


〇最初の「#」をダイヤルすると応答メッセージび 
止まります。止まらないときはもう一度「#」か 
らダイヤルしまず。 

©パスワードは n 」 モート操作を設定する/解除す 
る」 （"^ P . 已 8) で決めた4析の数字でず。 

>「パスワードを入れ直してください。 J のメッセー 
ジが聞こえた百： をラー度、パスワードをダイヤ 
ルする（例：#1234#)。 

〇パスワードの入力を3回間違えると電話び切れま 
す。そのとさは電をかけ直して<ださい。 


〇用件び再生されたあと、しばらくの間（約]分間） 
何もしないと電話び切れます。 


操作 

ダイヤルボタン 
(巧出巧の電話煤） 

詳細 

再生 

1つ前の用件 

样1拌（再生中に押す） 

1つ前の用件を再生する。 

1つ目の用件を再生しているとをは最初か5再生する。 

再生 

样2胖 

最初か6再生する。 

速度を変える 

林2林 (再生中に押す） 

通常一高速^低連^ (通常に戻る）の順で変わる。 

なの用件 

胖3拌 (再生中に押す） 

次の用件を再生する。続けて押すとさ b に;欠の用件を再生する。 

消去 

再を中の用件 （1 件） 

#8# (再生中に押す） 

再生中の用件 （1 件）が消去される。 

再生済の用件（全件） 

杜8# 

(ピッピッピの間に巧す） 

再生を終了したあと、「ピッピッピ」の音がしている間（約日秒間） 
に押すと、再生済みの用件げすべて消去される。 

留守電ケー 
タイ転送 

な疋 

杜日1掉 

ザ 0「留守電ケータイ転送を設定する/箱除する」 （P. 己 □) 

解除 

#巨2冉 

留守設定 

=Ail^ 

巧疋 

杜7杜 

う 公「留守設定をする」 （P.30) 

ザ U 「留守設定を解除する」 （P.31) 

解除 

#白# 


棘ナンバー•ディスプレイを利用している場合は、胤牛のあとに相手先の電話番号び音声で通知されます。 
〇携帯電話や PHS から操作するときは雑音び入らないように注意してください。 

〇が線 U モートで再生するだけでは巧件は消去されません。 


録音をれた用件びあるか外出巧か6お認する （ I ルセイパ) 


呼出音の回数で録音された巧件があるかどラか確認できます。録音された用件がないときは通話料金がかかる前に電話を 
切ることがでさます。 

トールセイバを設定すると電話びつなびるまでの呼出音の回数びちに示すように変わります。 

呼出音び3回鳴ったときは録音された用件びないので、そのとき電話を切ると通話料金びかか 
0ません。 


用件 

呼出音 

ある 

2回 

なし'! 

巳回 


親機 


〇子機では操作でさません。 


7 [メニユ —] [4] [セット] を順に巧す 
2 [メニュ —] を3回押す 


セ''ンヨウケンショウキヨ 


H レセイ A 。 


3 [く]または [>] で 

I-ールセイバを「する」または「しない」を選び 
[セット] を押す 


ご購入時の設を： しない 


冷カーソルを移動して選びます。 
Ox :する 
Ox :しない 


〇すでに再生した用件でも消去されずに残っていると、録音された用件びあるちのとして動作します。 


べん〇にラ 留守番電話 
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録音した用件をか出巧に起送する（留守電ケータイ起送) 


あ!5かじめ乾送巧の電話番号を登録しておくと、留守番電話の用件が録音されたときに自動的に乾送巧に電話をかけて、 
用件區送することがでをます。 


技送巧に設定で去る電話番号： 1件 

©あらかじめ ru モートソウサ」を QX はる）にしておく必要びあります。ザ貧 「 U モート操作を設定する/解除する」 （ P . 己 8) 
〇乾を先にはトーン信号（プッシュ信号）をなれる電話機を指定してください。 

〇おやすみモードに設定しているときは転をされません。 

〇巧件び録音されてから転送されるまでに親機の電源び切れた場合は転をされません。 


留守電ケータイお送を設定ずる/解除ずる 


〔親が 


〇テ機では操作で击ません。 

〇転を先に指定した携帯電話や PHS の電源び入っていないときは輯送できないことびあります。 

〇録音された巧件び已秒未満のとをは転送されません。 

〇輯送を試みている途中で新たな用件び録音された場含は、先に録音された用件から転送を試みた回数び手順己で設定し 
た回数になった時点で、乾送は中止されます。 


7 [メニュ ー][4] [セット]を順に押す 


2 [メニュ —] を已回押す 


セ''ンヨウケンショウキョ ^ 

X ルステ"ンケータイテンソウ_〇三 


ご睛乂時の設を：留守電ケータイ転送しない 


3 [<] または [>] で 

留守電ケータイ區送を「する」または「しない」を選び 
[セット]を押す 

手順3で OX (留守電ケータイ乾送する）を 

TEL : 

選んだ場合は手順4へ進む 


4ダイヤルボタンで 

輯送巧の電話番号を入力し 

TEL : 0312345678 

[セット]を押ず 

テンソウカイスウ10カイ 

5ダイヤルボタンで 

輯送回数を入力し、[セット]を押す 

カン1」ヨウ 


留守電ケータイ輯送は留守設定びされているとさに動作します。 
^ 「留守設定をする」 （ P .3 日） 


冷 カーソルを 移動して選びます。 
OX :留守電ケータイ転送ずる 
〇互：留守電ケータイ転送しない 

^ 〇とを選ぶと設定は終了します。 


電話番号の巧巧： 最大4□巧 
>巧違えた番号を消す：[消ち] 

啥携帯電話や PHS 政がの電話番号を転送先に指定 
でをます。 

設定できる転を回数： 0] 〜1□回 

〇電話びつなびらなかったとさに指定した回数だけ 
くり返し乾をを試みます。 

技送を試みる時聞間隔： 

1〜已回までは]分間隔、それ後は30分間隔で 
くり返します。 


嫁^留守番電話の用件び録音されると「用件転送待ち」 
と表示されます。また、転送中は「用件乾送中」 
と表示されます。 


[> おち巧の電話ま号や乾ち回数を巧更ずるとまは： 手順1からやり直す。 


お送先で用件を聞く 


あらかじめ指定した電話機で受けて操作します。 W 「留守電ケータイ転送を設定する/解除する」（本ページ上) 
1 転送先で電話を受ける " 


2 「用件輯送しまず。バスワードを入れてください」の 
メッ セージが 琉れている間に 
#、パスワード、#の順でダイヤルする 


I #1234# I 
ダイヤルの例 


3 「パスワードが一致しました」 r 用件は〇件です」 
のメッセージのあとに 
用件び再生される 


〇最初の「#」をダイヤルすると応答メッセージび 
止まります。止まらないときはもう一度「#」か 
らダイヤルします。 

©パスワードは「リモート操作を設定する/解除す 
る」 （"^ P . 己 8) でまめた4析の数字でず。 

> r パスワードを入れ直してください J のメッセー 

ジが流れた5 :ちラー度、パスワードを入れ直す 
(例：#1234#)。 


4用件を聞さ終わった5 
電話を切る 


〇パスワードを3回間違えると電話び切れます。そ 
のとさは電をかけ直して < ださい。 


〇手順2でメッセージび已回流れる間にパスワードをダイヤルしないと電話び切れます。 

〇パスワードを入力する前に電話を切ると留守電ケータイ輯送びくり返されることびあります。 

1> お送巧で巧を姐直の切り替えや用件の消去/留守電ケータイ起送の設定や据除/留守設定などを巧ラには： 

60 手順2でパスワードをダイヤルしたあとにが線リモートの操作をする。「■外線リモート操作」 （ P . 日日) 






























着信べルや動作音を鳴 6 な < する（おやすみモード） 


おやすみモードに設定ずると着信べルやファクス受信時の動作音び鳴5なくなります。就寝時など、電話やファクスの動 
作音が気になるときに設定してください。 

〇おやすみモードに設定ずると 

-着信べルび鳴りません。ただし、特定の巧手先からの着信だけべルを鳴らずよラに設定することちでさます。 

うに i 「あらかじめ選んだ相手先だけべル音を鳴らず（とくていコール)」 ( P .64) 

•留守設定されます。受けた電話には留守番電話び応答します。モニタスピーカから音け目手の声など）は出ません。 

•ファクスはメモリに受信しまず。「ピー」という受信音は鳴りません。 

〇 メモ U 残量び不足していると、留守設定されないことやデータ量の多いファクスを受信できないことびあります。不要な用件や、モ U 
に蓄積されたファクスを消ましてから設定してください。 

う 公 「録音された用件を聞く/消去する」 CP .32)、 「メモリに蓄積したファクスを消去する」 （ P . 已 6) 

〇おやすみモードのとを受けた電話やファクスは 

•受けた電話は留守番電話び録音します。う爲「録音された用件を聞く/消去する」 CP .32) 

-受けたファクスはメモ U に蓄積されまず。おやずみモードを解除ずると記録紙にプリントされます。 

r おやずみモードを設定ずる/解除ずる 1 


規機 


〇子機では操作でさません。 


[おやずみ] を押す 

•消なしているときに巧すと、設定されます。 
•点なしているときに巧すと、解除されまず。 


設定されると：[おやずみ] と [留守] び点むします。 

■用件び録音されると [留守] び点滅します。 

■メモリに受信したファクスびあると [おやずみ] び点滅しまず。 

解除されると：[おやずみ] と [留守] び消むします。 

-録音された巧件びあると再生されます。う〇「留守設定を解除する」 CP .31) 
-メモリに受信したファクスびあるとプリントされます。 


■ おやずみモードを設定ずる前に留守設定をしていたとまは 

•おやすみモードだけ解除するには： [おやすみ] を巧す。 •おやすみモードと同時に留守設定も解除するには： [留守] を押す。 


開始時刻/終了時刻で自動的に切り替える 


あらかじめ時間帯（開始時刻/終了時刻）を設定しておくと、自動的におやすみモードに切り誓わります。 


〇開始時刻と終了時刻をそれぞれ設定しまず。 

-開始時刻だけ設定した場合は、手動で解除します。 

-終了時刻だけ設定した場合は、手動でおやすみモードに設定 
したあと、終了時刻になると自動的に解除されます。 

〇巧の場合は、おやすみモードび自動的に解除されたとさに留守 
設定されまず。 

•留守設定してから、おやすみモードを設定したとき。 

-巧件び録音されているとさ。 


〇メモ U 残量び不足しているとおやすみモードに切り替わらない 
ことびあります。不要な用件やメモ U に蓄積されたファクスを 
消去してください。 

「録音された用件を聞く/消去する」 （ P .32) 

「メモリに蓄積したファクスを消まする」 CP . 已 6) 

〇停電したとをはおやすみモードび辭除されます。現在の時刻を 
設定するまでタイマ切替は機能しません。う G 「回線種別や時 
刻を設定する」手順2 ( P .19) 


卷 


親機 


〇子機では操作でさません。 


7 [メニ; 1-] [4] [セット]を順に巧ず 

2 [メニユ -] を己回巧し 
[セット]を巧ず 


ピンヨウケンショウキヨ 


k 才朽ミモ-ドタイ巧 I 」カエ 


オヤだオン 


OX 


3 [<] または [>] で、開始時刻の 

設定を「ずる」または「しない」を選び、[セット]を押ず 

手順3で〇と（設定しない）を選んだ場合は、手順5へ進む 

4 ダイヤルボタンで 
開始時刻を入力し 
[セット]を押す 


オヤスミオンニ22:日日 


才仍ミオフ 


OX 


5 [<] または！> ] で 

終了時刻の設定を「する」または「しない」を選び、[セット]を f 甲ず 

S ダイヤルボタンで 

終了時刻を入力し、[セット]を押す 


オヤスミオつ= 07:00 


カンリョウ 


ご購入時の設定 

おやずみ開お時刻： 設定しない 
おやずみお了時刻： 設定しない 


冷カーソルを移動して選びます。 
Qx :設定する 
0 X :設定しない 


〇開始時刻（手順 4) と終了時刻（手順 6) は、 
24時間制で入力しまず。 

一析の時刻は十の位に0を入れまず。 
例：午渡1〇時已分^ [2] 巧] [0] [5] 

入力した時刻の訂正方ミ去 

1衍訂正：カーソルを含わせ再入力する 
ずべて消ま： [消去] を押す 

[> 表示された時刻を巧更しないと まは： 

そのまま [セット] を巧す。 


冷〇 X を選ぶと設定は終了します。 


べん〇に使ラ 留守番電話 







































ナンパー • ディスプレイ 

ナンバー•ディスプレイは、電話をかけてきた相手先やファクスを送ってをた相手巧の電話番号を表示ずる 
回線付加サービスでず。電話に出る前に相手巧を確認したり、相手巧の電話番号を利用した優利な機能がご 
利用になれまず。 

ナンバ ー■ ディスプレイによ0本機の便利な機能びご利用になれます。 

〇ナンバー•ディスプレイによる本機の機能をご利巧になる場合、次のことに注意してください。 

•電話帳などに登録する電話番号は市列局番から入力してください。また、「一（ポーズ)」「*」「#」は入力しないでください。 

-停電しているとさはご利用になれません。 


便利なおお 

詳細 

参照巧 

着信表示 

電話をかけたり、ファクスを送ってさた相手先の電話番号び表示されます。 

P .63 

着信データ 

相手先の電話番号び記録されます（親機： 2日件、子機： 20件)。 

-留守設定されているとさの着信を記録し、巧件再生ととわに音声で通知します。 

-着信データに記録された相手先を電話帳または着信拒否 U ストに登録でさます。 

P .6 日 

P .68 

コールバック 

着信データに記録された電話番号を使って簡単に電話びかけられます。 

P .67 

着信拒否 

あらかじめ登録した相手先からの着信を拒否でさます。 

P .6 己 

迷惑電話お断り 

お断りメッセージで応答した相手先を着信拒を U ストに登録でさます。 

P .4 已 

応答メッセージ選択 

相手先に応じて応答メッセージを選べます。自作の応答メッセージび使えます。 

P .63 

着信鳴り分け 
プライベートコール 

-相手先に応じてべル音やメ□デイを選べまず。 

-相手先に応じてべル音を鳴らす親機や子機を選べます。 

P .64 

とくていコール 

特定の相手先からの着信だけべルを鳴らせます（おやすみモードのとき)。 

P .64 

番号リクエスト 

番号非通知でかけてさた相手先に番号通知をお願いするメッセージで応答で去ます。 

P . 日已 


ナンバー•ディスプレイをご利用になるには NTT 東日本または NTT 西日本とのご契約（有料）び必要です。 


NTT ま曰本 • NTT 西曰本 


電話番号：116 (局番なし） 

受付時間： 午前9:日日〜午後日:00 (年中無休、ただし年末年始12月2日曰〜]月3曰を除く） 


〇次の場合は電話番号び表おされません。 

-国際電話-オペレータ扱いの電話 （1 00番 • 10己番）-公衆電話-番号非通知でかけてきた電話-圏がからかけてきた電話 
-電話回線の雑音などで正常にデータを受信でさなかったとさ 
〇ナンバー-ディスプレイに加入すると次のサービスびご利巧でをなくなります。 

-転送電話(ボイスワープを除く）•タイヤル日2(情報提供側）■テレドーム(情報提供側）•ノーリンギング情報サービス(センター回繳 


本機を接続している回線によって次のことにごミち意くださし、。 


ブランチ接続 (- i ^ P .18) 

ナンバー•ディスプレイをご利用になれません。 

構巧交換煤/ホームテレホン 

ナンバー-ディスプレイをご利用になれない場合びあります。 

ISDN 回線 

ナンバー•ディスプレイ対応のターミナルアダプタ （ TA ) をご利巧ください。 


同時に次の回線付加サービスをご利用になるとをはごを意くださし、。 


ダイヤルイン 

r モデムダイヤルインサービス」にご加入ください。本機は P 日信号方式のダイヤルインサービスには巧 
応しておりません。 

ネーム•ディスプレイ 

本機はネーム-ディスプレイサービスに対応していません。 


ナンバー•ディスプレイを設定する/解除する 


〔親傑 ）I 〇 テ 機では操作でをません。 


[メニュ ー][5] [セット]を順に押ず 


ナン A 、、- テ、、イス T レイ 


2 [<] または [>] で 

ナンバー•ディスプレイの利用を「する」または「しない」を選び 
[セット]を押す 


手順2で OX (利巧する）を選んだ場合は 
手順3に進む 


チヤクシンナリ如シテイ S 
7ライへ''-口-ルシテイ 


ご購入時の設を：利用する 


磯カーソルを移動して選びます。 
OX :利用する 
021:利用しない 

嚇〇互を還ぶと設定は終了しまず。 


































3 [ストップ]を押す 


感[ストップ]を押さずに、続けてナンパ'-•デイ 
スプレイによる便利な機能を設定することちでを 
ます。 


〇ナンバー•ディスプレイのサービスへの加入の有無に応じて設定してください。異なる設定をすると電話び受けられないことびありまず。 

加入している場合： OX (利用する）加入していない場合； 〇と（利巧しない） 

ただし、モデムダイヤルインに加入している場合は、ナンバー’ディスプレイの加入にかかわらず OX (利巧する）に設定してくださし、。 


ナンパ’一•ディスプレイによる相手先の表示 


着信びあると本磯のディスプレイに次のよラに表示されます。電話をかけてきた相手先び電話帳に登録されている場合と、 
登録されていない場合では表示び異なります。また、通信の状態び表示されることちあ0ます。 


電話帳 

規煤の表示 

モ機の表示 

登録されている 

アイテ:こッ矿ンテ''ンキ 

TEL : 日 31234 日 678 

I 明 ir ンテ。ンキ 
0312345678 



登録されていない 

アイテ:日 31234 日 678 

0312345678 


着信のが態 

表示（規煤/子お） 

番号非通知でかけてをたとさ 

ヒツウチ 

公衆電話からかけてをたとを 

コウシュウデンワ 

海がなど圍がからかけてをたとを 

ヒヨ ウジケンガイ 

電話回線の雑音などで 
正常に受信できなかったとを 

ジュシン エラー 


私同じ電話番号に対して親機と子機に登録された相手先名び異なるとさは、それぞれの相手先名び表示されます。 


自分の電話番号を通知ずる/非通知にずる 


相手先びナンバー•ディスプレイを利用している場含に、自分の電話番号を通知するかどラかを、電話をかけるときに指 
定できます。これは「発信者番号通知サービス」のお申し込み内容によっても異なります。詳しくは NTT 東日本 • NTT 西 
日本のサービス窓口へお問い合わせください。 

〇電話番号を通知する相手先にはご注意ください。意図しない相手からの電話勧誘など、思わ城使われかたをすることびあります。 


巧手巧に電話番号を 
通知ずるか巧通知にするか 

r 発信を香号通知ヴービス J のお申し込み内容 

通話ごとが通知 

回線ごと巧通知 

通知する 

相手先の電話番号をそのままダイヤルする 

[1][8] [巨] のあとに 
相手先の電胃舌番号をダイヤルする 

非通知にする 

[1][8] [4] のあとに 
相手先の電話番号をダイヤルする 

相手先の電話番号をそのままダイヤルする 


ージで応答する巧手巧を選択する 


留守設定しているとき、自作のメッセージで応答する相手先を選択できます。電話帳に登録されている相手先だけ自作の 
メッセージで応答するか、すべての相手先に自作のメッセージで応答ずるかを設定します。 


OX (選択する） 

電話帳に登録された相手先だけ自作のメッセージで応答する。 

-登録されていない相手先には固定のメッセージで応笞します。 

(選択しない） 

ずべての相手巧に自作のメッセージで応答する。 


巧機 


〇子機では操作でさません。 


7 [メニュ ー] [百][セット]を順に巧す 

2 [<] または [>] で OX を選び 
[セット]を巧す 

3 [メニュ —] を已回押す 

4 [く] または [>] で 

選}尺を「ずる」または「しない」を選び 
[セット]を巧す 


ナン A ''- テ''イス T レイ 9 X 


チヤクシンナリワクシテイ S 


オウトウメッセ-グ 


センタク 

OX 


ご睛乂時の設を：選択しない 


向カーソルを移動して選びます。 
OX :選択する 
Ox :選択しない 


輸選択した相手先に流す応答メッセージは留守設定をするとをに選びます。固定の応答メッセージち選べます。^「応答方ッセージを 
選ぶ」 （ P . 己 8) 

咬^自作の方ッセージを録音していないときは固定のメッセージになります。「応答メッセージを録音する」 （ P . 己 7) 


べんりに ffi ラ ナンバ— •デイスプレイ 
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受けた電話の巧手知こよってベル音ををえる(着信鳴り分け/プライべーロール) 


電話帳に登録されている相手先によって、ベル音やメ□ディを変え5れます（着信鳴り分け)。また、特定の親機やモ機だ 
けべル音を鳴5すよラに設定できます（プライベートコール)。 


〔規機 ）I 〇 テ 機では操作でさません。 


7 [メニユ ー] [已][セット] を順に巧ず 

ナン A ''- テ'' ィ スフ’レイ 2 X 

2 [<] または [>] で OX を選び 
[セット] を押ず 

チヤクシン州ワケシテイ S 
フ。ラィへ。-口-ルシティ 

3 [セット] を巧ず 

アイテ:こッホ°ンテ''ンキ 

TEL : 0312345678 


ご購入時の設定 

着信鳴 0 分け ： シテイナシ 

プライべートコール： スべテ 


^電話帳に相手先び]件も登録されていない場合は、 
なのメッセージび表示されます。 

「デンワバンゴウミトウ□ク」 

「相手先の名前と電話番号を登録する」 
(P.37) 


4 [▲] または [▼] で 

相手巧を選び、 [セット] を押す 


チヤクシンナリワクシテイ 
->シテイ了ソ 


冷着信鳴り分け/プライベートコールを指定する相 
手先を選びます。 


5 [ < ] または！> ] で 

ベル音の音色またはメ□ディを選び 
[セット] を押ず 


7ライへ''-卜]-ルシテイ 
-> スへ、、テ 


[> 選べる音色/メロデイ：う 公 「ベルの音色を変 
える/メ□デイにする」 CP.7 已） 

[> ベル音を巧えないとまは： 「シテイナシ」を選ぶ。 


6 [<] または [>] で 1:ヘン]ウシュウリョウ 

ベル音を鳴5す親機または子機を選び 2 ’ A ン]ウ5ツツ、'ケル 

[セット] を押す - 


内線番号を選びます。 が 「受けた電話を輯送 
する（が線輯送)」 CP.42) 

>すべての親機/子機を鳴5ずと宝は： 「スべテ」 

を選ぶ。 


ブ設定を終了ずるときは 
[1] を押ず 


0続けて他の巧手巧を登録ずるには： 

[2] を巧し、手順4からくり返す。 


>還んだベル音/メ □デイを聞をたいとをは： 手順己で [音量] を押す。音びしているときに音量を調整ずることわできる。音を止める 
には [ストップ] を巧す。 う 〇「ベル音/受話音/スピーカ音の音量調整」 （P.48) 

〇着信鳴り分けの設定により、ベル音び鳴っていない親機/子磯をとってを電話に出られます。 

〇ベル音び鳴らない子機から内線通話の呼び出しはでさません。すぐに中断されまず。 


あらかじめ選んだ巧手巧だけべル音を鳴6す（と<ていコール) 


おやすみモードに設定しているときに、特定の相手先か！5の着信だけべル音を鳴5すことができます。 

〔規機 J I 〇 子機では操作でさません。 


1 [メ-ユ ー] [已][セット] を順 L 巧ず 

ナン A ''- テ''ィスフ’レイ〇> 


ご 購入時の設定 
と<てい コー ル： しなし、 

2 [<] または [>] で OX を還び 
[セット] を押ず 

チヤクシン州ワケシテイ S 


電話帳設定 ： デンワチョウ 

公巧•图が ： ナシ 

3 [メニュ ー] を 1 回巧ず じ 

トクテイ]-ル 


4 [<] または [>] で OX を選び 
[セット] を押ず 

1:テ''ンワチョりセツテイ 

2:] ウシュウ•ケンカ。イ 


^ カーソルを移動して選びまず。 

Ox :する 
〇 と： しない 

^ 設定する相手先の種別を選びます。 
電話帳に登録された相手先： [1] 
公衆電話•表示圏が ： [2] 

5 ダイヤルボタンで 

「デンワチョウセッテイ」または「コウシュウ•ケンガイ」を選ぶ 

手順己の選択に応じて次にをす手順に進む 
r デンワチョウセッティ」 ^国電話帳設定 
r コウシュウ*ケンガイ」一■公衆*圏外 


■ 電話帳設定 


テ''：/ワチョりセツテイ 
-の巧ヨうスへ、、テ 


S [<] または [>] で 

「デンワチョウスべテ」または 
「デンワチョウコべツ」を選び 
[セット] を押す 


冷電話帳に登録されたすベての巧手先を設定する 
か、個別に指定するかを選びます。 

すべての相手先：「デンワチョウスべテ」 

H 牛ずつ選ぶ ：「デンワチョウコべツ」 
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コべツ」を選んだ場合 


手順目で「デンワチョウ 
手順7に進む 

71 > ] または w で 
相手先を選び 
[セット] を巧す 

S [<] または！:> ] で 

「スル」または「シナイ」を選び 
[セット] を押す 

g 設定を終了するときは 
[1] を押す 

■公巧•圏か 


アイテ;こ所ドンテ''ンキ 
TEL : 0312345678 


トクテイ]-ルセツテイ 
-> 州_ 


1:シュウリョウ 

2;テ''：/ワチョクリツ''ケル 


〇「デンワチョウ 
ます。 


スべテ」を選ぶと設定は終了し 


磯とくていコールを設定する巧手先を選びます。 


皆手順7で選んだ相手先からの着信でベル音を鳴ら 
ずか鳴らさないかを選びまず。 

ベルを鳴らす ：「スル」 

ベルを鳴らさない：「シナイ」 

[> 続けて化の巧手巧を設定ずるには： 

凹 を巧し、手順7からくり返す。 


葛が.顯 


Q [<] または [>] で 輸どこからの着信でベル音を鳴らすか選びます。 

相手先の種別を 選び 公を電話からの着信：「コウシュウデンヮ」 

[セット] を押す 表お圏がからの着信：「ヒヨウジケンガイ」 

公衆電話/表示圏外とをに鳴らす 

:「コウシュウ S ケンガイ」 
公衆電話/表示圏外とをに鳴らさない：「ナシ」 

〇とくていコールを設定したときのベル音/メロディ 
電話根に登録された巧手巧： あらかじめ選んだベル音。 

ザ a r 受けた電話の巧手先によってべル音を変える（着信鳴り分け/プライべートコール)」 CP .64) 

公巧電話/表巧圏巧： 「ベル（ヒヨウジュン)」 W 「ベルの宣色を変える/メ□ディにする」 （ P .7 已） 

〇「トールセイパ’」を OX (する）に設定していると、子機のベル音び一度わ鳴らずに留守番電話び応答を始めることびあります（子磯の 
着信べルは親機より遅れて鳴るため、最初の2回の呼出音び鳴らないことびある。 I -ールセイバザ貧 P . 已日)。 


巧号通知をお願いするメッセージで応答する（番号リクエスト） 


番号非通知でかけてきた相手に番号通知をお願いずるメッセージを流し、電話を切ることができます。 

〇相手先には;欠の;^ッセージび流れます。メッセージは変えられません。 

「番号を通知しておかけ直しください。また、回線ごと非通知の方は番号の前に186をダイヤルしておかけ直しください。」 


親機 


〇子機では操作でさません。 


7 [メニュ ー ] [5] [セット] を順に巧す 

2 [<] または [>] で OX を選び 
[セット] を巧す 

3 [メニュ —] を2回押す 

4 [く]または [>] で 

番号リクエストを「する」または「しない」を選び 
[セット] を巧す 


ナン A 、、- テ、、イスフ。レイ〇> 


にがシン州9ケシテイ S 


A 。 ン T ウリク I スト 


ご購入時の設定： しない 

〇「バンゴウリクエスト」を QX (する）に設定す 
ると 

•留守設定されているとさを、番号非通知の電話 
やつ アクスび受け6れません。 

-表示圏外からの着信は受けられます。 

^カーソルを移動して選びます。 

Ox :する 
Ox :しない 


まけた<ない巧手巧か6の着信を拒否する（着信拒否） 


あ5かじめ着信拒否に登録した相手先か5の電話を自動的に切ることができます。このときべル音は鳴りません。また、 
相手先にはお断りのメッセージを流します。公衆電話や表を圏外か5の着信を拒否ずることもできます。 


Is 機） 


〇子機では操作でさません。 


着信拒否リストに登録ずる 


電話を受けたくない相手先をあ5かじめ着信拒否 U ストに登録します。 

1[メニユ ー ] [5] [セット] を順に巧す 


ナン A ''- テ'、イス T レイ OX 


登録でまる件数： 最大20件 


べん〇に®ラ ナンバ— •デイスプレ V 


(次ぺージにつづく） 6已 






























2 [<] または [>] で ox を選び 
[セット] を押す 

3 [メニユ —] を 4 回押し 
[セット] を押す 


4 [1] を押す 



^「チヤクシンキヨヒリストフル J び表示さ 

れた5: U ストから不要な電話番号を消去する。 
「登録した相手先を確認する/消去する」（本 


5 ダイヤルボタンで 

相手巧の電話番号を入力し 
[セット] を押ず 


fJU 31.345678 


[> I ■トウ□クズミデス J が表示された己： 

すでに登録済みなので登録の必要はない。 


登録したホ目手先を確認ずる/消去ずる 


1 r 着信拒否 U ストに登録する」（が P . 目己）の 
手順 1 〜 3 と同じ操作をする 

チヤ クシン キヨヒ 1」 スト 

1: トウ□ク 2: カクニン 

輪着信拒を U ストに 1 件も登録されていない場合は、 
: 欠のメッセージび表示されます。 

「チヤクシンキヨヒリストミトウ□ク」 

2 四を巧ず 

01) 

TEL : 0312345678 

ゴ [▲] または [▼] で登録された巧手巧を還ぶ 

4 表ちされた電話番号を消去ずると走は[ミ肖去]を巧ず 

[> ミ肖モせずに援了するには：[ストップ] を巧ず。 


([着信拒否を設定ずる/解除ずる 


7 [メニユ ー] [已][セット] を順に巧ず 巨ン A 。- テ。イスフ°レイ OX 

2 [<] または [>] で QX を還び 
[セット] を巧ず 

3 [メニュ ー] を 3 回巧す 


チャクシ ン州ワケシテイ S 

J チがシンキョヒ 


ご席乂時の設を 
着信}巨否： する 
公巧電話拒否： しない 
表巧图が}巨否： しない 


4 [<] または [>] で着信拒否を 

「する」または「しない」を選び、 [セット] を巧す 


手順 4 で OX (する）を選んだとさは 
手順日に進む 


]ゥシュウテ''ンワ 


OX 


^カーソルを移動して選びまず。 

Ox :する 
〇と：しない 

職〇と（しない）を選ぶと設定は終了します。 


5 [ < ] または！;> ] で 

公衆電話か6の着信拒否を 
「する」または「しない」を選び、 [セット] を押す 


ヒヨウシ''ケンカ''イ 


^カーソルを移動して選びまず。 
Ox :拒否ずる 
〇と：拒否しない 


S [<] または [>] で 
表示圏外か 5 の着信拒否を 

「ずる」または「しない」を選び、 [セット] を押す 

〇「チヤクシンキヨヒ」を OX (する）に設定すると、留守設定されているときも、着信拒否 U ストに登録した相手先からの電話やファク 
スび受けられません。 

輸相手先には;欠のメッセージび流れまず。「申し訳ありませんびお取り次ぎでをません。」 


着信データを見る/消去する 


電話を受けた日時と電話番号を本機が着信データに記録します。電話を受けた日時をあとか 5 確認したり、着信データに 
記録された電話番号に電話をかけたりできます。電話帳に登録されている相手先は、名前を表示することもできます。 


C 規機） 


記録される件数： 最大吕□件 

020件を超えると古いちのから順に消去されます。 

〇電話やファクスを使用しているとをは着信データを見られません。 


1 [<] (着信データ）を押ず 



01) 8 月 2 日日 17:1已 
アイテ:日 312345678 _ 












































[<] (着信データ）を押す 


2 [▲] または [▼] で 

記録された電話番号を選ぶ 

3終了するときは[切]を押す 


0 


■記録された電話を号を消去ずるには 

1. 手順2で電話番号を選んだあと [巧留ミ肖去] を巧す。 

2. r ショウキョシマスカ？」が表示された5、 [▲] または [▼] で「ノVイ」を選び、 [ほ留消去] を巧す。 
消まをやめる場合は [切] を押す。 

着信データは次のよラに表示されます。 


電話根に登録している巧手巧 

電話愼に登録していない巧手巧 


「く 1 




朗20日17:15 

— ► 

朗20日17:15 



朗20日17:15 



ニッホ。ンテ。ンキ 

◄ — 

[く] 

0312345678 



0312345678 






感着信データび記録されていないときは、次のメッ 
セージび表示されます。 

「チヤクシンデータア IJ マセン」 


着信データに記録された電話番号を選ぶだけで簡単に電話がかけ5れます。 

厂規機)- 


着信データに記録された電話番号を選ぶ 


2 受話器をとる 


01) 8 月 2 日日 17:15 

アイテ;日 312345678 


攝ザ〇「着信データを見る/消去する」 @1) 手 
順1〜2 (P.66) 

>フアクスの送信に着信データを巧ラには： 

原稿をセツトしてから記録された電話番号を選 
び、 [スタート/コピー] を押す。 


子機 


着信データに記録された電話番号を選ぶ 


「着信データを見る/消去する」手 
順！〜2 (本ぺージ上） 


8月2日日17:15 
0312345678 


8 月 20 日 17:1日 
0312345678 


2 1> ] または w で 

記録された電話番号を選ぶ 

3終了するときは [ストップ] を押す 

■記録された電話巧号を消去ずるには 

1.手順2で電話番号を選んだあと [消去] を巧す。 

とちの画面が表示された b [ 1 ] を巧す。消まをやめるときは [ 2 ] を押す。 
着信データは次のよラに表示されます。 


ショウキョシ乃力？ 

1;ショウキヨ2;チュウシ 



嫁着信データび記録されていないとを 
は、次の;><ッセージび表示されます。 
「チヤクシンデータア U マセン」 


別） 


記録される件数： 最大20件 

〇2□件を超えると古いちのから順に消去されます。 

〇ナンバー-ディスプレイのサービスに加入していないと着信データは記録されません。 

〇子機び電波の届かないところにある場合は着信データは記録されません。う貫 r 設置する場所の確認」 CP.14) 


て電話をかける ( 


着信データを使 


べんりに ffi ラ 


ナンバ— •ディスプレイ 


2 [通話]を押ず 
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着信データを電話帳に登録する（かんたん登録) 


(|g ) 〔〇親機では電話帳と着信ち否 I 」ストに登録できまず。 


7 着信データに記録された電話番号を選ぶ 

2 [セット] を巧ず |1: ドンワチョウトウ□ク 

2 : チヤクシンキヨヒトウ□ク 


「着信データを見る/消’去する」巧な）手 
I 慣1~2 ( P . 己已） 

>着信拒否リストに登録ずる場合：手順1のあと[お 

曲日]を押すだけで登録することわでをる。 


3 ダイヤルボタンの [1][2] で 
登録先を選がずる 


手順3で担](着信拒否リスト）を還んだときは手順己に道む 


4織のレ!‘線力し I 柳ク.こッホ。ンテ。ンキ 

[セット] を押す 


冷登録先の選択 

電話帳 ： [ 1 ] 

着信拒否 U スト： [ 2 ] 

>電話帳を選んだとを 

「デジワチヨウフル J が表示された5:不要な 

電話帳を消去する。う〇「登録した名前と電話番 
号を消まする」 （ P .38) 

>着信拒否リストを選んだと立 

「チヤクシンキヨヒリストフル J が表示され 
たら -.着信拒否リストから不要な電話番号を消ま 
する。う a 「登録した巧手先を確認ずる/消去す 
る」 （ P .6 已） 

「チヤクシジキヨヒリストニトウ□クズ舌デス J 
が表示された5:着信拒否リストにはすでに登録済 
みなので、登歸の必要びない。 

〇着信拒否リストにはネ目手先の名前を登録しません。 
蝶^が「文字入力のしかた」 CP.104) 


5 [ストップ] を押ず 


〔子機^ 


〇子機では着信ちを I 」ストには登録でさません。 


1 着信データに記録された電話番号を選ぶ 


2 [メニュ -] を巧ず 

巧？ 

L ：- ノ]1」100ケン 

3 ダイヤルボタンで 

相手巧の名前を入力し、[メニュ ー ] を押ず 

巧 I ? 

ニッホ。:/テ。夕 


4 [メニユ -] を巧ず 


「着信データを見る/ミ肖去ずる」 d ® 手 
11111〜2 (P.67) 

t > r デンワチヨウフル J が表示された己： 

が r 登録したち前と電話番号苗肖去する」 (P.41) 

跨■が权字入力のしかた」 (P.104) 


留守中にまけた電話をお認する 


留守設定しているときに受けた電話は、着信データとは別に「留守録着信データ」にも記録されます。留守録着信データ 
は留守番電話に録音された用件を再生するときに表示されまず。 


留守録着信データは次のよラに表示されます。 



電話帳に登録している巧手巧 

電話帳に登録していない巧手巧 

(視傑) 

アイテ: ニ ッホ。ンテ。ンキ 1寶驚雲び 

1^，1に，， "1 / C を术で"ホ さ。 

带常腦日巧5鱗濃を号び 



〔モ傑） 

ディスプレイの表示はありません。音声で再生されます。 

. 巧件を再生したあとに留守緑着信データを再生します。 

-用件び録音されていないとをはビジー!-ーン（話中音）のあとに再生されます。番号通知びないとさは、その理由び 
音声で通知されます。 

外想！ J モート 

音芦で再生されます。 ザ 0「列出先から操作する（外線リモート)」 （ P . 己 8) 


〇留守録着信データは 

-留守番電話で録音された用件び消去されると同時に消去されます。 

-電話帳や着信拒否 U ストには登録でさません。コールバックには使えません。 
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キヤツチホン 


通話中に別の巧手巧か6かかってきた電話に出ることびでをます。 


通話中に別の電話を受ける（キャッチホン） 


^通話中 ■ 


〇キャッチホンをご利刷こなるには、 NTT 東日本または NTT 西日本とのご契約馆料）び必要です。 

〇ファクスのを信/受信のときにキャッチホンび入るとファクスの画徹び乱れたり、中断することびあります。 

〇キャッチホンの着信びないときは [オンフック/キャッチ] (親機)、 [キャッチ] (デ 機）を巧さないでください。押すと電話び切れます。 
〇オンフックで通話中（親磯）はキャッチホンを受けられません。 [オンフック/キャッチ] を押すと、先につなびっていた巧手先との 
通び切れてしまいます。受器をとってか5巧してください。 


し親機 J - 

1 「プルルー•プップッ」と鳴った！5 
[オンフック/キヤッチ]を押す 

2 あとから電話をかけてきた相手と話ず 

3 先の相手巧と再び話すには 

[オンフック/キヤツチ]を押す 


〇オンフックで通話中は、受話器をとってから 
[オンフック/キャッチ] を巧します。 

輪 「プルルー■プップッ」はキャッチホンの着信音 
でず。 

磯 先に話していた巧手との通話は保留にされまず。 

韓[オンフック/キヤツチ] を押すたびに先の相手と 
あとのネ目手を切り替えて話せます。 


- f - M ) 〇親機の操作と同じです。キャッチホンを受けるとさは [キヤツチ] を巧します。 


>キヤツチホンの巧手巧がファクスのとまは： 

先に話していた相手に電話を切ってもらい、手動受信する。「ボタンを巧して受ける（手動受信)」 （P. 己 □) 
-ファクスかんたん受信では受けられません（ファクスかんたん受信う GP. 日4)。 

•手動受信をしないと相手先では通信エラーになります。 

-ファクスの受信中は先のネ目手との通話に切り替えることびでをません。 


チホン•ディスプレイを設定する/解除する 


キャッチホン*ディスプレイをご利用になると、キャッチホンを受けたときに相手先の電話番号び表示できまず。 


〇キャッチホン-ディスプレイをご利胤こなるには NTT 東日本または NTT 西日本とのご契約（有料）び必要です。 
お問い合わせ先：ナンバー•ディスプレイと同じです。が「ナンバー•ディスプレイ」 （P.62) 


本機を接続している回線によって次のことにを意してくださし、。 


NTT ま日本- NTT 西日本なかの 

直収電話 


キャッチホン•ディスプレイをご利巧になれないことびあります。詳しくは、ご加入の電話会 
社にお問い合わせください。 


ISDN 回綻 


キャッチホン • ディスプレイをご利巧になれません。 


他の回線付加サービスについて次のことに注意してください。 


ナンバー•ディスプレイ 


キャッチホン-ディスプレイをご和用になるには、ナンバーディスプレイにも加入び必要でず。 


ダイヤルインサービス 


ダイヤルインをご利巧になる場合は「モデムダイヤルインサービス」にご加入ください。本機 
は P 目信号方式のダイヤルインサービスには対応しておりません。 


巧機 


〇子機では操作でさません。 


7 [メニュ ー][5] [セット]を順に巧す 

2 [<] または [>] で OX を選び 
[セット]を巧す 

3 [メニュ —] を6回押す 

4 [く]または [>] で 

キャッチホン-ディスプレイの利用を 
「する」または「しない」を選び 
[セット]を巧す 


ナン A 、、- テ、、イス T レイ 。X 


チヤクシン州ワクシテイ S 


K キトツチホン 


ご購入時の設定：利用しない 


冷カーソルを移動して選びます。 
OX :利用する 
Ox :利用し ない 


べん〇に巧ラ キヤツチホン 
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([キャッチホン•ディスプレイの表示 

下記の他はナンバー•ディスプレイの表示と同じです。^「ナンバー•ディスプレイによる相手先の表示」 ( P .63) 


キャッチホンの巧手巧 

表示（親機/子煤） 

着信拒否を設定している相手先 

「チヤクシンキヨヒ」を OX (する）に設定していても、相手先の番号、「コウシユ 
ウ了'ンワ」「ヒヨウジケンガイ」びそれぞれ表术される（着信拒否^ P . 已己)。 

公衆電話 

海外など表示圏が 

非通知の相手先 

「バンゴウリクエスト」を OX (する）に設定していても、「ヒツウチ」び表示される（番 
号 U クエスト■^^ P .己日)。 

プライべートコールに設定している相手先 

相手先の電話番号び表おされる（プライべートコール^ P . 已4)。 

-キゎッチホンび入ると約30秒間表示して、その後は通話時間の表示に戻ります。 

-キャッチホンをとったときはその時点で通話時間の表示に戻ります。とる前に相手び電話を切っても約30秒間は表示されます。 


〇キャッチホン-ディスプレイをご利巧になると、電話番号情報を転送するため次のよラなことび起こりまず。 
■キャッチホンの着信音（プルルー•プップッ）のあと、「ピポ」という音びして通話び約1秒間途切れます。 
■子機で通話中の場合は、「ヴッ」といラノイズび聞こえまず。 


〇キャッチホンで受けた電話は着信データに記録されます。 

-親機で通話中にキャッチホンび入ると親機だけに記録されます。 

-子機で通話中にキャッチホンび入ると、通話中の 子 磯と親機の両方に記録されます。通話していない子機には記録されません。 

〇巧の焉合、キャッチホンび着信してち巧手先の電話番号び表示されないことびあります。 

.保留中、留守番電話動作中、 コピー 中、ファクスを受信中、登録■設定操作中、通話再生中、外線転を中 
■大声で通話したとき、商囲の雑音び大きいとき 
- NTT 東日本または NTT 西日本の交換機とお客様宅との距離び遠いとを 

〇ファクスの送信中や受信中にキャッチホンび入ると、ファクスの画憬び乱れたり送信や受信び中断されることびあります。またこの場を、 
電話びかかってさたことびわかりませんび、キャッチホン-ディスプレイおよび本機の異常ではありません。 
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モデムダイヤルイン 


モデムダイヤルインをご利用になると、1本の電話回線で2つ LU 上の電話番号び使えまず。電話とファクスで 
異なる番号を使い分けたり、親機と子機で異なる番号を使い分けたりずることができまず。 

モデムダイヤルインをご利用になるには、 NTT 東日本または NTT 西日本とのご契約馆料）び必要です。 


お B 3 いちわせ巧 

NTT 東日本- NTT 西日本 電話番号： 11 百（局番無し） 

受付時間：午前9:00〜午後日:日日（年中無休、ただし年末年始12月2日日〜1月3曰を除く） 

申し込み内容 

ダイヤルインの種類：「モデムダイヤルイン」 

電話番号（送出番号）：下4巧を指定 

-指定しないと現在使用している電話番号び変わることがあります。 

巧 認事頂 

ダイヤルインサービスの利用開始曰 


or モデム ダイヤルイン」(モデム信号方式）を指定してください。本機は P 巨信号方式のダイヤルインには対応しておりません。 

〇モデムダイヤルインは、 NTT の他の回線付加サービスと同時に使えない場合びあります。また、一部の地域ではダイヤルインサービスび 
利用でをないことびあります。詳しくは、 NTT 東曰本 ■ NTT 西日本にお問い合わせください。 

〇電話番号は複数になりまずび、同時に電話をかけたり受けたりすることはできません。 

〇停電中は電話/ファクスともにご利巧になれません。 

本機を接続している回線によって次のことにごま意ください。 


NTT ま日本または NTT 西日本 la かの直収電話 


ダイヤルインサービスをご利用になれないことびあります。詳しくは、ご加入の電話 
会社にお問い合わせください。 


ブランチ接続（う貫 P .18) 


モデムダイヤルインをご利用になれません。 


ISDN 回線 


ター S ナルアダプタ （ TA ) の機種によってはご利巧になれないことびあります。 


ダイヤルインを設定する/解除する 


親機 


〇テ機では操作で击ません。 

〇ダイヤルインサービスび開始されてから設定してください。開始前に設定すると、電話びつなびらなくなることびあり 
ます。 


7 [メニュ ー] [百][セット]を順に巧す 

ク [<] または [>] で OX を選び 
[セット] を巧す 

3 [メニュ —] を 7 回押す 


ナン A ''- テ''イス T レイ 9 X 


チヤクシン州ワクシテイ S 


In ダ'仆ルイン 


4 [く] または [>] で 

ダイヤルインの利用を「する」または「しない」を選び 
[セット]を巧す 


ファクスセンお 


手順4で OX (利用する）を選んだときは 
手順5へ進む 

5 [<] または [ > ] で 

ファクス用番号の登録を「ずる」または「しない」を選び 
[セット]を押す 

手順己で021(登録しない）を選んだときは手順7に進む 
S ダイヤルポタンで 

ファクス用番号を入力し、[セット]を押す 


OX 


7アクス=1111 


ブダイヤルボタンで 
親機用番号を入力し 
[セット]を押す 

S [<] または[> ] で 

共通鳴動を「する」または「しない」を選び 
[セット]を巧す 


ナイセン1= 2222 


キヨ ウツうイドり OX 


ご購入時の設定：利用しない 


〇ダイヤルインを利用するとをは、ナンバー•ディ 
スプレイの加入にかかわらず 、 OX (利巧する） 
にします。 


^カーソルを移動して選びます。 

OX :利用する 
〇と：利巧しない 

輪〇 X 刷巧しない）を選ぶと設定は終了します。 


^カーソルを移動して選びます。 
OX :登録する 
0 X :登録しない 


〇ファクス巧番号の下4析を入力しまず。 

〇ファクス巧番号と同じ番号を、親機用番号、子機 
巧番号に登録ずることはでさません。 

橋 r ナイセン1」は親機を示します。 

〇下4析を入力します。 


嫁親機の番号に電話びかかったとを 

OX :子機のベルも鳴6す（共通鳴動する） 

OX :子機のベルは鳴らさない（共通鳴動しない) 


べん〇に巧ラ モデムダイヤルイン 
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9 ダイヤルボタンで 

モ機巧番号を入力し、 [セット] を押ず 


ナイ t ン2 = 3333 〇子機の内線番号に応じて割り当てる電話番号（下 

-=- ■ 4が）を入力します。 


子機び複数台あるときは手順 9 をくり返ず 


輸子機の内線番号「受けた電話を転送する（が 
線乾送)」 (P.42) 


>電話番号を巧更するには：同じ手順で最初から設定をやり直す。 

1>ダイヤルインの利用を解除ずるには：手順4で〇互（利用しない）を選ぶ。また、 r ナンバーディスプレイ」を〇と（利用しない）にする 
とダイヤルインち解除される。 


〔ダイヤルインの動作 


電話番号（契約者回線番号）とダイヤルインの追加番号により、電話用番号とファクス用番号に使い分けることびでさます。 



電話がかかってぐると 

ファクスがち 5 れてくると 

電話用番号 

ベルび鳴り、電話/ファクスび自動的に切り替え 
られます。切り替えをしないとをは着信モード 
を「デンワセンヨウ」にしまず（着信モードザ G 
P.73)。 

ベルび鳴り、受話器をとると「ポーポーポー」の音びします。無音 
のことちあります。 

ファクスを手動受信でをます（手動受信ザ台 P. 己0)。 

ファクス用番号 

ベルは鳴らず、電には出られません。 

ベルは鳴らず、自動めにファクスを受信します。 



留守設定をしているとまは 

電話用番号 

通常の留守番電話と同じ動作をしまず。-電話の用件は録音されます。-ファクスは自動的に受信しまず。 

ファクス用番号 

-電話の用件は録音されません。-ファクスは自動的に受信します。 

子機用番号 

子機のベルび鳴ります。-電話の巧件は録音されます。-ファクスは自動的に受信します。 


プライべートコールの設定が r スべテ J ではないとまは （プライべートコールが P.64) 

ダイヤルインで割り当てた番号にかかわらず、プライベートコールで指定した親機/子磯のベルび鳴ります。 


こダイヤルインの利用例 


■ こ弓ほいたいとを 


利用例 A 

利用例 B 

-電話用番号とファクス用番号を使い分けたい。 

-電話びかかってさた5、親機ちテ機を鳴5したい。 

•3 つの電話番号（親機とテ機2台）を使いたい。 

-ファクス用の番号は使わない。 


■ こ5契約/設定ずると 

ダイヤルインの契約 ( NTT ま日本- NTT 西日本） 本機の設定 


お夏な登録設定 



r ダイヤルインを設定 
する/裤おする J (P.71) 

利用阿 A 

利用側 B 

ダイヤルイン 

〇 

〇 

ファクス専用 

〇 

X 

ファクス 

bbbb 

- 

内線](親機） 

a 吕 aa 

CCCC 

共通鳴動 

〇※ 

X 

内線2 (子機 1) 

a 吕 aa 

dddd 

内線3 (テ機 2) 

- 

己巨已 S 


※親機に電話びかかってきたとをに、子機のベルも鳴らします。 


寅約内容 

利用例 A 

巧用例曰 

契約者回線番号 

XXX - aaaa 

(電話巧） 

XXX - CCCC 

(親機巧） 

ダイヤルイン 
追加番号 

XXX - bbbb 

(ファクス巧） 

XXX - dddd 

(付属子機用） 

XXX - esse 

(増設子機用） 


■ このよラに動作します 


動作 

ダイヤルずるち号 

視おのが態 

モおのげ態 

冉に電話 

XXX - aaaa 

ベルび鳴る 

ベルび鳴る 

冉にファクス 

XXX - bbbb 

ベルび鳴らずに、自動受信 

ベルび鳴らない 

己の親機に電話 

XXX - CCCC 

ベルび鳴る 

ベルび鳴らない 

日の付属子機に電話 

XXX - dddd 

ベルび鳴らない 

付属子機のベルだけ鳴る 

己の増設子機に電話 

XXX - es 已 s 

ベルび鳴らない 

増設子機のベルだけ鳴る 

日にファクス 

XXX - CCCC 

ベルび鳴り、自動受信 

ベルび鳴らない 
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〇利用例 A のファクス巧番号に電話してを着信べルは鳴りません。電話に出られません。 
〇ベルび鳴っていない親機や子磯でを電話に出られます。 






















































さ s に巧いやず < ずる 


着信べルが鳴ったあとの動作を選べまず。本機は電話やファクスを受けると指定された回数の着信べルを鳴！5したあと、 
着信モードの設定に応じて電話の呼出べルを鳴5したり、ファクスを自動受信したりします。^「ベルび鳴る回数を変 
える」 （ P .7 目） 


着信モード 

本煤の利用目的/着信ベルのあとの動作 

デンワ/ファクス 
キ1」カエ 

電話もファクスもどち5も受けるときに設定します。 

-電話の場合は呼出べルび鳴ります。-ファクスの場合は自動的に受信します。 

ファクスセン3ウ 

本機の番号で受けるのがファクスに決まっているときに設定します。 

-ファクスの場をは自動受信します。 

-電話の場合は着信べルび鳴っている間に受話器や子機をとれば受けられます。 

デンワセン3ウ 

ファクスを自動的に受信したくないとさ設定します。 

-電話の場合は受話器や子機をとると話せまず。電話に出なければ相手先に通話料はかかりません。 

-ファクスを受信する場合は、電話に出てから手動受信します。 が r ボタンを巧して受ける(手動受信)」 （ P . 已 □) 


巧機 


〇テ機では操作でをません。 


7 [メニユ ー][2] [セット]を順に押す 

2 [メニユ —] を1回巧す 

3 [く]または [>] で 
着信モード選び 
[セット]を押す 


V ルオン•メ □テ'' 


チトクシントド 

-> テ'''ノリ/ファクスキリカ I 


ご廣乂時の設定： デンワ/ファクスキ U カエ 


游本ページ上の表を参考に選んでください。 
•デンワ/ファクスキリカエ 
-ファクスセン3ウ 
-デンワセン3ウ 


〇「デンワセンヨウ」に設定し、トールセイバを〇互（しない）に設定している場を、留守設定中は、着信べルび已回鳴ったあと留守番機能 
びはたらさます（ I -ールセイパ‘ザ式 P . 己日）。 

〇「ファクスセンヨウ」に設定し、着信べルを0回に設定ずると、相手先びファクスのときは着信べルび]回を鳴6ずにファクスを受信します。 

この場合は電話を受け6れません（着信べルの回数を変えるう公 P .7 已)。 

〇留守設定中は、「ファクスセンヨウ」の設定をしてち留守設定び優先されます（留守設定をするザ GP .30)。 


•，""。■巧 


無線 LAN 機器との電波干渉が考え！5れるときは、 WIFI 巳 AND の設定を変更してみてくださし、。 

本設定は、コードレス電話機の使巧チャネル帯域を設定します。なお、ご使用の環境により効果が異なることがあります。 


規機 


〇テ機では操作でさません。 〇通話中は操作できません。 


7 [メニユ ー][2] [セット]を順に押す 

2 [メニユ —] を7回押し、[セット]を押ず 

3 [<] または [>] で設定を選び 
[セット]を押す 

設定を変更すると、本機は自動的に再起動しまず。 


へ''ルオン•メ □テ'' 


WIFI BAND 

-> セツテイ2 


サイ扑''ウシの 


ご購入時の設を： セツテイ2 


^次の4種類から選べます。 
セツテイ] 

セツ テイ2 
セツ テイ3 
セツ テイ4 


ディスプレイに表をされる文字の濃度を調整でをます。 


7 [メニユ ー][1] [セット]を順に押す 

2 [メニユ —] を2回巧す 

3 [く]または [>] で 
表示濃度を調整し 
[セット]を押す 


ヒツ。ケ•グ]ク 


k ヒヨウシ'' ノウド■■■皿 


ご購入時の設定： ■■■□□ 


輸已段階で調整でさます。 
ラすい ■□□□□ 

T ■■□□□ 
普通 ■■■□□ 

I ■■■■□ 

濃し、 ■■■■■ 


〇テ機では操作でさません。 


スプレイの表示濃度を巧える 


バンド）をを更する 


クス専用/切替を選ぶ（着信モード) 


さ5にほいやずぐずる 


の 


























































ボタンを押したとを音を鳴 6 す/鳴 6 さない（キータッチトーン) 


ボタンを押したときの「ピッ」といラ音がキータッチトーンです。この音を鳴5ずか鳴5さないかを設定できます。 

'扣 W 、 

3 WC ra ノ 

1 [メニュ ー][1] [セット]を順に巧ず ヒツ。 fr. シ。]ク 

ご睛乂時の設定： 鳴らす 

2 [メニュ ー] を巨回巧ず t キ-タツチト-ン OX 

3 [<] または [>] で 

「鳴！5す」または「鳴5さない」を選び 
[セット]を押す 

^ カーソルを移動して選びまず。 

Ox : 鳴らず 
〇 と：鳴らさない 

( ^ ) 〇 「タッチトーン OFF」 （鳴らさない）にずると、エラーや設定終了の通知音を鳴らな<なりまず。 

1 [メニユ ー] を巧ず 

九ユ- 

矣テ''ンワチョウト如ク 

’ご購入時の設ま： 日 N 
[> [通話]が点なしているとまは： 

[切] を巧してから [メニュー] を巧す。 

2 [▲] または [▼] で 
「タッチ!ン」を選び 
[メニユ ー] を巧ず 

九ユ- 
がツチトン 

タツチト-ン 
欄 

3 [▲] または [▼] で 

roNj または roFF 」 を選び 
[メニユ ー] を巧ず 

^ 鳴らず/鳴らさないを選びます。 

ON :鳴らす 

OFF :鳴らさない 

ボタン操作を受け付けなくする/解除する（チャイルド □ッ ク） 


ボタンを押しても受け付けないように設定できます。お子様のいたず！5や間違えて押したときの動作を防止でをまず。 

〔規機)- 


f [メ-ユ ー][1] [セット]を順1 し 巧ず 

こ ツ''ケ，グ]ク 


’ご鹿乂時の設を： □ ックしない 

2 [メニユ -] を7回巧ず 

け ヤイルド□ツク OX 

3 [<] または [>] で 

□ックを「ずる」または「しない」を 選び 
[セット]を押ず 

輪カーソルを移動して選びまず。 

Ox : □ックする 
〇と：□ックしない 

4しばらく（約9日秒）何も操作しないと 
バックライトが消灯し、□ックされる 

巧トイルド□ックチュウ* 

〇バックライトび点灯している間は操作び□ックさ 
れません。 


冷□ックされているときボタンを操作すると次のメッセージび表示されまず。 

「チャイルド□ックチュウ 
カイジヨ#ヲ2ビヨウオス」 

〇チャイルド□ック中でを、「メモ1」ジュシンブンシヨアリ」などのメッセージび優先して表示されます。 

r 子機つ - 

1[メニ ュー] を巧ず メ-っ _ ' I ごお乂時の設を： OFF 

幸ドンワチョ外如ク 


ク [▲] または [▼] で 

「チャイルド□ック」を選び 
[メニュ ー] を巧ず 


メニュ_ 

けトイルド□ツク 


时イルド□ック 
が FF 


ゴ [▲] または [▼] で 「 ON 」 または 「 OFF 」 を選び 
[メニュ ー] を巧ず 

4 しばらく（約 100 秒）何も操作しないと I チャイルド□ックチュウ 

□ックさ。る - 

を4 □ックされてしぶときボタンを操作すると巧のメッセージび表示されまず。 
「チャイルド□ックチュウ 
74 カイジョ#ナガオシ」 
















































チヤイルド□ックを一時的に解除ずる 


ボタンを巧すだけで一時的に解除できます。機能方ニューか5設定し直さなくても電話やファクスをご利巧になれます。 
ごが用のあとは、しば5 く（親機：約白日秒、テ機：約100秒）何も操作しないと再び□ックされます。 


規機）（[子機） [〇 


>親機と子機の操作は同じです。 


[#] を長く押ず （2 秒 iU 上） 


〈親機〉 


チャイルド□ック3 
イチ':/''カイシ''ヨシ巧夕 


〈子機〉 


チトイルド□ック 
イチシ'' カイシ''ヨ 


〇巧のときはチャイルド□ックび一時的に解除されます。 

-が線を着信したとを -親機または子機を使巧しているとさ 

■操作パネルを閉めたとを（操作パネルを開くと「*チャイルド□ックチュウ*」び表示されません） 


ベルの音をををえる/メロデイにする 


ベル音の音色を変え5れます。また、ベル音の代わりにメ□デイにできます。 


規機 


〇テ機では操作でをません。親機のベル音を変えると子機のベレ音ち変わります。 


7 [メニユ ー ] [2] [セット] を順に巧す 

ク [ く]または[> ] で 

ベルの音色やメ□ディを選び 
[セット] を巧す 


へ''ルオン•如テ''ィ 
-> へ、、ル (ヒヨ ウシ、、 ユン) 


ご購入時の設定： ベル（ヒヨウジユン） 


蹲^なの己種類から選べます。 

ベル（ヒヨウジュン）：通常の音色 
ベル（ナ1」ワケ）：「ヒヨウジュン」とは異なる音 
を 

□ディ （A) :アイネ■クライネ-ナノV卜•ムジーク 
メ □ディ旧）：春 
六□ディに）：トルコ行進曲 


〇着信鳴り分けを設定している場却ま、着信鳴り分けの設定で選んだ音色/メ□ディになります循信鳴り分けザ公 P. 巨4)。 

>選んだベル音/メ □ディを聞をたいと去は： 手順2で [音量] を押す。音び鳴っているときに音量を調整ずることもできる。音を止める 
には [ストップ] を巧す。 う 0「ベル音/受話音/スピーカ音の音量調整」 （P.4 扫） 


ベルび鳴る回数ををえる 


着信べルや呼出べルの回数を変え5れます。着信があってか5回線が接続されるまでに鳴るベルを r 着信べル」と言います。 
設定した回数の着信べルが鳴り終わると回線が接続され、「呼出べル」に変わりまず。この時点で、相手先に通話料金がか 
かります。また、本機のベルの音は変わりませんが、相手先に聞こえる呼出音は、呼出べルに変わると高い音になりまず。 


規機 


〇テ機では操作でさません。 

〇着信モードを「デンワセンヨウ」に設定している場合、着信べルの回数を変更できません（着信モード^ P.73)。 


着信べルの回数を変える 


7 [メニュ ー ] [2] [セット] を順に押す 
2 [メニュ —] を2回巧す 

3ダイヤルボタンで 
ベルの回数を入力し 
[セット] を押す 



ご購入時の設を： 6回 


設定でをる回没!： 0日〜] 9回 

〇—析のとをは頭に0をつけます（例： 4-04)。 

>訂正ずると去は：[消去] を押す。 


〇着信べルを8回！; Lb に設定するとファクスを受けられないことびありまず。ただし、通話中に送信されたファクスは受けられます。 
〇着信べルの回数は!-ールセイバの設定にぶってを変わります（I-ールセイバ"!^ド.已9)。 

〇子機で鳴る着信べルは親磯よりを遅れて鳴り始めるので、指定した回数よりちかなくなります。 

0ベルを鳴5さずファクスを受けるには： 手順3で「00」を人力する。 


さ6にほいやずぐずる 
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着信モード 

着信べルを rooj にしたとまの本機の動作/巧巧のしかた 

電話/ファクス切替 

相手先び電話のときは、回線び接続されてから約已秒後に呼出べルげ鳴ります。相手先が電話をかけて 
か6ファクスを送信したとさは、呼出べルび鳴ります。電話に出てか b 手動受信してください〔手動受信 
が P . 已0)。 

ファクス専用 

着信べルが]回も鳴らずにファクスを受信します。電話は受けられません。 


〔呼出べルの回数を変える 

〇着信モードを「デンワセンヨウ」または「ファクスセンヨウ」に設定している場合は、呼出べルの回数を変更できません。 


1 [メニュ ー ] [2] [セット] を順に押す 
2 [メニュ —] を3回押ず 

3 ダイヤルボタンで 
ベルの回数を入力し 
[セット] を押す 



ご購入時の設を：] 日回 


設定できる回資 [: 01〜1日回 

0— 巧のときは頭に0をつけます（例： 8-08)。 

>訂正ずると宝は： [ミ 肖去] を巧す。 


■班 


ををえる 


通話を保留にしたとをに相手先に济すメ□ディを選べます。 


〔規機 ）I 〇 子 機では操作でをません。 


1 [メニユ ー ] [2] [セット] を順に押す 
2 [メニュ —] を已回押す 


V ル オン□テ'' ィ 

馬化う佩。ィ 


ご睛乂時の設定： ホリュウメ□ディ] 
「聖者の行進」 


3 [<] または [>] で 

メ□ディを選び 
[セット] を押ず 


^なの2種類から選べます。 

ホ U ユウメ□ディ1: r 聖者の行進」 
ホリュウメ□ディ2 : r 茶色のル瓶」 


1>選んだメ□デイを聞をたいとをは： 手順3で [音量] を巧ず。音び鳴っているとをにスピーカから流れる音量を調整できる。音を止める 
には [ストップ] を押す。 う 「ベル音/受話音/スピーカ音の音量調藝」 （ P .48) 

〇相手先に流れる音量は調璧でをません。 


■J 

ストをプ 

■J 

ントする 


電話帳に登録した内容、着信データ、設定の状態、ファクスの送信/受信の履歴をプリントでさます。 


〔親機 ）I « モ 磯では操作でをません。 


7 [メニュ ー] [巨][セット] を順に押ず 

2 [メニュ —] を数回押して 
プリントしたいリストを選び 
[セット] を押す 


テ。、ノリリストフ。||_ント I [> プリントをを中で止めるには：[ストップ]を押す。 


1 ^ツウソンカン11レホ~卜 I 輪なの4種類から選べます。 

電話番号 U スト：「デンワリストプリント」 
着信データ ：「チヤクシンデータプリント」 

各種設定の状態：「システムリストプリント」 
通信管理レポート：「ツウシンカン U レポート」 


■ 「キ□クシヲイレテクダヴィ」が表示された5 


7しば5く（約已秒）するとディスプレイに 
ちのよラに表をされる 


スタ-卜3オシテクタ''サイ 


2 [スタート / コピ ー ] を巧す 阳 クシ 5 セットシテ 

スタ-卜3オシテクダ'サイ 


レホ°-トアリ 

("交互'! 


76 


3 記録紙カセットまたは記録紙ヴポーターに 
記録紙をセットし 

[スタート / コピ ー ] を押す 


レホ。-トシュツ I J ョクチュウ ^が「記録祇のセット」 CP .21) 





















































■リストの種類 
リストち 


項目 補足 


電話番号1」スト 

「デンワバンゴウ 

U スト」 

-相手先名 
-電話番号 

-着信鳴り分けの設定 
• プライべートコールの設定 

-とくてい コールの 設定 
冷巳日件/ 1 ページ 

相手先名び次の順にプ U ントされます。 

1.スペースで始まる名前2.数字で始まる名前 

3. カナの名前（已〇割眞） 

4. アルファベット 已.記号 

6.電話番号だけ登録した相手先（相手先名なし） 

子機の電話帳の内容はプ U ントされません。 

登録内容びないときはディスプレイに「デンワバンゴウミトウ□ク」 
が表示されます。 

着信データ 

「チヤクシンデータ 

U スト」 

-着信曰時 

-着信データ（電話番号） 

-相手先名 

子機に記録された着信データはプ U ントされません。 

ナンバー-ディスプレイをご利用にな5ないと、着信データは記録さ 
れません。 

着信データびないとさはディスプレイに「チャクシンデータア U マ 
セン」が表示されます。 

各種設定の状態 

「システム1」スト」 

-設定項目 
-設定内容 

- 

通信管理レポート 

「ツウシンカン U 

レポート」 

-通信開始曰時 
-通信時間 
■相手先 
•モー r 

-送信枚数 
-受信枚数 
-通信結果 

嫁最新の吕日件まで 

通信結果の詳細ザ公 r ■通信管理レポート（通信結果）の詳細」（本ペー 
ジ下） 

通信データびないとさはディスプレイに「ツウシンデータア U マセ 
ン」び表示されます。 


■通信管理 レポート （通信結果） の 詳細 


表示 

意味 

表示 

意ほ 

八ナシチュウ 

相手先び話し中 

(2 巧の数字） 

ザ a 「エラーコード表」（本ページ下） 

3ビダシ 

相手先か6通話予約などの呼び出しを受けた 

O . K . 

正萬に送信/受信された 

ムオウトウ 

-相手先が受信でさない状態。または電話に出 
ない 

■回線び正し<接続されていない。または接続 
コードび断線している 

チュウダン 

通信中に中断操作をした 

ショウキョ 

メモ U に受信したファクスを消ました ザ Q 「メ 
モ U に蓄積したファクスを消まする」 （ P 万己） 


( I ■フ — 」—卜表 


エラーコード 

内容と对処方ま 

参照べージ 

40 

「メモリジュシン」を Ox (しない）に設定しているとき（メモ U 受信"!^ P . 己巳)、受信 
中に記録紙がなくなりました。記録紙を入れてください。 

P .21 

41 

記録紙びつまりました。取り除いてください。 

P .79 

4已 

メモリびいっぱいになりました。不要な留守電の用件を消去するか、メモ U 文書びあるとさ 
は、アラームを解除して出力するか、消ましてください。「《><モ U ジュシン」を OX 〔しない） 
に設定すれば記録紙受信することびでさます。 

P .32、 已已、已巨 

46 

原稿びつまりました。セットし直してください。 

P .28、 79 

47 

操作パネルが開いています。閉めてください。 

P .80 

71 

-相手先から応答がないため、送信でさませんでした。相手先に確認してください。 

-相手先び番号非通知の着信を拒否している可能性びあります。電話番号を通知して、もラ 
一度送り直してください。 

P .63 

74,7已 

電話回線に雑音び多くて送信でさませんでした。もラー度送り直してください。 

- 

76,77 

送信の達中で相手先び受信を終了してしまいました。相手先のファクスの記録紙びなくなっ 
た、相手先のメモ U びいっぱいになった、もしくは、記録紙がつまった可能性びあります。 
相手先に確認してください。 


92,日己,97,98 

受信の途中で相手先び送信を終了してしまいました。相手先で原稿びつまった可能性があり 
ます。相手先に確認してください。 

— 

巨 A 

インクフイルムびなくなりました。新しいインクフイルムに交換してください。 

P .88 


なお、上記し^外にを、電話回線やホ目手先での異常び考えられます。ちラー度送信/受信してみてください。 
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ダブルアクセスを設定する 


子機での通話中に、声の途切れや雑音が入るときは、設定を変更してみてください。 

(¥m) 


〇親機では操作でをません。 

〇通話中は操作でさません。 

〇テ 機び複数あるとをは、それぞれの子機で設定してください。 


7 [メニュ ー] を押ず 


ク [▲] または [▼] で 
「ダブルアクセス」を選び 
[メニュ ー] を押ず 


ュ- 

クテ''ンワチョウトウ□ク 


ご應乂時の設を ： AUTO 


ュ- 

矣夕 '' T ルア外ス 


ダ'了'ルア外ス 
tAUTO _ 


3 [▲] または [▼] で設定を選び 
[メニュ ー] を押ず 


〇設定によって、 子 磯の連続通話時間はしソ下のよラ 
になります。 

ON (設定）：約4時間 
OFF 懈除）：約6時間 
AUTO :約4〜已時間 

OrAUTO 」 を選ぶと、電波の状態によって自動的 
に曰 N と OFF を切り誓えまず。 

〇子機の通話時は無線 LAN ! 機器の動作に影響を及ぼ 
すことびあります。そのよラな場含は、ダブルア 
クセスを 「 OFF 」 にするとをっとも影響びかなく 
なります。 

〇ダブルアクセス機能は 子 機で外線通話したとさに 
有効です。巧線通話時はダブルアクセス機能は動 
作しません。 
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こんなとをは 

困つたとをは 


紙ヴまりのとを 


紙づまりび起をるとディスプレイに次のメッセージび表示されまず。メッセージに応じてつまつた紙を取り 
除いてください。 


ディスプレイの表示 

原因/巧象方法/参照巧 

キ□クシガツマ IJ マシタ 

「ソウサパネルアケテクダサイ」と 
交互に表おされる。 

-記録紙びつまっているとさは、つまった紙を取0除いてください。 

-記録□ーラのミちれび考え5れまず。記録□ーラをお掃除してください。 

が「日ごろのお手入れ」 （ P .91) 

ゲンコウガツマ1」マシタ 

-原稿びつまっているとをは、つまった紙を取り除いてください。 


つまった紙を取り除く 


〇操作バネルを開くときは確実にいっぱいまで開いてください。途中で止めるとバネルの重さで閉まってしまラことびあります。 
〇作業中は指などをはさまないよ5にを意してください。 


■記録紙カセツトをほ用している場合 

7記録紙カセットに残った紙を取り出す 

/ 〇記録紙カバーを開さ、手前にたおす 
©残った紙を取り出す 
©記録紙カバーを閉じる 


■ 記録おヴポーターをほ用している場合 

7記録紙サポーターに残った紙を取り出す 

/ 〇記録紙セットレ J (一を巧しなび5、残った紙を取 
り出ず 

〇 記録紙セツトレバーから手を離ず 



2 


つまった紙を取り除く 

〇操作ノ V ’ネル開ボタンを巧して図のよラに操作 J V ’ネルを 
開< 

-確実にいっぱいまで開いてください。 



こんなとをは 困つたとさは 


(次ぺージにつづく） 79 


















©つまった紙を図に示ず矢印の方向にゆっくりと弓 I さ抜く 

■言己録紙がつまったとき 



• 破れたときは紙片を残さず取0除いてください。 


〇図に示すよラに青色のギヤを回してインクフイルムの 
たるみ■をとる 


©操作パネルを閉じる 

•図のよラに左ちの端を上のでか5、カチッと音びす 
るまで巧さえます。 

-手前の端を押さえると閉ま0にくいことびあります。 
0 図に示す^ッセージび表示された5、ダイヤルボタン 
の [ 2 ] を押す 



3 記録紙を入れる 

^ 「記録紙のセット」 （ P .21) 


つまった紙を取り除いても次のメッセージび表示されることびあります。メッセージに応じて対処してください。 


ディスプレイの表示 

原因/巧処方ミち/参照巧 

キ□クシガツマ1」マシタ 

記録□ーラの巧れび考え5れます。 n —ラをお掃除してください。 

ザ 0「日ごろのお手入れ」 ( P .91) 

ソウサパネルガアイテイマス 

操作パネルび完全に閉まっていません。ちラー度、カチッと音びするまで閉め直して 
ください。 

□-ラヲセイソウシテクダサイ 

「ゲンコウガツマ U マシタ」と交互に 
表示される。 

原稿送り巧□ーラの巧れび考えられます。 n — ラをお掃除してください。 

^ 「日ごろのお手入れ」 （ P . 目 1) 


クスび正常に送れない/まけ6れないとを 


ファクスの送信中/受信中に異常びあるとディスプレイにメッセージが表示されまず。それぞれの状況に応 
じて対処してください。 


ディスプレイの表示 

送信中/受信中 

レポー トのプリント 

ツウシンイジヨウ 

この他にも異常を示すメッセージびあります。 

送信中 

「不達レポート」びプリントされます（不達レポートう公 
P . 已4)。 

受信中 

「通信管理レポート」をプ U ントしてください 。 ru 
ストをプリントする」 （ P .7 日） 
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それぞれのレポートには「ツウシンケツカ」をおず欄びあります。レポートに記されたエラーコード （2 巧の数字）占、5 
エラーコード表の「内容と対処方法」を参照し、巧のしてください。「エラーコード表」 ( P .77) 
















停電したとを 


停電したときや親機の電源プラグをコンセントか5巧いたときは、親機/テ機ともにご利用になれません。 

親機で電話帳などの登録中、各種設定の操作中、ファクスの送信中/受信中、メッセージなどの録音中に停 
電したとをは、操作を完了していない登録内容、設定値、送信内容/受信内容、メッセージ、用件は巧をさ 
れません。 

親機に記録された設定や情報には、停電したときに消えてしまうちのとミ肖えないちのびあります。 


■信電から復旧した S 

本機は自動的に使用できる状態に戻りまず。 

•本機に現在の時刻を設定してください。「回線種別や時刻を設定する」手順2 (P.19) 

■ Z おの場合 

停電してち、モ機の設定/情報に影響はありません。ただし、電池バックを抜くとおえてしまう設を/情報びあります 
のでごを意ください。ザ0「■電ミ也バックをタルたあとの設定/情報」 (P.90) 


親機または子機のボタンを巧しても何も反応しないときは、巧の操作をお試しください。 


(視傑） 

電源プラグをコンセントか6いったん振いて、再度差し込む。 

〇モ傑） 

電池パックのコネクタをいったんおいて、再度差し込む。 


〇この操作を行うと、ミ肖えてしまう設定/情報びありますのでごま意ください。 
規 機：^ r 停電したとさ」（本ページ上） 

モ 機：が「■電化ルックを列したあとの設定/情報」 （P.90) 


たとを 


操作びでをな<な 


ミ肖えない設定/情 ffi 

参照巧 

親機 


-インクフィルム残量の記録 

P. 白 

-留守番電話の用件 

P.30 

-電話帳に登録した内容 

P.37 

-保存したさかのぼ0録音の内容 

P.44 

-メモ U 代行受信で書 

P. 巳已 

-自作の応答メッセージ 

P. 已7 

-おやすみモードの開始時刻/終了時刻 

P.61 

-通信管理レポート 

P.76 

-各種設定 

P.100 


消えてしま5設定/情巧 

参照巧 

親磯 


-時計の設定 

P.19 

- U ダイヤルに記録された電話番号 

P.36 

-おやすみモード 

P.61 

-着信データ※ 

P.66 


※：ナンバー-ディスプレイをご利用のとを 



こんなとをは 

的客 

参照ぺージ 


ディスプレイに何ち表示されない 

-電源プラグはコンセントに差し込んでありますか？ 

P.19 


"ソウサパネルガアイテイマス’ 
と表示が出た 

-操作パネルを閉じてください。 

P.80 


"インクフィルムコウカン’と表 

-インクフイルムがなくなっています（残っていてち表示されるとをは、 

P.88 


示び出た 

インクフイルムのたるみを取って、操作パネルを閉じてください)。 



":><モ|」ジュシンブンシヨアリ’ 

-受信文書びありますび、インクフイルムがないためプ1」ントでさません。 

P.2K 88 

待 

ま 

中 

"インクフィルムコウカン’と表 

まず、インクフイルムを交換してください（インクフイルムび残ってい 


示び出た 

てを表示されるとさは、インクフイルムのたるみを取って、操作パネル 
を閉じてください)。次に記録紙を入れてか b プ U ント操作をしてくださ 
い。 



"キ□クシガツマ U マシタ""ソ 

-記録紙びつまっていませんか？記録紙びつまっている場合は、操作パ 

P.79 


ウサパネルアケテクダサイ’と 

ネ J レを開けて記録紙を取り除いてください。 



交互に表示び出た 

-記録□ーラを清掃してください。 

P.91 


"メモ U ジュシンブンシヨア U ’ 

-受信文書のプ U ント待ちです。記録紙を入れてからプ1」ント操作をして 

P. 已已 


"スタートヲオシテクダサイ’ 
と交互に表示び出た 

<ださい。 



たとをは （ Q & A ) 


こんなとをは 


困つたとさは 


I 
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こんなとをは 

内容 

参照べージ 


"レポートアリ""スタートヲ 

- U ストやレポートのプ U ント待ちです。記録紙を入れてからプ U ント操 

P .76 

待 

オシテクダサイ’と交互に表示び出た 

作をしてください。 


受 

"チャイルド□ックチュウ""力 

.[#] を2秒政上巧して、チャイルド□ックを一時的に解除してくださ 

P .7 已 

中 

イジヨ #ヲ2ビヨウオス'と 
表示び出た 

い。 



受話器か5何ち聞こえない 

-電源プラグはコンセントに差し込んでありますか？ 

•電話回線、受話器用コードが接続されていますか？ 

P .19 



-子機を使用中ではありませんか？ 

P .26 


電話を受けられるび、かけること 

-回線種別の設定び含っていますか？ 

P .2 Q 


びでさない 

•ターミナルアダプタ ( TA ) を使用していませんか？ 

P .2 己 


電話をかけることはでをるげ、夏 

-ナンバー-ディスプレイやダイヤルインのサービスに加入している場合 

P . 巨2、 7] 


けることびでさない 

は、必ず「利用する」に設定してください。 

•ターミナルアダプタ （ TA ) を使用していて、ター S ナルアダプタ （ TA ) 
側でダイヤルインの設定をしている場含は、本磯側のダイヤルインの設 
定を「利用しない」にしてください。 

P .71 


呼出べルび鳴っているのに、親機 

•受話器が外れていませんか？受話器を親機に戻し、再度受話器をとっ 



で電話を夏けることができない 

てみてくださし、。 



ベルび鳴らない 

•ベルの音量調舊び「切」になっていませんか？ 

P .48 


ベルの音びルさい（大さい） 

-ベルの音量を調整して<ださい。 

P .48 


ベルび鳴り、電話をとったが何も 

•相手先がファクスかもしれません。親機の [スタート/コピ ー ] (子機で 

P .34、 巳日 


間こえない 

は [巧線] を巧したあと [6]) を押してください。 



相手先の芦び聞き取りにくい 

-黃話音量を調舊してください。 

P .4 白 


着信べル/呼出べルの意味がわか 

-「電話やファクスを受ける」 （う £ iP .34)、 「ベルび鳴る回数を蜜える」 


ち 

話 

らない 

(う公 P .7 日）をご覧ください。 


公衆電話で電話をかけた相手先か 

-「ベルが鳴る回数を変える」 （う貧 P .7 己）をご幫ください。 


i 

機 

/ 

5、応答ちしないのに通話料金が 
かかると言われた/また、呼出音 
び少しおかしいと言われた 

— 


子 

機 

•w* 

電話をかけたとを、相手先に自分 

-相手先げ NTT 東日本または NTT 西日本のナンバー-ディスプレイを契 

P .63 

の電話番号が表示されるのか？ 

約している場合、自分の電話番号を通知したとさに表示されます。 
•ファクス送信のとき、お客様が自分の電話番号を登録していたら、その 
番号び相手先のファクスに表示されます。 

P . 已2 



親禮か b モ機を呼び出せない 

-電源プラグはコンセントに差し込んでありますか？ 

P .19 


テ磯から、親機や他の子機が呼び 

-子機を親磯に近づけてみてください。 

P .14 


出せない 

-親機あるいはモ機の近くに無線 LAN 機器や電子レンジげありませんか？ 
ある場合は 3 m じ(上離してご使用ください。 

-近くで他のコードレス電話磯を使用していませんか？ 

P .1 已 



- 子機は充電されていますか？ 

P .17 


通話中に雑音げ入るとを 

- 親機のアンテナの向さを変えてみてください。 

P .14 


電話をかけてか6呼出音び聞こえ 

- 相手先びナンバー-ディスプレイを利用している場合は、接続までに時 

P .62 


始めるまでに時間びかかる 

間びかかることびあ0ます。 

- 事業者識別番号を自動的につけて電話をかけた場合は、接続までに時間 
がかかることびあ D ます。 

P .47 


"カイセンカクニン"と表示び出 

- 電話回線接続コードび抜けていませんか？ 

P .19 


た 

- 話し中に相手先が電話を切り、一定の時間が経つと表示されます。 



受話器び湿かい 

- コピーやファクスを送受信したあとは、受話器が温かくなることげあり 
ますび、問題なくご使用いただけます。 

- 


トーン（プッシュ）信号の送出の 
しかたは？ 

•「ダイヤル回線でトーン信号を送る」 （う GP .4 日）をご覧ください。 

- 


電話がかけられない（「ツー」とい 

- 親機の電源プラグは、コンセントに差し込んでありますか？ 

P .19 


ラ音が聞こえない） 

- 子機は充電されていますか？ 

P .17 

話 


- 親機に電話回線び接続されていますか？ 

P .1 白 

機 

S_t< 


- 親機から離れ過ざていませんか？親機に近づいてください。 

P .14 


•親磯または他のテ機が通話中、またはファクスの送信/受信、コピーを 
していませんか？ 

-[通話] を押しましたか？ 

P .26 



82 




























こんなとをは 

两容 

参照ぺージ 


ベル（呼出音）が鳴 b ない 

•ベルの音量調整び「切」になっていませんか？ 

P .48 



-親機に近づいてみてください。 

-親磯のアンテナの向きを変えてみてください。 

P .14 



-テ體は充電されていますか？ 

P .17 


相手先の声び聞さ取りにくい 

-受話音量を調整してください。 

P .49 


通話中に声が途切れたり雑音が入 

-テ機は電波を使っているため、通話中に靑の途切れや雑音げ入ることが 

P .14、 1 已 


る 

ありますび、故障ではありません。雑音がひどい場含は、次のことをご 
確認ください。 

一親機に近づけてみてください。 

-親機のアンテナの向さを変えてみてください。 

-無線 LAN 機器や電子レンジなどの電気機器から離してみてください。 

一堂光巧が近くにあった6離してみてください。 

一子機の近くに携帯電話などの巧電器びあったら離してみてください。 

ーダブルアクセスの設定を変更してみてください。 

P .78 

電 

話 

S 

モ 

機 

通話中に「ピッピッピッ…」とし、 
ラ音が鳴り、び点灯した 

-電池パックの充電残量がかなくなっています。充電してください。 

P .17 

通話中にすぐに電池びなくなる 

-電池パックを交換してください。 

P .90 

充電器に置いたとさ、 [切] が点灯 

-充電器の電源プラグをコンセントに差し込んでありますか？ 

P .17 

しない 

-充電器に正しく置いてください。 



"ツウワケンガイ’と表示が出た 

-親禮の電源プラグは、コンセントに差し込んでありますか？ 

P .19 



-親機から離れすざていませんか？親機に近づいてください。 

•親機に近づいても、すぐに接続動作が行われない場合びあります。これ 

P .14 



は3分ごとに接続動作を行ラためです。すぐに接続したいとをは[通話] 
を巧して < ださい。 

- WIFI BAND の設定を変更してみてください。 

P .73 


"シヨウチュウ"と表示び出た 

•親磯で;><ニュー設定、またはファクスの送信/受信、コピーをしていま 
せんか？ 

P .2 巨 


他のファクスの子機を本機の子機 

-使えません。テ磯を増設する場含は指定の増設コードレス電話機セット 

P . 白巳 


として使えるのか？ 

をお買い巧めください。 



増設子磯び使元ない 

-増設モ磯を使える状態にするには、増設の操作をしていただ<必要があ 
0ます。 

P . 日已 


子機で通話中、突然通話び切れて、 

-親體に近づけて使用してください。 

P .14 


親機が保留状態になる 

-電池パックを交換してください。 

P .90 


コピーが白紙になる 

-コピーする面を裏向きにして原稿をセットしましたか？ 

P .28 


コピー中に「ピーピーピーピー 

- [ストップ] を巧すと、音が止まります。 



ピー」といラ音げ鳴った 

* 原稿がつまってし''ます。 

P .79 



-記録紙の給紙不良です。記録紙をセットし直してください。 

P .21 



•記録紙びつまったか、なくなっています。 

P .2 K 79 


コピーびかすれた、ラすい 

-原稿読み取り濃度を濃<して、ちラー度コピーをとってください。 

P .51 


コピーが鮮明でなし、 

•原稿読み取り部（ガラス面、白色の□ーラ）を清掃してください。 

P .91 

フ 


-当社指定の記録紙を使用してください。 

P .21 

ア 

ク 

ス 

コピー面の左端またはち端び欠ける 

-原稿セットガイドを原稿の幅に含わせてください。 

P .28 

記録紙の裏面び巧れる 

-記録□ーラを清掃してください。 

P . 白] 

S 

□ 

ピ 

原稿とプ U ント結果のサイズが違 

•原稿の厚さと表面状態の差により、送り誤差〔原稿読み取りの伸び縮み） 


っ 

びあ0ます。 

-原稿送り用□ーラびミちれていると、送り誤差びでる場合があります。 

原稿送り用□ーラを清掃してください。 

P .91 

1 


原稿をセットすると"ゲンコウガ 

-いったん操作パネルを開け、操作パネルを閉じてください。 

P .79 


ツマ1」マシタ"の表示が出る 

•原稿送り巧□ーラと原稿読み取り部〔ガラス面、白色の□ーラ）を清掃 

P .91 


原稿をセットしたのに"ゲンコウ 

して < ださい。 



ガア1」マセン"の表示が出た 

-原稿が自動的に引き込まれるまで軽く差し込んでください。 

P .28 


原稿が送り込まれていかなし、 

-原稿が本機で読み取れるサイズや厚さではありません（厚すざる/薄す 
ざる/ルさすざる）。他のコピー機で普通紙にコピーしてからファクスし 
て < ださい。 



こんなとをは 困つたとさは 
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こんなとをは 

内容 

参照べージ 

フ 

ア 

原稿び斜めに入った 

•原稿を取り除さ、ちラー度やり直してください。 

P .79 

ク 

ス 

3 

ピ 

1 


-原稿セットガイドを原稿の幅に合わせてください。 

P .28 


-原稿送り用□ーラを清掃してください。 

P .91 

けモ1」フル」と表示され、コピーでさない 

•コピー部数を入力せずに [スタート/コピ ー ] を巧してください。 

P .29 


原稿の読み取り中に「ピーピー 

•原稿を取り除さ、やり直してください。 

P .79 


ピーピーピー」といラ音びして止 

■原稿送り用□ーラと原稿読み取り部（ガラス面、白色の□ーラ）を清掃 

P .91 


まってしまい、"ゲンコウガツマ 
U マシタ' と"□ーラヲセイソ 
ウシテクダサイ"といラ表示が交 
互に出た 

して < ださし、。 



原稿び送られず、"アイテヴキム 

-相手先の電話番号を確認してください。 



オウトウ"と表示び出た 

•相手先が電話に出ません。しばらくしてか5、かけ直してください。 

-相手先のファクスび受信でさない状態になっています。相手先に確認し 
て、ちラー度送り直してください。 

-相手先び番号非通知の着信を拒否している可能性があります。電話番号 
を通知して、もう一度送り直してください。 

P .63 


原稿び送られず、"アイテサキ八 

•相手先が話し中です。しば6くしてから、かけ直してください。 



ナシチュウ' と表示が出た 

•回線び混み合っています。しばらくしてか5、かけ直してください。 



何回送信してち"サイ八ッコマ 

-相手先が話し中です。 

P .29 


チ’になる 

-電話びかけ b れ るかを確認してくださし、。 

-電話をかけてそのまま通話中に送信してみてください。 

P .5 Q 



•「ダイヤルトーンケンシュツ」を〇と（しない）に設定してみてくださし、 

P . 已3 


送信中に「ピーピーピーピーピー」 

-相手先のファクスに記録紙切れなどが起さたため、送信び中断されまし 



といラ音び鳴り出した 

た。相手先に確認して、もラー度送り直してください。 


フ 

ア 

ク 

ス 

送信に時間がかかる 

■画質モードの設定び「シャシン」のときは、「フツウ」や「チイサイ」の 
とさに比べ、送信に時間がかかります。 

- 原稿に黒い部分び多いとを令原稿の裏に印刷びあるとさは、送信に時間 
げかか0ます。 

-回線の状態び悪い場合は、送信に時間びかかることがあります。 

P . 已1 

巧 

信 

•w* 

モーター音び大さくなることびあ 

. 送信に時間びかかるとをには、モーター音び若干大さくなることがあり 

P . 已1 

る 

ますび、故障ではありません。 



海がへの送信がでさない 

•海外へ送信するときは、国内と違い接続に時間びかかります。電話をか 

P . 已〇 



けてそのまま通話中に送信した方び確実に送れます。 

•海外通信の設定をすると、エコーキャンセル令、ファクス信号を長く送 
出するため、海がとの通信びしやすくなります。 

P . 已3 


送受信でサイズび違ラ 

•ファクスの場合は、送受信で若干の差び出ます。原稿/記録紙の送り誤 
差（原稿読み取りおよび受信画の伸び縮み）があります。 

- 


送信した原稿が相手先で白紙にな 

•原稿を表裏逆にセットしませんでしたか？送る面を「裏向さ」にセッ 

P .28 


る 

卜 し、もラー度送り直してください。 

•相手先の記録紙の向を（表裏）が正しくないかもしれません。相手先に 
確認してもう一度送り直してください。 



相手先で受信した記録びかすれた、ラすい 

-原稿読み取り濃度を濃くして、もラー度送り直してください。 

P . 已1 


相手先で受信した記録の状態び鮮 

•本磯でコピーをとってください。コピーが鮮明でないとさは、原稿読み 

P .29、9] 


明でない 

取り部〔ガラス面、白色の□ーラ）を清掃してください。コピーが鮮明 
なとさは回線または相手先に原因びあると思われます。もラー度送り直 
して < ださい。 

- 通信中にキャッチホンが入ると画像び乱れることがあります。もラー度 
送り直してください。 

P .69 



. [画質] を押し、画質モードを変えてもラー度送り直してください。 

P . 已1 


相手先で受信した記録に黒いすじ 

•本機でコピーをとってください。コピーにも黒いすじが入るときは、原 

P .29、9] 


び入る 

稿読み取り面（ガラス面）を清掃してください。コピーび正常なときは、 
相手先に原因びあると思われます。もう一度送り直してください。 


フ 

"シバラクオ7チクダサイ"と表 

- 電源プラグを入れたまま、しばらく使巧を控えてください。 



示が出たままになった 



香 

"ソウサパネルガアイテイマス’’ 

-操作パネルを閉じてください。 

P .8 Q 

信 

と表示び出た 
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こんなとをは 

的客 

参照ぺージ 


"インクフイルムコウカン’と表 

-インクフイルムがなくなっています（残っていてち表示されるとさは、 

P .88 


示び出た 

インクフイルムのたるみを取って、操作パネルを閉じてください)。 



"キ□クシヲイレテクダサイ"と 

-プ U ント中に記録紙がなくなりました。記録紙を入れてください。 

P .21 


表示が出た 

-記録紙の給紙不良です。記録紙をセットし直してください。 



"キ□クシガツマリマシタ’と表 

-記録紙びつまっています。 

P .79 


示び出た 

-記録□ーラを清掃してください。 

P .91 


ベルが鳴り続けて、自動的に受信 

-受信したファクスをプ U ント中は受信できません。 



でさない 

.コピー中や登録.設定中のときは、 [ストップ] を巧して、コピーや登録 
をやめて < ださし、。 

-相手先びファクス信号を出さないタイプのときは自動受信でさません。 
手動受信を行ってください。 

P . 已日 



-「チかクシンべルカイスウ」が「8回」切上に設定されている場合、相 
手先が電話をかけずにファクスを送ったときは受信できないことがあり 
ます。 

P .7 已 



-「チゎクシンモード」を「デンワセンヨウ」に設定しているときは自動受 

P .73 



信でをません。 

-応答メッセージやさかのぼり録音、留守電の用件でメモ U がいっぱいの 
とさは、ベルび鳴り続けて受信できません。不要な用件を消去してくだ 
さい。 

P .32 


受信中に「ピーピーピーピーピー」 

-[ストップ] を巧すと音び止まります。 



といラ音び鳴り出した 

-記録紙の給紙不良です。記録紙をセットし直してください。 

P .21 



•記録紙びつまったか、なくなっています。 

P .2 K 79 

フ 

ア 


-インクフイルムびなくなっています。 

-相手先のファクスに原稿づまりなどび起さたため、受信が中断されまし 
た。相手先に確認して、送り直してもらってください。 

P .88 

受信した記録紙げ白紙になる 

•相手先が原稿を表裏逆にセットしたかもしれません。相手先に確認して 


ク 


<ださい。 


ス 

受信した記録紙のほかに白紙が出 

-送信側で原稿を読み取る隙、本来の長さより伸びたり縮んだりすること 



た 

びあります。読み取りび伸びた場含に、受信側で余白部分を2枚目と認 


信 


識して白紙の記録紙を出力することびあります。 

-「ジュシンシュクショウ」を「1日日％」に設定している場合は、記録紙が 
2枚に分かれ、2枚目び白紙になることびあります。 

P .56 


受信した画像び鮮明でない 

-通信中にキゎッチホンび入ると画像び乱れることびあります。もラー度 

P .69 



送り直してもらってください。 

•本磯でコピーをとってください。コピーび鮮明なとさは、回線または相 
手先に原因びあると思われます。相手先に連絡して、もラー度送り直し 
てちらってください。 

P .2 日 


受信した記録紙に黒いすじび入る 

-本機でコピーをとってください。コピーに黒いすじび入らないときは、 
回線または相手先に原因びあると思われます。相手先に連絡してもラー 
度送り直しても b ってください。 

P .29 



-コピーに黒いすじび入るとさは、原稿読み取り部を清掃してください。 

P .91 


記録紙を入れるたびに、同じ内容 

• A 4 長を超える原稿を受信した場含、記録紙び2枚！;(上に分割されます。 



び印刷される 

このとき、記録紙が]枚しかセットされていないと、プ U ント中に記録 
異常となり、記録紙を追加しても、はじめからプ U ントし直します。 

記録紙は寓に多めにセットしておいてください。 

— 


記録紙がつまる 

-当社指定の記録紙を使用してください。 

P .21 


記録紙が送5れなし、 

-セットできる枚数は、記録紙カセット使用時は2日枚まで、記録紙サポー 
ター使用時は已枚までです。 

-記録紙を補充するとさは、記録紙カセットまたは記録紙サポーターに残っ 
ている記録紙をすべて取り出し、追加する記録紙と合わせてよくさばい 
たあと、さばいた側を下に先端をそろえてそっと置いてセットしてくだ 
さい。 

-しわのある記録紙、巧れている記録紙、湿っている記録紙などは使用し 
ないで < ださい。 

•記録□ーラ、ゴム板を清掃してください。 

P .91 


こんなとをは 困つたとさは 


8已 



















こんなとをは 

内容 

参照べージ 


記録紙び一度に複数枚送 b れる 

-当社指定の記録紙を使用してください。 

-記録紙を補充するとさは、記録紙カセットまたは記録紙サポーターに残っ 
ている記録紙をすべて取りだし、追加する記録紙と合わせてよくさばい 
たあと、さばいた側を下に先端をそろえてそっと置いてセットして<だ 
さい。 

P .21 



-しわのある記録紙、巧れている記録紙、湿っている記録紙などは使用し 
ないで < ださい。 

-ゴム板を清掃してください。 

P .91 


プリントした記録紙が巧れるとさ 

-記録□ーラ、インクフイルム押さえ部を清掃してください。 

P .91 


ファクスの送信はでをるび、受信 

-応答メッセージやさかのぼり録音、留守電の用件でゾモ U びいっぱいに 

P .32. 


びでをない 

なっていると、；><モリ受信びでをません。不要な用件などを消去してく 
ださい。メモ U 文書びあるとさは、出力操作をするか、消ましてくださ 
い。 

己已、巳巨 


;><モ1」オーバーによる通信異常び 

-本機は、ファクス受信中にインクフイルムや記録紙がなくなってもメモ 



多発する 

U 巧行受信がはた5くよラに、いったんメモ U に蓄積しなびらプ1」ント 
しています。ただし、受信でをるゾモ U 容量を超えるデータ量の原稿び 
送られてくると、メモ U オーバーとなり受信でさません。このよラなこ 
とびひんぱんに起こるとさは、政下の操作を行ってください。 

-不要な用件をミ肖去する 

P .32 



-「メモ U ジュシン」を〇兰（しない）に設定する 

P . 已已 



-不要なメモ1」文書を消去する 

P . 已6 

フ 

ア 

海外か b の受信びでさない 

-国によっては著しく回線状態び悪い場含があり、受信でさないことびあ 
ります。 


ク 


-ファクス信号を出さない装置からの場合、留守設定にしてください。 

P .3 Q 

ス 


無音検出機能で受信できます。 


受 

信 


-コールバックサービスをご利用のとさは、送受信の手順などが違ラ場合 
があります。サービス提供会社などにお問い含わせください。 



海外か b ファクスを受けるとさ 

•海外通信の設定は、ファクスを送るときの磯能です。ファクスを受ける 



は、常に「海が通信する」に設定 
しておく方びよいのか？ 

とさは関係ありません。 

— 


ファクスかんたん受信がでさない 

•「カンタンジュシン」 げ公 X (する）に設定されていますか？ 

P . 己4 



•受話器から「ファクシミ U を受信します。受話器を置いてお待ちくださ 
い。」というメッセージを聞いてから、受話器を戻してください。メッ 
セージが流れる前に受話器を戻すと回線び切断されます。 

-周囲に騒音などがありませんか？ 

P .34 



-相手先びファクス信号を出さない機種の場合は、ファクスかんたん受信 
はでさません。親磯の [スター ト/ コピ ー] を押してください。テ機では 
[巧繳 を押したあとに [6] を押してください。 

-受信したファクスをプ U ント中は受信でさません。 

P . 己日 


A 4 の原稿を受信しているが、縮 

•相手先（送信側）で原稿の大ささにさちんと原稿セットガイドを含わせ 



ルされてしまラ 

て送ったか確認してみてください。 

•「ジュシンシュクショウ」を「目3〇/〇」、 r 日0%」、「8己 Q /〇」に設定してい 

P . 已6 



ませんか？ 



記録紙、インクフィルムびなく 
なったとさはどラなるのか？ 

-記録紙、インクフイルムがなくなったページか b メモ U 代行受信します。 

P . 已已 


テ機で受けたとさのファクスの受 

- [巧線] を押したあとに [6] を押してください。 

P .5 Q 


信方まは？ 

■さかのぼり録音中のときは、録音を終了 （[メニュ ー ] を巧し、 [▲] ま 
たは [▼] で「□クオンシュウ U ョウ」を選び、 [メニュ ー ] を押す） 
させてから、 [内線] [6] を押してください。 

P .4 己 

留 

留守設定びでさない 

■用件びいっぱいです。不要な用件を消去してください。メモ U 文書びあ 

P .32. 

守 

番 

品 

巧 


るとさは、出力操作をするか、消去してください。 

己巳、巳巨 

留守設定にしているび、ベル回数 

-「トールセイバ」を〇と（しない）に設定すると、設定した回数だけ着信 

P . 已日 

話 

を常に一定にしたい 

ベルび鳴ります。 
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こんなとをは 

巧客 

参照ぺージ 

留 

巧 

番 

品 

巧 

話 

留守番電話の内容が聞こえなく 
なってしまった〔用件件数は表示 
されている） 

•モニタスピーカ音量が「切」になっています。 

P .49 

留守設定時に自動送信で送られた 
ファクスを受信でさない 

-「チかクシンべルカイスウ」を「7回」切下に設定してください。 

P .7 已 

が出先から操作0」モート操作） 
でさない 

-留守設定にしてありますか？ 

-パスワードは登録しましたか？ 

-プッシュ信号の出せる電胃舌機で操作していますか？ 

•「1」モートソウサ」を OX (する）に設定してありますか？ 

P .30 

P . 已8 

留守電ケータイ転送は巨秒切上 
メッセージび録音されないと転送 
されないのか？ 

-転送されません。内容のない用件び転送されるのを防止しています。 

P .60 

応答メッセージび流れない 

•着信中に [留守] を巧したとき、留守設定はされますび、モニタスピー 
力か6;>(ッセージは流れません。 

-おやすみモードになっていませんか？ 

P .31 

P .61 

い 

ろ 

い 

ろ 

な 

サ 

1 

ビ 

ス 

キャッチホンの操作は？ 

キゎッチホンサービスを受けた場含 
のファクスの使用上の問題点は？ 

-「キゎッチホン」（う a P . 日日）をご覧ください。 

- 

停電時にダイヤルイン機能は使用 
でさるか？ 

-使用でさません。 

P .71 

ダイヤルインサービスを利用している 
び、留守電ケータイ転送はでさるか？ 

. 留守電ケータイ転送をご利用になれます。 

— 

NTT 東日本または NTT 西日本の 
ボイスワープ〔転送サービス）に 
加入したび、電話への転送びでさ 
るか？ 

•着信べル回数を、ボイスワープ（転送）するまでに鳴らすベル回数より 
多い回数に設定してください。つまり、本機が自動的に回線を接続する 
前にボイスワープ（転送）するようにしなければなりません。 

-ボイスワープに加入すると、相手先び電話の場合もファクスの場合も転 
送されるので、ファクスの自動受信はできません。 

P .7 已 

ナンバー■ディスプレイに加入し、 
使用しているが、着信データが親 
機には残るび、子機に残らないと 
さび忘る 

-テ機が親機の電波の届かない場所に置かれていませんか？ 

モ機を親機に近づけてみてください。 

-テ機の呼び出しび行われる前に親機で電話に出ていませんか？ 

-着信拒否やプライベートコール設定により、子機の呼び出しび行われず 
着信データび子機に残らないことびあります。 

P .14 

P . 巨4、日已 

ち 

続 

方 

法 

ホームテレホンまたはビジネスホ 
ンにファクスを接続でをるか？ 

-接続でさません。 

- 

パソコンと接続しているが、ファ 
クスの受信びでさない 

- 「 IP 電話機能付き ADSL モデムに接続したときの注意」 （ WP ぶ日）を 
ご覧ください。 

— 

パソコンと接続しているげ、時々 
ファクスが動作し、パソコン通信 
びでをない 

•パソコン、モデムの雑音電波で、ファクスが誤動作しています。本機と 
パソコンを離して置いてみてください。 

P .14 

そ 

の 

他 

"ゲンコウガツマ U マシタ’と表 
示されるび、原稿び取れない 

-操作パネルを開け、原稿をゆっくりと引き抜いてください。 

P .79 

発信元登録で電話番号を入れた 
び、登録されない 

•数字は「文字入力のしかた」（ザ QP .104) に従って入力してください。 
ダイヤルボタンの数字ではありません。 

— 

さかのぼり録音ができない 

•用件びいっぱいです。不要な用件を消去してください。メモ U 文書びあ 
るとをは、出力操作をするか、消去してください。 

P .32、 

巳已、已6 

スピークスのどのボタンを押して 
も何ち反応しない 

•親磯の場含は、電源プラグをコンセントからいったん抜いて、再度差し 
込んでください。 

•テ磯の場合は、電池パックのコネクタをいったん抜いて、再度取り付け 
てください。 

P .19 

P .16 

引越しなどで電話番号が蜜更に 
なったとさは？ 

-回線種別の設定び合っているか確認してください。 

-回線付加サービスに加入している方は再度、サービスごとの設定を確認 
して < ださい。 

•親磯に、諾信元や自分の電話番号を登録している場合は、新しい電話番 
号を登録し直してください。 

P .20 

P .23 

P . 已2 

操作を間違えた 

親纖ま [ストップ] を、テ機は [切] 封甲し、操作や設定をキャンセルします。 

— 


こんなとをは 困つたとさは 
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お手入れのしかた 


インクフイルムを交換する 


インクフィルムびなくなるとディスプレイに次のメッセージが表示されまず。また、「インクフィルム残量」 
の表示を見るとおよその残量びわかりまず。メッセージに応じてインクフイルムを交換してください。 



〇操作バネルを開くとさは確実にいっぱいまで開いてください。途中で止めるとバネルの重さで閉まってしま5ことびあります。 
〇作業中は指などをはさまないようにを意してください。 


■記録紙カセツトをほ用している場合 

記録紙カセツトに残った紙を取り出す 

〇記録紙カバーを開き、手前にたおす 
©残った紙を取0出す 
la 記録紙カバーを閉じる 


■ 記録紙ヴポーターをほ用している場合 

記録紙サポーターに残つた紙を取り出す 

〇記録紙セツトレバーを巧しなび!5、残った紙を取 
D 出す 

0記録紙セットレバーか5手を離す 


2 



インクフィルムを交換する 

〇操作バネル開ボタンを巧し、図のよ5に操作バネルを開く 
-確実にいっぱいまで開いてください。 

©使用;きみのインクフィルム（卷さ取5れたインクフィルムと 
カラになった白色の棒の2本）を取0出す 
-サーマルへッドの両端にある金属部分には手を触れないで 
ください。 

A ち巧 

サーマルへッドやその周辺には手を軸れないでく 
ださい。高湿でやけどずることびあります。 


































O 新しいインクフィルムを入れる 

-固定シートをつけたまま図のように本機の契にあ 
る溝に入れます。 

. 白色の軸の□ールを下側にして、六角形のストッ 
ノ く一びある方をち側にしまず。 

-六角形のストッパーび、本機の取付部にしっかり 
とはまっていることを確かめてください。 


青色の軸 
白色の軸 


六角形の 

ストッパー 


〇インクフィルムの固定シートをはびす 

-接着された部分をはびし、図に示す矢印の方向に抜さ取 
0ます。 

0 青色の軸をセツトする 

•青色の軸を持ってインクフィルムをかし引き出し、その 
まま青色の軸を本機の手前にある溝にセツトします。 


0青色のギヤを回してインクフイルムのたるみをとる 


〇操作ノてネルをゆっくり閉じる 

•図のように左ちの端を上の方か5、カチッと音びするま 
で巧さえます。 

-手前の端を押さえると閉まりにくいことびあります。 



3 


〇 


インクフィルムの残 量 表示を U セットする 

〇図におすメッセージび表示された5、ダイヤルボタンの [1] を巧ず 
• 「1:八イ」を還ばないとインクフィルム残量び正しく表示されま 
せん。 

©図に示すメッセージび表示された5、ダイヤルボタンの [1] を巧ず か 
- IJ セットしないとインクフィルム残量び正しく表示されません。 > 


インクフイルムヲ ] 知ンシタ? 
1: A イ2:イイ I _ 


フィルムサ'''ノ I 」ヨウ I 」セット? 
1:1」セット2:チュウ':/ 


4 


記録紙を入れる 

が「記録紙のセット」 ( P .21) 


〇新しいインクフィルムを取り付けたときは、インクフィルム残量を U セットします（手順3)。 U セットしないとインクフィルム残量び正 
し<表示されません。使巧中のフィルムを入れ直したとさは、 U セットしなければちとの残量を表示でさます。 

〇インクフィルムは、廃棄するとさを除いて分解しないでください。 

〇巻を戻したインクフィルムはお使いにならないでください。をれいに印字でさなかったり故障の原因になることびあります。 

■ 使用済みのインクフイルムの処分 


使用済みのインクフイルムにはプ U ントした内容び残ります。内容を見られたくないとさは、八サミなどで切ってか b 捨てて 
<ださい。 

お住まいの地域で定められたゴ S の分別ルールに従って処分してください。 

フイルム：ポリエステル お：ポリスチレン、ポ U アセタール、 ABS 樹脂 


こんなとをは お手入れのしかた 
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子機の電池パックを交換する 


モ機を充電しても使える時間が短くなってをた6、電池パックを交換してください。 

■電池パックを安をにお使いいただ<ためのごま意 

A ち巧 

♦子機の充電は、子機専用の充電器を使用してください。その他の充電条件で充電すると、電池パックを液漏れ、発熱、破裂さ 
せる原因となることびあります。 

♦電池パックを単体では充電しないでください。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 

♦専用の電池パックを使用してください。また、専用の電池パックは他の禮器には使用しないでください。電池パックを液漏れ、 
発熱、破裂させる原因となります。 

♦電池パックを水や乂の中に投入したり、加熱しないでください。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 
♦電池パックに直接はんだ付けしないでください。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 

♦電池パックのコネクタの赤（プラス）•黒（マイナス）を、針金などの金属類で接細しない〔ショートさせない） でくださし、。 
火災、感電の原因となります。 

♦電池パックのビニールカバー（チューブ）は、はがさないでください。電池パックを液漏れ、発熱、破裂させる原因となります。 
♦電池パックを分解-巧造しないでください。電池パックの発熱、破裂の原因になることがあります。 

♦電池パック内部の液び眼に入ったとさは、失明のおそれびありますので、こす6ずにすぐにされいな水で洗ったあと、直ちに 
医師の治療を受けてください。目に傷害をちえる恐れがあります。 

また漏れた液び皮膚やを服についたときは、されいな水で洗い流してください。皮膚びかぶれたりする原因になります。 
♦電池パックを使用中や充電中、または保管中に異臭を発したり、発熱したり、変色•変形その他、今までと異なることに気び 
ついたとさは、モ機から電池パックを取り外し、使用を中止してください。 


■ 電池パックのリサイクルにごいて 


錫 

Ni-MH 


電池パックにはニッケル水素電池を使用しています。ニッケル水素電池は U サイクル可能な貴重な資源です。交換後不要 
になった電池パックや、本磯を廃棄する隙に取り出した電池パックは、シヨートによる発煙、発火の恐れびありますので、 
端子を絶縁するためにテープを目ちるかポ U 袋に入れて、お買い上げいただいた販売店、またはお近くの「ニッケル水素雲 
池 U サイクル協力店」へお持ち<ださい。 


♦ 「ニッケル水素電池 U サイクル協力店」へのお問い合わせは下記へお願いします。 
-本機または電池パックをお買い上げいただいた販売店 


「(社）電池工業舎かお二次電池巧資源化推進センターおよび充電式電池 U サイクル協力店< らぶ」事務局（(社）電池工業会ホー 
ムぺージ http :// www . baj . or . jp / (平成19年日月現在）をご参照ください） 


交換用の電池ノ ックは本機を購入された販 
売店にお問い合わせください。 

ニッケル水素電池 3.6 V 百00 mAh 
型を： SP - D 3 


〇お、ず指定の電池パックをお使い < ださい。 

〇電地パックをがずと消えてしまラ情報びあります。必要な情報はあらかじめメモ 
をとるなど記録しておいてください。 が 「■電池パックを外したあとの設定 
/情報」（本ページ下） 

〇電池パックのコードは強く引っ張らないでください。また電池カバーを取り付け 
ると去に、はさまないで<ださい。 

の電池パックび入っていない子磯を充電器に置かないでください。 


J 電池 カバーを あける 

I 図のように電池カバーを下に押しなびら手前に引きます。 


2 ちい電池ノックを取り出す 

コネクタをまっすぐ上に引き抜きます。 

3 新しい電池パックを取り付け、電池カバーを取り付 
ける 

う G 「テ機を組みなてる」 （ P .1 目） 



〇新しい電池パックは充電されていません。デ磯に入れたあと充電してください。が r 子機を充電ずる」 （ P .17) 

■ 電池パックを巧したあとの設定/情巧 


おえない設定/情 ffi 

参照巧 

-電話帳に登録した内容 
-各種設定 

P .40 


消えてしまラ設定/情强！ 

参照巧 

-着信データ※ 

P . 己7 

-リダイヤルに記録された電話番号 

P .36 

-時計 

P .17 
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本機を良好な状態でお使いになるためには、定期的に外装や内部をお掃除してください。 

〇お手入れの前には電源プラグを振いてください。電源プラグを损くと消えてしまラ設定や情報びあります。必要な情報はあらかじめメモ 
をとるなど記録しておいてください。ザ0 r 停電したとき」 CP .81) 

0?另機/子機の外装のお掃除 1 

うすめた台所用中性洗剤に浸した巧を固く絞ってか5、本機の表面の巧れを巧走取ってください。そのあとは、乾いた柔 
5かいなで拭いてください。水拭きをするとさは巧を固く絞ってから拭いてください。 

〇ベンジン、シンナーなどの有機溶剤、アルコールは絶巧に使田しないでくださし1。をあやを色の原因となりまず。 

r 親機內部のお掃除（原稿送り用□ーラ/記録□—ラ/ゴム板/原稿読み取り部） ^ 


こんなときにお掃除して<ださい 

お掃除ずる箇所 

お掃おの周期 

原稿び送れない 

原稿送り用□ーラ 

月に]度ぐ5い 

記録紙びラまく送れない 

記録□ーラ、ゴム板 

プ1」ントした記録紙びちれる 

記録□ーラ、インクフィルム押さえ部 

記録紙びミちれるとさ 

コピーや相手先の記録紙に汚れび写る 

原稿読み取0部（ガラス面、白色の□ーラ） 

月に]度ぐ5い 


〇操作バネルを開くとさは確実にいっぱいまで開いて<ださい。途中で止めるとバネルの重さで閉まってしまラことびあります。 
〇作業中は指などをはさまないよラにを意してください。 

7電源プラグをコンセントか5抜き、電話回線接続コードを本機か5おく 

' ザ Q 「親機の接続」 ( P .19) . 


圓記録紙 カセツトをほ用している 場合 

2 記録紙カセツトに残った紙を取り出し、 
記録紙カセツトを取りかす 

〇記録紙カバーを開き、手前にたおす 
0残った紙を取り出す 
の記録紙カバーを閉じる 


♦ 

■ 記録紙ヴポーターをほ用している場合 

2 記録紙サポーターに残つた紙を取り出す 

〇記録紙セットレ J (一を巧しなび5、残った紙を取 
り出ず 

〇 記録紙セットレバーか5手を副ず 



手順3へ 


日ごろのお手入れ 


こんなとをは お手入れのしかた 
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ゴム板を掃除する 

片方だけ水に浸した綿棒を用意してください。 


〇ゴム板び付いている部分を図のよ5に指で開 

< 

〇 ゴム板部分にでさた隠間に綿棒を指し込んで、 
□ム板を巧< 

-綿棒の水に浸した方でゴム板の汚れを拭さ 
取ったあと、乾いた側で水分を巧さ取りま 
す。 



□-ラ、インクフィルム押さえ部を掃 
除する 

水に浸した巧を固くしぼり、□—ラを図におすち 
印の方向に回しなび5巧さます。 

〇操作バネル開ボタンを巧して図のよラに操作 
バネルを開< 

-確実にいっぱいまで開いてください。 

〇 記録□ーラを巧く 
〇インクフィルム押さえ部を巧く 
©原稿送り用□ーラを巧く 
@青色のギヤを回してインクフィルムのたるみ 
を取る 



原稿読み取り部を掃除する 

〇白色の□ーラのち端にある緑色のレバーを図におす矢印の方 
向に起こす 

-原稿読み取り部のち側び白色の□ーラか5かし離れます。 

©原稿読み取0部の左端を固定している白色の突起を左手の指 
で押し下げる 

-原稿読み取り面と白色の□ーラの掃除び終わるまで押し下 
げたままにします。 

0原稿読み取り面（ガラス面）を柔らかい巧でおく 

-白色の□ーラとの間にでをた隙間に巧を差し込んで拭さます。 

〇白色の□ーラを拭く 

-水に浸した巧を固くしぼり、□ーラを図に示す矢印の方向 
に回しなび5拭きます。 

-矢印と反対の方向に回すと、緑色のレバーび倒れてしまラ 
ことがあ0ます。 

©白色の突起から左手を離し、緑色のレバーをちとに戻ず（倒ず） 
@青色のギヤを回してインクフィルムのたるみをとる 
©操作パネルを閉じる 

-左ちの端を上の方から、 r カチッ」と音びするまで巧さえます。 


-手前の端を押さえると閉まりにくいことびあります。 




















5 記録紙カセットを設置、または記録紙サポーターを起こし、 

回線や電源ををと通りに接続する 

^「親機の接続」 （ P .19) 

7記録紙を入れる 

, 「記録紙のセット」 （ P .21) 

インクフイルム/記録紙の保管 ） 

品質の装化したインクフイルムや記録紙をお使いになると、きれいにプ U ントできなかったり故障の原因になったりしま 
す。インクフイルムや記録紙の保管には次のことをお守0ください。 

■インクフイルム（本機にセットずる前のをの） 

-直射日光びあたる場所を避け、袋に入れて気温び日〜3已での場所に保管してくださし、。 

-結露びあるインクフイルムは乾燥させてか5お使いください。 

■記録紙 

•湿気のをい場所、高温になる場所を避け、乾燥した;令暗所に保管してください。 

-本機の記録紙カセットに長期間セットしたままにしないでください。 


こんなとをは お手入れのしかた 
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修理-保守/増設/廃棄 



掲載されているお問い合わせ先、修理受付窓口などは変更 
されている場合があります。 

最新の情報は、本マニュアルが掲載されているページの 
【必ずお読みください】「お問い合わせ-アフターサービ 
ス ( PDF )」 を参照してください。 
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消巧品 

おち 

仕様 

インクフィルム 

SP-FA 曰30 

A 4 サイズ 30 m 

SP-FA 曰 24 S 

A 4 サイズ（セキユ U ティ強化タイプ） 24 m 

※使用済みインクフィルムの抜けあとが、見えにくくな0ます（当社従来品比)。 

電池バック 

SP - D 3 

コードレステ機用ニッケル水素電池 

記録紙 

FAX A 4 X 100 

FUJIFILM ファクス用普通紙（熱転写用紙） A 4 X 1 日日枚 
※一般のコピー用紙ちお使いいただけます。ただし、本機を安定した性能でお使 
いいただくために、次のよラな記録紙をお使いください。 

オーバーコートなど表面処理をしていない普通紙（コピー用紙） 

サイズ： A 4 

厚さ： 日. 08 mm 〜日 . 1 mm 

(巳日日枚包でおよそ4日 mm 〜日日 mm の厚さ） 

(この取扱説明書の本ぺージの厚さび約0.日 8 mm です） 


オプション品 

おを 

仕様 

増設コードレス電話機セット 

SP - Z □己1 ( S ) 

色：シルバーテ機増設用カナ表示 

SP - Z □己1 ( W ) 

色：ホワイトテ機増設用カナ表示 


嫁増設子機の色は、本機（親機）の色と異なる場合びあります。ご確認のうえ、お求めください。 


モ機を増設するとを 


増設するテ機は、本機をご購入いただいた販売店でお求めください。 

お求めの隙は、必ずテ機の型名をご指定ください。 ^ 「消耗品•オプション品のご案内」 （ P . 白 4) 

〇増設でをる 子 機の台数は、付属の子機と合わせて合計で3台です。が「はじめに」 （ P .2) 

〇増設 子 機を使える状態にするには、増設の操作をしていただく必要びあります。詳しくは増設 テ 機に同捆されている説明書をご確認くだ 
さい。 


本機の登録/設定を出荷時に戻したいとを 


本機を廃棄、譲渡などで手放す際は、本機に登録、記録されにお客様の大事な情報を、ずべて消去することをおすずめします。 
登録、記録された情報をすべてミ肖去し、ご購入時の設定に戻すには次の操作をしまず。 


〇お話中は摄作でさません。 


親傑 


[メニュ ー] 口][セット]を順に巧す 


2 ダイヤルボタンの 
[1] を巧す 

3この後、本機を使わないとさは 
ちのメッセージが表示されて占、! 5 
電源 プラグを巧く 


シュツカグへモドス 


1:モドス2:チュウシ 


州''ラクオ巧クタ''サイ 


シュツカグへモドシの夕 


|>中止するとまは： [2] を巧す。 


〇電源に接続したまましば6くすると、本機び再お 
動されます。このとを、：欠のメッセージび表おさ 
れます。 

r サイキドウシマス」 


(モ機） - 

7 [メニユ ー] を巧す 

2 |> ] または w で 

「シユッカジへモドス」を選び 
[メニュ ー] を巧ず 


3 [メニ;1-]を巧す 


メニュ_ 

’ンワチョりトウ□ク 


メニュ_ 

化ツカグへモドス 


グツ]ウシ巧力？ 
がイ 


グツ]ウシ巧夕 


1>[通話]が点なしているとまは： 

脚]を押してか6 [メニュ ー] を押す。 


〇中止するとまは：「イイエ」を遇び、[メニユ ー] 

を押す。 


こんなとキな 修理.保守/増設/廃棄 
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まな仕様 



[つマウ : K ') 


原稿サイズ 

最大： 21日（幅 ）X 600虑さ ） mm 
最ル： 1 28 (幅 ）X ] 28虑さ ） mm 

記録紙サイズ 

普通紙 

. A 4 サイズ （21 日 X 297 mm ) 

-厚さ0.08〜0.1 mm 

記憶容量※ 1 

約8已枚 

《 ] 枚： A 4 サイズ （7 日0文字/ページ） 

有効読取幅 

208 mm 

有効記録幅 

20已 mm 

走宣方法 

as による原稿移動型平面走査 

走营線密度 

主走査8ドット /mm 
副走査かさい： 7.7 line/mm 
普通： 3. 8曰 line/mm 

通信モード 

G 3/ ECM &2 

通信速度 

白目00 /7200/4800/2400 bps 

電送時間※ 3 

G 3 :約27秒 ECM :約] 2秒 

記録方式 

熱転写記録ち式 

適用回線 

• 一般電話回線 
-モデムダイヤルイン回線 
- NCC 回線 

自動受信 

有〔電話/ファクス自動切督機能内蔵） 

電源 

AC 100 V 巳0/己 OHz 


消賣電力 待機時 

約 ].9 W 

送信時 

約]曰 W (標準的原稿） 

受信時 

約]目 W (標準的原稿） 

コピー 時 

約2日 W (標準的原稿） 

最大時 

約]日日 W 


直流抵巧； 

107 n (20 mA ) 

がお寸法 
(アンテナな 
どの突起部を 
除く） 

約2目7 ( 幅） X 1目目（奥行） X 104搞さ） 
mm 

約2目7 (幅） X 206 (奧巧） X 200 (高さ） 
mm (記録紙 サポーター 使用時） 

約2目7 (幅） X 22 日（奧す子） X 3 已8 (高さ） 
mm (記録紙カセツト使用時） 

質量 

約 2.8 k 旨（記録紙、インクフィルムを除く） 

使用環境 

温度：日〜3日で 
湿度： 3日〜8己％ 

推奨環境 

温度：1日〜3日で 
湿度： 3日〜7日％ 


〇本機の外観 • 仕様などは、改良のため予告なく変更することびあ 
ります。 

〇本磯を設置する場所び、 NTT 東曰本または NTT 西日本の交換機施 
設から離れていると、使用できないことびあります 。 speax (ス 
ピー クス）インフ オメーシヨンセンターにご 相談ください（う 
P .94)。 


(； コードレス 電話 J 


使用可能距離 

見通し距離：約1日日 m 

使用周波数帯 

2.4 〜2.483已 GHz 帯 

〈モ機〉 

電源 

DC 3.6 V (専用ニッケル水素電池使用） 

電池巧電時間 

約] 0時間 

電池持続時間 

連続待受時：約300時間ぷ -A 
連続通話時：約日時間夕曰 

列お寸法 

約44 (幅） X 34 燥行） XI 59搞さ） 
mm 

質量 

約] 30 g (電池パックを含む） 

〈モ機巧電器〉 

列お寸法 

約87 (幅） X 87 〔與行） X 43 (高さ） 
mm 

質量 

約 130 g (電源コード含む） 

消費電力 

約 1.0 W (充電時）/約 0.3 W (充電器 
のみ） 

電源 

A 巳1 00 V 己0/色 OHz 

〇充電端テのない無接点充電方式です。 

( 留守番電話 J 


録音方式 

DSP 方式 

最大録音時間 

1件につを3分 

含計録音時間 

約4已分 

※標準音声で録音した場合 

最大録音件数 

30件 

応答メッセージ 

自作：吕固定：1 


《1:記憶容量は、留守番電話の応笞メッセージや用件、さか 
のぼり録音、メモ U 代行受信などを含むすべての記憶容 
量となります。 

《2 :；><モ U 受信を「しない」に設定（う £ iP . 日己）している 
場合の受信は、 G 3 モードになります。 

※吕：電送時間は、 A 4 版7日日文字程度の原稿を画質モード 
「フツウ」 （8 X 3.8 日 line / mm )、 通信速度目曰日 0 bps 
で送ったとさの速さです。これは、画像情報の電送時間 
のみを示しており、通信の制御時間は含まれません。 

実隙の通信時間は、原稿の内容、相手先の磯種、回線の 
状態により変化します。 

:待受時とは、充電び完了したあとテ機を充電器か6がし、 
一度ち通話しない状態のことです。通話したり、着信べ 
ルび鳴ったりした場合には、待受時の電池持続時間が短 
くなります。また、親機の電源びオフのときも短くなり 
ます。 

※己：ダブルアクセス 〔"=^ P .78) を「日 N 」 に設定した場 
含は約4時間、 「 AUTO 」 にした場合は約4〜己時間 
になります。 
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ベル 

な 

曰至 


モニタス 
ピーカ音量 


受話音量 


待受中 


〇 


通話中 



@幸切〜6■►ステップアップ 


切ル中大 




ル _► 中■►大 


トーン信号 
を送る 


電話を 

かける 


。むしソ後のダイヤルはトーン（プッシュ） 
^信号で送出される 


キャッチホン 
の利用 


か線と 
通話中 


ロルルー 
プップッ」 


すンフック/キャッチ^ 次の人 

〇 > と通話 


最初の人 A むフックキト；/チ I 
と通話 f 〇 


チャイルド□ッ 
クの一時解除 


02秒 L 处上巧す 


ファクス/ コピー 

画質モード 

L > フツウチイサイシヤシン」 

送信 

55 卜 ♦ ホ目手先電話ま号 ♦ 〇 

電話帳で 

送信 

認卜*酱*眷蓋* 

♦ 0 W 

スタ-トロピ- 

手動送信 

S 5 卜 先* 通話* 


* 内線番号 •親機 . 内線1 

•付属の子機…内線2 

. 増設子磯……1台目：内線3**、2台目：巧線4、 
•すべての子機を一斉に呼ぶとさ… [*] 

(子機を2台 LiLL 使用している場合） 

** SP - DA 24 日 W では内線3も付属のテ機となります。 


電話 


迷惑電話 
お断り 


着信びあった.^ 
麗のとき1 


广親傑) - 

費、 S 話器をとる:受話器を戻ず0 :ボタンを洞 ■ 


電話 



G 操作早わかりガイド 


音量調整 


こんなとをは 操作早わかりガイド 
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ファクス/ コピー 

手 

動 

受 

信 

かんたん受信 
「ずる」 

かんたん受信 
んない」 

通話してか5 
受信ずる 

指* 誇* 

の す…」 

識*^*駐ポ-*為た*抑* 
通副" ►s ♦: S ポ- ♦公♦資 * 

コピー 

S 卜 *〇 ■►麗 i*o 

しノ' スタ-トロピ- 9 で,1ホ占）スタ-トロピ- 

数を指定） 


留守番 

留守の 

設定/解除 

里守 
@ 

用件の 

再生 

♦再生 

※聞を終えた巧件を一度 
に消ましたいとをは 
「用件は政上です」の 
あと[消去]ボタンを 
巧しまず。 

用件の 

消去 

消去した 

い用件を> 1ミ肖 S 1 
再生中 '' - ' 

おやずみモード 
の設定/解瞭 

おやすみ 

(5) 


(モ機） 


I ♦:充電器か日とる I ♦:巧電器に戻ず〇 :ボタンを巧ず 
© © 

クイック通話が ON のとさ 

電話びかかってさたとを、充電器に置いてあるテ機をとる 
と[通話]ボタンを巧さずに相手先と話すことびできます。 

クイック通話が OFF のとさ 

電話びかかってきたとき、相手先を確認してか5、[通話] 
ボタンを巧して相手先と話すことびできます。 


(本ガイドは、クイック通話日 FF のとさの説明です。） 


電話 

電話を 

かける 

オンフック 
でかける 

H * 延)先 * 通話* §4 0^ 
幽♦雲巧♦励♦通話 ♦ §4 0 

リダィヤル 
ずる 

1** な* Os 室* 

♦袋)♦通話 ♦ 胃 li まには@ 

◎ 

電話を 

受ける 

謂通話* 


電話 

保留にずる 

通話中驾) > または @ 

© 

電融こ 

戻る 

保留中 > !)♦ > ( g ) > 通話 
© 

親機で 
話ず 

保留中 ♦祭* 親機で通話 

迷惑電話 
お断り 

着信びあった ^ 「才]トワ1」」 A 
通話のとき 'し*'夏 y を疆ぶ ' 


*5* 11または® 

© 

閱送 
親機へ 

證話*®*の*|!!*|還 ま 


-親機び出ないときは[巧線]ボタンを巧し、が線 
通話に戻ります。 

<親機> 

子機から _w 3 ^子機と _w 外線と 
の呼出 > が*>通話 > 通話 

他の 
モ機へ 

外線と心内線転送を ■w 1) または 
通話中♦姐♦番号*♦伝える ♦ |/|(Vi 

© ^ 


-子機び出ないときは[巧線]ボタンを巧し、が線 
通融こ戻ります。 

〈子機〉 

子機から 1) 占転送を外線と 

の呼出 ♦ f ♦♦超)♦受ける♦通話 
© 

内線通話 
親機へ 

<親機> 

駿♦♦包を ♦の ♦通話 ♦ II * 佑） 
の © ^ 

子機から心/ f _w 子機と 

の呼出♦が*♦通話 ♦ 庐 

他の 
子機へ 

と* 層* 護 

〈子機> 

子機か 6 A 1 .子機と.！) まをは 

の呼出 ♦!/ ♦♦货 ♦通話 ♦ !/* 狂） 
◎ 巧一 


* 内線番号 •親機 . 内線] 

-付属の子機…内線2 

-増設子機…一1台目：内線3**、2台目：内線4、 
-すべての子機を一斉に呼ぶとき… [*] 

(デ機を2台！;■(上使用している場合） 

**SP-DA 240 W では内線3ち付属の子機となります。 











































電話 


電話帳で 

かける 


すばや< 

探して 

かける 


さかのぼり録青 


ベル音量 


受話音量 


モニタス 
ピー カ音 


トーン信号 
を送る 


キャッチホン 
の利巧 


チャイルド□ッ 
クの一時解除 


!)♦ 

© 



ネ目手先 
を選ぶ 


. (通な） 


目 


通話 ♦ 胃♦または 

を 



該当する行のダイヤルボタン 
を何度か巧し、巧手先を表示 ■ 
させる 


•@ ♦ 通話 ♦ §* または @ 
© 


外線と 
通話中 



「□クオン」 
を選ぶ 


〇♦録音 ♦ I がたは® 
© 


待受中 


質 


を/つ'扇 



就ま 
© 



立旦1 , ホ日 つ I 立巨。'立旦イ 

曰ま I - f 曰まピ曰ま 0 曰ま 4 

1 ( 


電話を击ソ後のダイヤルは!-ーン（プッ 
かける, けづシュ )信号で送出される 


外線と「プルルー-^ち^、、次の人 
通話中 > プップッ」 ♦ U ♦ と通話 


最初の人 
と通話 


キヤツチ 

|〇 


如') 2秒政上押す 


フアクス 

手動受信 

贏1*|**@*莊ホ’-* 

かんたん受信 
「する J 


ァしク まだ主を* D * または® 


© 

かんたん受信 
「しない J 



◎ 


f +または色） 


の 

通話してか日 
受信ずる 

獨ま 中*!豁 趣) 


♦風 


留守番 

の中 

巧疋 

ン 1 分顺 1 ま邸 
級 中*! 職* に©*!*® 

解除 

g 円由 J 就^ 1 麵 ま邸 
巧义中* 驚 職* にが!^® 

巧件の再生 

班百ン ,1 店 副就ま 

級 中* S * 再生*^ @ 

。記参勵巧^ 曾 

早送り 

用件を再生中 >0 う 

巻さ戻し 

用件を再生中 >〔1 7) 

再生中の 
巧件を消去 

貴幫 * 風 

聞を終えた 
巧件を一度 
に消去 

用件を A 「用件は ピッピッ、 

再生 >1；!上です」♦ピッ」 ♦ 

* 言懲 *1 げたは© 


「 U モコンソウサ」の選びかた 

。 - 、 /Ov リモ ] ンソウヴ . にコ - 

D ^(< び表示されるまで > 〇 

^ くり返し巧す ^ 


" リモコンチュウ ’ 
と表示される 


外出巧か S の操作（か綜リモート） 


本機に電話 A 「巧 I 「パスワ-ド]网 ♦ 操作コード(本ペー ジ下) 
をかける, I 


-プッシュ回線- 


操作コード 

' きき戻し … (tt)[T)(l] 

• 用件再生 …@ 胃 @ 

-早送 0... 回回回 
• 留守設定 … 回回回 


. 留守設定解除 … 固回回 

回回回 
回固の回 
回回图回 


• 用件消去 …… 
• 留守電ケータイ 
転送説 
-留守電ケータイ 
転送解除 












































广機能設定/登録早見表 

〈手順〉 r メインメニュ—選択 I r 機能メニュ—選択！ r 設定/登録 


メインメニュー 

機能 メニュー 

設定/登録 （ 1 1 はお買い上げ時の状態です） 

参照 

ぺージ 

© 

シヨキセツテイ 

ヒジケ-ジコク 

年月曰と時刻の設定 

P .20 

カイセンシュべツ 

PB 、[^、 ジドウカイセンセンタク 

P .20 

ヒョウジノウド 

■□□□日、■■■■□、11111 

P .73 

ジブンノバンコ"ウ 

自分の電話番号（最大20析）を登録する 

P . 己2 

八ツシンモトキ□ク 

1〇 C プ U ントする）1、 X (プ U ントしない） 

P . 己3 

A ツシンモトトウ□ク 

自分の名前（最大40文字）を登録する 

P . 己2 

キータツチトーン 

|0 (鳴らす）1、 X (鳴らさない） 

P .74 

チャイルド□ツク 

OC □ックする）、 |x (□ックしない） 1 

P .74 

⑤ 

デンワキノウ 

ベルオン-メ□ディ 

1ベル（ヒョウジュン)1、ベル^ナ U ワケ)、メ □ディ （ A 〜 C ) 

P .7 己 

チャクシンモード 

1デンワ/ファクスキ U カエ1、ファクスセンヨウ、デンワセンヨウ 

P .73 

チャクシンべルカイスウ 

〇〜19回、1巨回1 

P .7 已 

3ビダシべ J レカイスウ 

] 〜19回 、110回1 

P .7 巨 

ケータイオトクダイヤル 

〇 (利用ずる )、 |x (利田しない)1、事業を識別を号(最大10巧)の登録 

P .47 

1 P デンワカイジョ 

0(解除ずる)、 | x ( がおしない)1、 IP 電話解除ま号(最大1日巧)の登録 

P .47 

ホリュウメ□ディ 

1ホリュウメロディ1|、ホリュウ□ディ2 

P .76 

デンワチョウテンソウ 

親機の電話帳を 子 機に転をする（一斉輯送、個別乾を） 

P .38 

W 1 FI BAND 

セッテイ]」セッテイ2 1、セッテイ3、セッテイ4 

P .73 

感 

ファクス-コピー 
キノウ 

ぉ卜 IJ ノゥド 

■□□□□' ■■□□□、1 ■■■中 1' ■■■■□、11111 

P . 己] 

カンタンジュシン 

に C する）1、 X (しない） 

P . 己4 

カイガイツウシン 

〇 (する）、 lx (しなし、 ） 1 

P . 己3 

フタツレポート 

|〇 (出力する）1、 X (出力しない） 

P . 己4 

ジュシンシュクショウ 

8596、9096、|93%|、100% 

P . 己邑 

ブンカツキ□ク 

〇 (ずる）1、 X (しない） 

P . 己6 

メモ U ジュシン 

に （ずる） し X (しない） 

P . 己己 

タイヤル!-ーンケンシュツ 

〇 (ずる）、 lx (しなし、 ） 1 

P . 己3 

メモ IJ ブンショショウキョ 

• X モリ受信したファクスを消去する 

P . 已6 

③ 

ルスバンデンワ 
キノウ 

ゼンヨウケンショウキョ 

すべての用件を消去する 

P . 己7 

オウトウ六ツセージ□クオン 

応答メッセージの録音(オウトウメッセージ 1 •オウトウ; ><1 ッセージ 2) 

P . 己7 

オウトウ;>(ツ セージ ショウキョ 

応答メッセージの消去(オウトウメッセージ 1 •オウトウ; ><1 ッセージ 2) 

P . 已7 

1 -ールセイパ 

〇 (ずる ）、 |x (しない） 

P .59 

リモートソウサ 

〇 ( IJ モート操作する ）、 |x (1」モート操作しない） 

リモートパスワード （4 衍）の登録 

P . 己8 

ルスデンケータイテンソウ 

〇 (留守電ケータイ転をする）、 I.X (留守電ケータイ転送しない)1.、転 
送先電話番号（最大40析）の登録、転送回数の設定 （1 〜10回） 

P .60 

オヤス S モードタイマキ U カエ 

オヤス=オン： 〇 (する ）、 |X (しない）1、おやすみ開始時刻の設定 
オヤス吉オフ： 〇 (する ）、 |x (しない）1、おやすみ終了時刻の設定 

P .61 

サカノボリ□クオン 

|0(する）1、 X ( しない)、保持時間の設定(1〇フン1、已フン、ムセイゲン)、 
自動録音モード] (1 シナイしミンナ□クオン、ヒツウチ□クオン)、 
自動録音モード2 (1 シナイ1、メイワクデンワ□クオン） 

P .44 


ダイヤルボタンまたは 
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メインメニュー 

機能メニユー 

設定/登録 （ 1 1 はお買い上げ時のげ態です） 

参照 

ページ 




ナンバーディスプレイ 

1〇 (利用する）1、 X (利用しない） 

P.62 




しソ下はナンバー•ディスプレイを「利用する」に設定した場合のみ 





チヤクシンナ IJ ワケシテイ 

着信鳴り分け指定 （1 シテイナシ I 、 ベル（ヒョウジュン)、 

P.64 




S プライベートコールシテ 

ベル（ナリワケ)、メ□ディ （A 〜 C))、 





づ 



プライべートコール指定 （1 すべてし内線番号つ 





トクテイコール 


〇 (する）、 |x (しない）1 

P.64 







電話帳設定：1デンワチョウスべテ1、デンワチョウコべツ 
公衆■圏が：|ナシ|、コウシュウデンワ、ヒョウジケンガイ、コウシュ 








ウ&ケンガイ 





パンゴウリクエスト 

〇 (する）、 |X (しない） 1 

P. 巨已 


ナンバー 

ディスプレイ 


チヤクシンキヨヒ 

|0 (する）1、 X (しない） 

P. 巨日 

⑤ 



コウシュウデンワ 

〇 (拒否ずる）、 |x (拒をしない）1 

P. 巨日 

キノウ 



ヒヨウジケンガイ 

〇 (拒否ずる）、 |x (拒をしない）1 

P. 巨日 




チャクシンキヨヒリスト 
ヘンシュウ 

着信拒否リスト（最大 20 件）の登録、確認 

P. 巨已 




オウトウ 式ッセージ センタク 

〇 (還おする）、 |X (還巧しない）1 

P.63 




キャッチホン 

〇 (利用する）、 |x (利用しない）1 

P.69 




ダイヤルイン 


〇 (利用する）、 |x (利用しない）1 

P.71 







政下はダイヤルインを r 利巧する」に設定した場合のみ 








ファクス専巧（〇 (登録ずる）、 |X (登録しない) 1)、 

ファクスと親機の番号 （4 お）の登録、 

共通鳴動の（する)、 |x (しない)1)、 

子機用番号 （4 析）の登録 

P.71 




デンワリストプリント 

親機の電話番号 U ストをプ U ントする 

P.7 巨 

⑥ 

IJ ストプ IJ ント 


チヤクシンデータプリント 

親機に記録された着信データをプリントする 

P.7 巨 


システムリストプリント 

各種設定内容をプ U ントする 

P.7 巨 




ツウシンカン U レポート 

通信管理レポートをプリントずる 

P.76 

© 

シユッカジへ 

モドス 



記憶した情報（登録した内容や録音された用件など）を消去する 

P. 目己 


^内線番号•親機 . 内線1 

•付属の子機…內線2 

-増設テ機……1台目：内線3**、2台目：内線4 
** SP - DA 24 日 W では内線3も付属の子機となります。 


こんなとをは 機能設定/登録早見表 
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索引 


アース接続……….. .] 白 

アース端テ . S 、] 白 

INS ネット日4 . 2曰 

IP 電話 . 2曰、47 

IP 電話解除番号 . 47、48 

安全にお使いいただくために . 3 

アンテナ ... 8 

アンテナの調整 . 14 

インクフィルム 

交換 . 88 

残量の表示 . 白 

保管 . 93 

ADSL 回線 . 24 

NEC フィールディング（株） 

ノ くーソナルコールセンター ........ 94 

絵表示（ピクト） . 9 

え5ベる受信スタイル..… . 21 

応答メッセージ 

選択 . 已8、巨3 

録音/消ま . 已7 

オートリダイヤル . 2白 

お客様ご相談窓口のご案内 . 94 

お手入れのしかた . 88 

インクフィルム巧さえ部のお掃除..曰2 
親機/テ機の外装のお掃除 ..... 91 
原稿送り用□ーラ/記録□ーラの 

お掃除 . 曰2 

原稿読み取0部のお掃除 ......... 曰2 

ゴム板のお掃除 . 92 

オプション品 . 94 

おやすみモー ド………… . 61 

おやすみモードタイマ切誓 . 61 

オンフックダイヤル . 37 

音量調整 . 48 


記録紙サポーター . 8、21、 

記録紙セットレバー . 8、 

記録紙挿入口 . 8、 

記録紙挿入□カバー . 8、 

記録紙排出 □. 

A イツク通話 

携帯電話への通話ヴービスを簡単に使ラ... 

ケータイお得ダイヤル..… . 

原稿 

色のついた原稿や又字がラすい原稿… 

画質モードの目安 . 

"ゲンコウガツ7リマシタ". .7 白、 

原稿セットのしかた . 

小さいで字や写真 . 

読み取0濃度 . 

読み取れる原稿のサイズ/ 

読み取れる範囲 . 

原稿セットガイド . 

原稿挿入ロカバー . 8、 

原稿排出口 . 

コールバック . 

輔 . 

キータッチ!-ーンの設定 . 

テ機か5子機にかける . 

ブ , 、 . 1=1=1 

化巧 . 

充電器 . 12、1ん 

受話胃 . 

使用上のごを意 . 

スピーカの音量 . 

増設テ機 . 

通話できる範囲 . 

電池パックの交換 . 

電池パックの取り付け . 

電話帳の登録 . 

ベルの音量 . 

故障と思われるときのご相談 ........ 

固定応答メッセージの種類 . 

コピー . 28、 

コピーび禁止されているもの... 
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海外へ送るとを（ファクス） . 己3 

外出先から操作する（外線 U モート）…已8 

が出先から用件の再生 . 已8 

が出先から留守設定をする . 已8 

回線種別を設定する .19. 20 

回線端子 . 8、 ] 白 

が線転送 . 42 

が線リモート . 已8 

が線リモート操作 . 已白 

画質モード . 已1 

かんたん登録 . 68 

キータツチトーン . 74 

機能設定/登録早見表 . 100 

千ヤッチホン . 已白 

キヤツチホン-ディスプレイ . 69 

QSlA .. . .. 81 

共通鳴動 . ..71 

記録紙 

おすすめする記録紙 . 21 

"キ□クシガツマ I 」マシタ". .7 白、8日 

セット . 21 

保皆 

記録紙カセット . 8、21、22 


再生音（スピーカ）の音量 
再ダイヤル（リダイヤル）.. 

さかのぼり録音 . 

さかのぼり録音ランプ 
自動録音モード ............ 

非通知録音 . 

保持時間 . 44、 

迷惑電話録音 . 

3日秒スキップ再生 . 

事業ち識別番号 . 

時刻を設定する . 17、 

自分の名前や電話番号 ........ 

充電（テ機の充電) . 

充電器 . 1ご、 

修理-保守のご相談. ........... 

縮ル率 . 

受信 

自動受信 . 34、 

縮ル率 . 

手動受信..... . 34、 

ファクスかんたん受信 
分割記録.. .. 


メモ U 受信 . 

モ U 代行受信 ........ 

受話胃 . 

受話器 . 

8、13、 

.已日 

.已己 

.49 

19 

受話器端テ . 

. 8、 

19 

受話器の取0付け.... 


. 19 

受話器用コード ........ 

. 8、 

19 

仕様 . 


.96 

消耗品 . 


.94 

ステップアップ着信音量 


.48 

speax (スピークス） 




インフオメーシヨンセンター.…日4 
speax (スピークス）ホームページ…日4 

スペース（設置する場所） . 14 

接続 

アース接続 ... 19 

IP 電話機能巧き ADSL モデム…2己 

ADSL 回線 . 24 

夕ーミナルアダプタ （ TA )..... 2己 

電源 .] 白、24、2己 

電言舌回を泉 .] 白、24、2己 

光回線 . 24 

設定 . 11 

応答方ッセージの選択...已8、日3 
おやすみモードタイマ切誓 ..... 61 

海が通信. .. 已3 

回線種別 .19. 20 

画質モード . 已1 

キータッチトーン . 74 

キャッチホン-ディスプレイ…日目 

クイック通話 . 27 

ケータイお得ダイヤル . 47 

さかのぼり録音 . 44 

時刻設定 . 17、 ] 目、2日 

受信縮小率 . 已目 

ダイヤルイン . 71 

ダイヤルトーン検出 . 已3 

ダブルアクセス . 78 

チャイルド□ック . 74 

着信拒否 . 65 

着信鳴0分け . 64 

着信べル回数 ... 75 

電話専用（着信モード） . 73 

電話/ファクス切替（着信モード）…73 

I ルセイバ . 已目 

と < ていコール . 64 

ナンバー-ディスプレイ . 62 

発信元記録 ... 已3 

番号リクエスト ... 65 

表示濃度（ディスプレイ） ....... 73 

ファクスかんたん受信 . 已4 

ファクス専用〔着信モード）…73 

不達レポート . 已4 

プライべートコール . 64 

分割記録 . 已目 

ベルの音色/メ □ディ . 75 

保留方□ディ . 76 

モ U 受信 . 已已 

呼出べル回数 . 76 

読み取0濃度 . 已1 

U モート操作 . 已8 

U モートパスワード . 已8 

留守設定.. . 30 

留守電ケータイ転送 . 60 




964曰446437027746 36046 
43444444342曰119己 7曰曰曰日 


9 


3 


己 

3 


23328777 


2 2 2 2 


2 4 4 


110 8 11 
曰曰8 2己己 


88887243779己9己406084099 
222 "6174114149191449322 
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U ダイヤル（再タイヤル） .. 

オート IJ ダイヤル . 

U モート 

が線リモート . 

外線 U モート操作 . 

U モート操作を設定する ......... 

U モートパスワードの登録 ..... 

留守設定 . 30、 

留守設定の解除 ... 31、 

留守電ケータイ転送 . 

留守番電話. . 30、 

が出先か5巧件を再生する ..... 
が出先か5留守設定をする ..... 

消去する .32. 

通話中に用件を再生する ......... 

録音された巧件を聞く . 

録音した用件をが出先に乾送する... 

留守録着信データ ..... 

レポート 

通信管理レポート . 

不達レポート . 

録音 

応答メッセージを録音する ..... 

さかのぼり録音 . 

残量の表示 ... 

録音した用件を外出先に転送する.... 


WIFI BAND (ワイフアイバンド). .15、 



着信拒否 . 

.….6已 

着信データ . 

…68 

転送先 . 

…60 

発信元 . 

…已2 

登録/設定を出荷時に戻す ....... 

..... 白已 

1ルセイバ . 

…已9 

トーン信号（プッシュ信号） ..... 

…49 

とくてい コール . 

…64 


内線通話 . 43 

内線番号について . 42 

ナンバー-ディスプレイ . 62 

相手先の表示 ... 63 

キヤッチホン-ディスプレイ…目目 

コールバック . 67 

自作の応答メッセージを使う ...63 
龍拒否の離/登録/確認/消去..目已、ら日 
着信データの表示/消去…目日、目7 
着信データを電話帳に登録する..目8 
着信データをプ U ントする ..... 76 
着信鳴り分け/プライベートコール..目4 
電話番号を通知ずる/非通知にする..目3 

とくていコール ... 64 

番号リクエスト . 目已 

迷惑電話を着信拒否リストに 

登録する . 4日、目已、目8 

留守録着信データ . 68 


バックライト . 9 

発信元記録 . 已3 

番号リクエスト . 目已 

光回線 . 24 

ピクト（ディスプレイ表示） . 9 

非通知の相手に番号通知をお願いする...目已 
ファクス 

受ける ... 34、已〇 

送る . 28、29、已〇 

ファクスかんたん受信 . 已4 

ファクス専巧（着信モード） . 73 

不達レポート . 已4 

プッシュ回線 ... 1目、20 

プッシュ信号（トーン信号） . 49 

プライべートコール . 64 

プラグ式..… . 18 

ブランチ接続 . 18 

プリント 

システム U スト . 76 

着信データリスト . 76 

通信管理レポート…. . 76 

電話番号1」スト..…… . 76 

不達レポート . 已4 

分割記録 . 已日 

メモリ代行受信 . 已已 

ベル 

着1言べ J レ . 3己、7已 

ベル音の音量 . 48 

ベルの音色や方□ディ . 7已 

呼出べ J レ . 3己、7巨 

ポーズ . 11、12 

補修用性能部品の保有期限 . 94 


ダイヤル回線... . …..1 目、 

ダブルアクセス . 

端モ 

アース端モ . 8、 

回線端テ . 8、 


チヤイルド□ック . 

着信拒否 

設定/登録/確認/消去...目已、 
着信データ 

かんたん登録 . 

コールバック . 

消 S . 

着信データを使って電話をかける… 
着信データを電話帳に登録ずる.. 

表示 . 

留守中に受けた電話を確認ずる.. 

是信口,商り分け… ... 

着信べル . 3已、 

着信モード.…… . 

直接配線 . 

通信異常 . 

通話圏が . 

通話時間表示 . 

通話できる範囲 . 

通話の内容を録音する.… . 

ディスプレイ表示（ピクト） ......... 

表ぶミ辰度 ... 

停電したとさ . 

電源コード . 

電源の接続 . 

. 

転送先の登録… . 

電池パック . .....13、 

電池パックの取0付け . 

電池パックを交換する ... 

最巧 

巧日百 

受ける . 

かける . 

電話回線 

電話回線接続コード . 

電話回線を接続する . 

電話つンセント . 

電話専用（着信モード） . 

電話帳 . 

登録 . 37、 

電話帳転送 . 

電話/ファクス切誓（着信モード）.. 
登録 

親磯の電話帳 . 

子機の電話帳 . 


保証書の保管 . 94 

保留 . 41 

保留メ □ディ . .76 

迷惑電話お断り . 46 

方 ッセー ジ 

固定の応答メッセージ ..30 

自作の応答メッセージ . 已7 

方ニューの使いかた . 11 

メモ I 」 

メモリ受信 . 已已 

方モリ代行受信.…………… ........ 已已 

メモ U に蓄積したファクスの消ま....已日 

:><モリ容量（記憶容量)…8日、日日 
^ □ディ 

ベルの音色やメ □ディ . 7已 

保留メ □ディ . 76 

艾字入力のしかた . 104 

モデムダイヤルイン . 71 

モニタスピーカ . 8 

モニタ 音（スピーカ）の音量.. .4 目 


用件を消ず . 

32、已7 

読み取り 


画質モード ............... 

. 已] 

原稿のサイズ . 

..28 

読み取り濃度 . 

. .已] 

読み取れる範囲 ....... 

..28 


WIFI 目 AND (ワイフアイバンド）. .73 

操作びでさな < なったとを . 81 

操作パネル. . 8、10 

"ソウサパネルガアイテイマス"…80 
操作パネル開ボタン…8、7曰、88、白2 

操作早わかりガイド . 白7 

送信 

海外へ送るとき（ファクス）…已3 

自動送信.… ... 29 

手動送信.… . 已〇 

相談窓口 ... 94 
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G た字入力のしかた 

文字はダイヤルボタンで入力しまず。電話帳の相手ホの名前などで字を入力ずる操作のときに、ダイヤルボ 
タンを巧ずと文字や記号び表示されまず。 

ダイヤルボタンには已〇音の各行の最巧の文宇び記されています。同じボタンを何度か巧すとその行の文字び順番に表おさ 
れます。さらに巧すと数字や英字、記号び表示されます。表おされた文字びそのまま入力されます。 


ダイヤルボタン 

|— ► 巧す度にこの順でま示されまず一 ► 1 

視ぉ 

モぉ 

カタカナ 

数ぎ 

お 

戸/ル文宇（カタカナ）/記号 

① 

の 

ァ 

斗 

ク 

X 

才 

1 

ァ 

斗 

ク 

X 

才 




⑤ 

③ 

力 

キ 

ク 

ヶ 

□ 

2 

A 

巨 

C 






⑤ 

③ 

ヴ 

シ 

ス 

セ 

ソ 

3 

D 

E 

F 






③ 


夕 

チ 

、ッ 

テ 


4 

G 

H 

1 

、ツ 





⑤ 

⑥ 

ナ 

二 

ヌ 

ネ 

ノ 

5 

J 

K 

L 






⑥ 

© 

ハ 

ヒ 

フ 

へ 

ホ 

巨 

M 

N 

0 






③ 

⑤ 

ス 

ミ 

ム 

乂 

モ 

7 

P 

Q 

R 

S 





⑨ 

風 

ャ 

J. 

B 

8 

下 

U 

V 

ヤ 

IL 






⑨ 

煩 

ラ 

U 

ル 

レ 

n 

9 

W 

X 

Y 

Z 





③ 

風 

ヮ 

ヲ 

ン 

0 

- 


が-力 

( 

) 

- 

， 

木 

# 

& 

⑥ 

風 

か 

〇 














'スズキ」を入力するときの手順を UTF におします。 


] ⑤ (ヴ巧） を3回巧す 


つ [>] を押す 


イ⑤（ヴ巧） を3回巧す 




サ行の3番目の文字（ス）び表示されます。 


同じ行ので字を続けて入力する場含は、カーソル 
をちに移動してからダイヤルボタンを巧します。 
[く]または [>] で、カーソル（入力位置）を 
移動でさます。 


义字ミ肖去の方ミ去 

巧機：[ミ肖去] を巧す。 

-カーソルの ある1文字げ消えます。 

子機：[保留ミ肖去] を押す。 

-カーソルの ある1文字び消えます。 

-すべての文字を消まするには、続けて2 
砂切上押します。 


4 ③を1邸甲す 
尽⑤（力巧） を2回巧す 


スス1 


( D の1番目の艾字 （' ‘）び表示されます。 

-濁点（"）、半還点 C ) ち一文字になります。 


スス、'を_ 力行の2番目の文字（キ）び表示されます。 


104 












































NEC XE-nX 




掲載されているお問い合わせ先、修理受付窓口などは変更 
されている場合があります。 

最新の情報は、本マニュアルが掲載されているページの 
【必ずお読みください】「お問い合わせ-アフターサービ 
ス ( PDF ) J を参照して〈ださい。 

















NEC Xtf-HX 




义 









本商品（ソフトウェアを含む）は曰本国内仕様であり、外国の規格等には準拠しておりません。本商品を曰本 
国外で使用された場合、当社は一切責任を負いかねます。また、当社は本商品に関し海外での保守サービスお 
よび技術ヴポート等は行っておりません。 


This equipment (including the software) has the specifications to be used onlv in Japan. 
Also our maintenance service and technical support are not available overseas. 


このマークは NEC の定める環境配慮基準 
を満たした製品に表示されるものでず。 
お買い上げいただいた本製品はこの碁準 
に適さした環境配慮型の製品でず。この 
基準の詳細は NEC のホームぺージをご覧 
ください。 

http://www.nec.co.jp/eco/ja/ 

(平成19年6ち現在） 



一般消費者様製品廃棄方法について 

この製品を廃棄ずるとをは地方自治化の菜 
例に従って処理してください。 

詳しくは各地ち自治体にお問い合わせ願い 
ます。 


事業者様製品廃棄方法について I 

この製品を廃棄ずるとをは法律や地ち自治体の条例に従って産業廃棄物として適正処理してください。な 
お NEC は法律にもとづき、使用済み製品（情報通信機器）の回収/再資源化等を有償にて巧っています。 
詳細はこち6のぺージ http://www.nec.co.jp/eco/ja/products/3r/shigen_menu.html (平成19年 
6月現を）をご覧ください。 






ごを意 

掲載されているお問い合わせ先、修理受付窓口などは変更 
されている場合があります。 

最新の情報は、本マニュアルが掲載されているページの 
【必ずお読み〈ださい】「お問い合わせ-アフターサービ 
ス ( PDF ) J を参照して〈ださい。 



NEC アクセステクニカ株式会社 

干 43 目 -8501 静岡県掛川巿下侯 800 番地 
この取扱説明書はち紙配合の再生紙を使用していまず。 
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